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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夜の深い静せい寂じやくが、一帯を支配していた。


　完全な無音ではない。気の早い秋の虫の音やたきぎが爆はぜる音などが、いっそう静かさを感じさせるのだ。


　赤せき暑しよの節も、終わりが近い。昼間はまだ暑いが、夜になるといくらか涼すずしさを感じられるようになっていた。


　真っ赤な篝かがり火びの炎ほのおに照らしだされて、巨きよ大だいな門が浮うかびあがっている。門はそのまま砦とりでともなっていた。背後には鬱うつ蒼そうとした山がある。その頂には、天を貫つらぬくように伸のびる巨大な樹木がそびえていた。


　精せい霊れい樹じゆである。


　もともとは天下界アーシアを統すべる三み柱はしらの大おお神かみのひとつ精霊神ダイダラであった。ダイダラは大海に泡あわのように浮かんでいた土地を引き集めて、大地を整えたとされている。そしてアーシアの自然を律するべく、大地に両足を埋うめ、両りよう腕うでを天に向かって広げ、この大樹となった。


　精霊樹を抱いだくこの山は〝神しん域いき〟と称しようされ、一いつ般ぱんの人々は立ち入りが禁じられている。


　そこには皇こう帝ていが住まう宮きゆう殿でんがあり、その側近の武使集団〝近この衛え〟が常じよう駐ちゆうしていた。帝てい国こくの実権が執しつ政せい家へと移り、その権けん威いが衰おとろえゆくなかでも、この神域の不ふ可か侵しん性だけは建国以来、千年が過ぎた今も変わることなく守られている。


　闇やみのなかに浮かびあがる巨大な門は、その要のひとつであった。神域の東側に位置し、湖国ハクサへと川沿いに下る街かい道どうを睨にらんでいる。東とう面めん蒼そう龍りゆう門もんという名がつけられている。


　黒い胴どう着ぎに袴はかまという近衛の服に身を包んだふたりの武人が、揺ゆらめく炎を霊れい光こうのように背負って立っている。


　蒼龍門を守護する近衛円えん心しん流りゆうの武使だ。ふたりは微び動どうだにせず、夜の闇を油断なく睨みつけている。


　それが聞こえてきたとき、彼らは最初、新たに鳴きはじめた虫の音かと思った。しかし、よく耳を澄すましてみて、それが笛の音だと知る。


　ふたりは怪け訝げんそうに視線を交かわした。こんな場所の、こんな刻限に、笛の音がするはずがないのだ。


　笛の音はしだいに大きくなり、闇のなかに仄ほの白じろい影かげのようなものが姿を現す。


　篝火の灯あかりがその影に届き、それが白い着物の少年だとわかった。歯がひとつの高たか下げ駄たを履はきながら、足音さえたてず、とんとんと跳はねるように歩いてくる。


　その背せ丈たけには不似合いなほど長大な太刀たちを背負っていた。


　あまりにも異常な光景である。


「道に迷った旅人か？　ならば、この蒼龍門にて一いつ泊ぱくを許可しよう。だが、ここから先は神域ゆえ、何なん人ぴとたりとも通すわけにはゆかぬぞ」


　ふたりは腰こしの刀に油断なく手をかけながら、少年に呼びかけた。


「オレは道に迷いはしないよ。ただひとつの道を進むだけだから。それゆえ、オレはここに来た……」


　少年は笛の音を止めると、顔をあげる。


　髪かみは銀糸のよう、瞳ひとみは紅玉のごとく赤く、蛇へびの目のように縦に絞しぼりこまれていた。そして額の両りよう端たんからは短い金色の角が突つきでていた。


「貴様、悪あつ鬼きか？」


「ならば、容よう赦しやはせんぞっ！」


「容赦などされては困る。オレが道を踏ふみだせなくなるからな」


　少年はそう言うと、背中の大太刀の柄つかに手をかけ、身体からだを沈しずめる。


　篝火の炎が、一いつ瞬しゆん、刃やいばに反射したかと思うと、大太刀は鞘さやから抜ぬき放たれていた。


　その途と端たん、それまで感じたこともないような巨大な気が膨ふくれあがり、ふたりを包みこんだ。


　気け圧おされまいと、歯を食いしばりながらひとりが叫さけぶ。


「東面蒼龍門が守護流派、近衛円心流！　我らが疾しつ風ぷうの抜ばつ刀とう斬ぎり、受けきれるかっ！」


　しかし、ふたりとも刀に手はかけたままだった。円心流は抜刀術に長たけており、鞘からの抜刀斬りの一刀で倒たおすことを極意としている。


「受けられるさ。刃でも、風でも、光さえもね」


　少年は微び笑しようを浮かべていた。


「ならば、受けてみよ！」


　そう叫ぶと、ふたりの門衛は申し合わせていたかのように左右に分かれた。さながら地を滑すべるような足の運びである。


　少年は瞬時にして左右から挟はさまれた。しかし、その微笑は消えない。大太刀を無雑作に肩かたに担かついだまま、巨大な精霊樹を見上げていた。


「初めて見るのに、懐なつかしく感じるな……」


　詩句でも思い浮うかべているような表情でつぶやく。


　だが、ふたりの武使たちは、もはや惑まどわされなかった。息を合わせつつ、じりじりと間合いを詰つめてゆく。


　同時に抜刀し、斬きりかかれば、いかなる達人であろうと逃のがれるすべはない。どちらかと相あい討うちするのが、精々であろう。そして、ふたりには命を捨てる覚かく悟ごがある。それが近衛の武使というものだ。


　ふたりはついに間合いに達し、疾風のごとく刀を抜いた。一瞬も狂くるうことなく、まったく同じ姿勢からの抜刀斬りが水平に疾はしる。


　逃れるはずもなく、悪鬼は胴どうを切断されるはずであった。


　しかし──


　ふたりは刀を振ふり抜くことができなかった。


　まるで見えない壁かべがあったかのように、刃が遮さえぎられたのである。


　童どう子じが大太刀を振るったのは、ふたりの武使にもかろうじてわかった。しかし弾はじかれたのでもなく、流されたのでもなく、突とつ然ぜん、刃の疾はしりが静止したのだ。


　ふたりは刀を振り抜かんとする姿勢のまま、石像のように硬こう直ちよくしていた。


　心技体すべてがそろった一いち撃げきである。この抜刀斬りを磨みがくためだけに、彼らは二十年近くの修しゆ行ぎようを重ねてきた。それが大太刀の刃を一瞬、合わせただけで完全に止められたのである。かすかな抵てい抗こう感さえ感じなかった。心が空白となり、身体の力も消え失うせ、ふたりはその姿勢のまま動くことすらできなかった。


「さすがは円心流の抜刀斬り。受けがいがあったよ」


　少年はふたたび微笑すると、大太刀をふたたび振るった。


　ふたりの武使の首がまず胴を離はなれ、次いで頭を失った胴が、激しく血を噴ふきだしながら、ゆっくりと倒れてゆく。


「一歩、二歩……」


　童子は左手の親指と人差し指を折った。


　そのとき、門の向こうに、大勢の人の気配がした。激しい気の高まりが、分厚い門越ごしにも感じる。


「さあ、何歩、進めるかな？」


　童子はつぶやく。


　そして巨門が重々しい響ひびきをたてて開きはじめた──
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　季節は夏から秋へと移ろいつつあった。


　しかし、帝てい都とシスイの大通りには、強い日差しが照りつけ、じりじりと焼かれるような暑さが残っている。


　そんな街路を、古びた牛車がぎぃぎぃと耳みみ障ざわりな車輪の音を響かせながら進んでいる。牛車を先導するように、ひとりの若者が青毛馬の手た綱づなを引いて歩いていた。


　ヒエンである。


　隣となりにはスズリが並んで歩き、初めて見る帝都の街なみを物もの珍めずらしそうに見回していた。


　帝都を離はなれていたのは、わずか百日ほどだったが、ヒエンにもひどく懐なつかしく感じられた。そのあいだに、様々なことがあったからだろう。


　中ちゆう海かいでは初めての戦いくさを経験し、獣じゆう鬼きや羅ら刹せつ鬼きといった恐おそるべき怪かい物ぶつ、悪あつ鬼きを見た。


　帝都までの道中でも、様々な事件があった。


　そして旅のあいだに出会った娘むすめたちの顔が、ヒエンの脳のう裏りをよぎってゆく。そのなかでもひとりの娘の顔だけが、いつまでも消えることなく残った。


（ホノ……）


　ヒエンは、その娘の名を心のなかでつぶやく。


　節操がないということは自覚している。惚ほれっぽく、すぐ本気になるからだ。しかし肝かん心じんなところで意い気く地じがなく、自分のほうから身を退ひこうとする。


　ただ、ホノに対してだけは、他ほかの娘たちとは違ちがい、心が通じあったという気がした。


　ヒエンは帝都の南にあるコセ沼ぬまで、そこに住む沼ぬま人びとたちと、ウツヒミ大だい神じん宮ぐうの檄げきに応じた軍勢との戦に加勢したのである。


　緒しよ戦せんの戦いは、沼人たちが敵を迷めい路ろ状の水路にひきこみ、さんざんに撃うち破った。しかし、神宮側は神刀〝草くさ薙なぎ〟と〝御雷みかづち〟の神かみ業わざを使い、沼人の集落に激しい落らく雷らいと突とつ風ぷうを見み舞まったのである。


　沼人たちの集落は、大きな被ひ害がいを被こうむり、犠ぎ牲せい者しやも大勢でた。


　それに怒いかったホノはわずかな人数とともに、敵の本ほん陣じんを襲しゆう撃げきし、ウツヒミ大神宮から派は遣けんされてきた軍神の宮ぐう司じの命を狙ねらったのである。その試みは失敗し、ホノは命を失ったのだが、沼人の覚かく悟ごを思い知らされた宮司は軍勢のひきあげを命じた。


　ホノの勇気は、沼人を守った。しかし、彼女自身は永遠に帰らぬ人となった。


　彼女が微笑ほほえんでいる顔は、生しよう涯がい、忘れることはないだろう。そしてその笑え顔がおを守ることができなかった自分が、つくづく情けなかった。


　そんなヒエンの表情を、スズリは横からちらちらとうかがっている。


　コセ沼での戦いのあと、彼の表情は暗く沈しずんでいた。心のなかで澱よどんだ気が、どんよりとあふれでているようで、スズリの心も晴れない。


　だが、ヒエンの気持ちは、わからなくはない。沼人の娘は本当に純真で勇ゆう敢かんだった。彼女に惹ひかれたのは無理もないと思う。


　しかし、いつまでも落ち込んでもらっていては、スズリとしても困るのだ。


　あの戦い以来、彼は気が抜ぬけていて、日々の稽けい古こにも身が入らない。


　スズリがうかつに本気を出そうものなら、勢いあまって斬きり殺してしまいそうなのだ。おかげで、まったく修しゆ行ぎようにならない。


　早く立ち直ってもらおうと、スズリはこの道中、ヒエンを元気づけようと、さかんに話しかけ、ときには励はげましもした。しかし彼はまったくのうわの空で、生返事を繰くり返すだけである。


　そのとき、大通りの左手に立派な道場が建っているのが見えた。


　激しい気合いの声が、通りまで響ひびいてくる。


「あそこに武術の道場がある。あれは何流なのだ？」


　スズリは目を輝かがやかせながら、ヒエンに訊たずねた。


　かなりの門人がいなければ、あんな道場は成り立たないだろう。


「あれは、北ほく斗と流りゆうだ……」


　ヒエンがぼんやりと道場を眺ながめ、ぽつりと答えた。


「北斗流というと、帝都でもっとも栄さかえている流派だと聞いている」


　スズリは目を輝かせた。


「まあ、そうだな……」


　ヒエンがうなずく。


「誰だれであれ、武術を指南するとの噂うわさを聞いた。わたしが訪ねても、大だい丈じよう夫ぶだろうか？」


「さあな……」


　ヒエンが肩かたをすくめた。


　北斗流が栄えているのは武使ではなく、おもに町の人々に武術を指南しているからだ。この乱世においては、武人でなくても争いごとに巻き込まれることがある。また、治安も悪くなり、自衛の必要にも迫せまられている。


　そこをうまく宣伝し、門人を集めたのだ。


　稽古では木刀ではなく袋ふくろ竹刀しないを使い、防具も身に着けさせる。そのほうが実戦感覚が身につくのだという。たしかに、そうだろう。木刀で稽古をすれば、下手をすると命を落とすことがある。まして真しん剣けんで稽古をすれば、死人が続出だ。


　町の人々が相手であれば、理にかなった教え方である。


　しかし、本気で武術を覚えるには、やはり真剣を使うしかないのだ。刃やいばに気を込めてこそ、術は発動する。そのためには真剣を身体からだの一部とするほどに使いこなす以外にない。


　もしも、スズリがこの道場に入ったら、おそらく最さい凶きよう最悪の道場破りとなるだろう。騒そう動どうが起こるのは必至である。


（まあ、知ったこっちゃねぇけどな）


　ヒエンはぼんやりと思う。


「まったく……」


　ヒエンのあまりの反応の鈍にぶさに、スズリは大きくため息をついた。


「今のヒエンに、なにを言っても無む駄だというものじゃ……」


　牛車のなかから泉が湧わきたつような澄すんだ声がし、御み簾すがゆっくりと巻きあげられた。


　中にいるのは、セラである。


　ヒエンの母だ。だが、その姿は、とても子を産んだ女性には見えない。小こ柄がらで細身、肌はだは透すき通るように白く、青みがかった銀色の髪かみはかぎりなく細くしなやかだ。笹ささの葉の形をした細く長い耳が、髪のあいだから伸のびている。


　その先せん端たんが、ぴくぴくしているのは、彼女が不ふ機き嫌げんである証しよう拠こだった。


　セラの容姿は、いにしえの妖よう精せいを描えがいた絵画から出てきたようで、神秘的な美しさと永遠の若さを感じさせる。かつて、人を隷れい属ぞくしたとされる妖精だが、スズリは彼女を恐おそろしいと思ったことはない。


「沼人の娘むすめを守れなかったことで、おのれの不ふ甲が斐いなさを思い知ったのであろう。ふぬけぶりにますます磨みがきがかかったようじゃ」


　セラは容よう赦しやなかった。


「ふぬけで悪かったな……」


　ヒエンはさすがにむっとして、牛車のなかでちょこんと正座をしているセラを睨にらみつけた。


　しかし、その顔には怒いかりとともに生気が湧きだしたようにスズリには感じられた。


（さすがは、セラ様……）


　と、感心する。


　息子むすこをいらだたせることにかけては、母親の右に出る者はいない。


「ならば、改めることじゃな。おまえのそんな姿を見て、あの娘がなんと思う？」


「死んだ人は、なにも思ったりしねぇよ」


「そうでもない。亡ぼう霊れいとなって、さまようことがあるからな」


　スズリがぽつりと言った。


　この世に強い想おもいを残して死んだ者は、肉体から霊れい魂こんが離はなれても浄じよう化かされることなく、死し霊りようとして留とどまりつづけるのだ。


　それほど多いものではないし、霊感が強くないと見ることはできないが、亡霊はたしかに存在している。


「彼女の亡霊なら歓かん迎げいするぜ」


　ヒエンは本気でそう思った。取り憑つかれて、殺されたとしても、本ほん望もうである。


「勘かん弁べんしてくれ……」


　スズリは小声でつぶやくと、身を震ふるわせた。本気で怯おびえているらしく、顔から血の気が失うせている。


「なんだ、苦手なのかよ？」


「悪いか？」


　スズリは泣きそうな顔をして言い返した。


　その顔がなぜか愛らしく感じられ、ヒエンはこの女武使の意外な一面を見た気がした。


（今度、出そうなところにでも連れていってみるかな）


　そんなことを、ふと思う。


「あの娘は、未練を残してはおるまい。自らの命を捨てることで、命の尊さを伝えたのであろう？　ふぬけたまま生きている者とは、大おお違ちがいじゃ」


　セラが冷ややかに言う。


「まだ言うかよっ！」


　ヒエンは怒ど鳴なった。


「ああ、おまえが改めぬかぎり、何度でも言うわ」


　セラも負けじと大声を出す。


　彼女の声は細いのだが、岩の上の流れる清水のようによく通るのだ。


　大通りを行き交かう人々が、顔をしかめながら振ふり返っている。


　あまり目立ってはまずいと思い、ヒエンのほうが黙だまった。


　セラはその後もしばらくのあいだ説教を続けていたが、ヒエンはすべて聞き流す。


（実家に送り返すまでの辛しん抱ぼうだぜ）


　心のなかで、そう自分に言い聞かせながら……
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　執しつ政せい家であるユウキの屋や敷しきは、シスイの人々から〝御ご殿てん〟と呼ばれていた。広大な庭園には四季折々に美しい花が咲さき誇ほこるところから、〝花の御殿〟と称しようされることもある。


　帝てい都との中央を南北に走る大路を行き当たった場所にあり、広大な敷しき地ちを誇っている。


　皇こう帝ていが神域を離れられないため、帝国の政まつりごとを執行する役職として執政が置かれたのが、帝国歴百五十年の頃ころ。当初は皇帝を出した国主が就任する慣習であったが、国主家以外の武人が皇帝に即そく位いするようになってからは、その慣習が意味をなさなくなり、有力な国主家が執政の座を巡めぐり、権力争いを繰くり広げることになった。戦いくさもたびたび起こっている。


　やがて執政職は世せ襲しゆうとなり、その後、二度ほどの政変を経て、二百年ほど前からユウキ家が執政職を継けい承しようしている。


　しかしその頃には、帝国の基き盤ばんはすでに崩ほう壊かいしはじめていた。本来、武術使いであったはずの国主たちが貴族化し、国もとを離れ、帝都シスイで優ゆう雅がな暮らしに浸ひたっていたのだ。


　帝都では優すぐれた文化が花開きはしたが、国もとでは国主たちの贅ぜい沢たくな暮らしを支えるために課される重税に不満を抱いだく領民と地方領主たちの反乱が起こりはじめる。


　当初は、国主と帝国の軍勢により容易たやすく鎮しずめられていたが、やがて領民や地方領主は互たがいに連れん絡らくを取り合い、一いつ斉せいに蜂ほう起きをするようになった。そうなれば鎮ちん圧あつも容易ではない。国主も、地方領主たちの要望を聞くしかなく、次し第だいに地方領主が力を得ていった。


　先代執政のユウキ・ハサイはそうした帝国の状じよう況きようを憂うれい、ふたたび中央の威い令れいを地方に行き届かさんと、志を同じくする国主らとともに数えきれぬ遠えん征せいを行い、地方の反乱を鎮めていった。それにより、帝国は一時、隆りゆう盛せいを取り戻もどすかに見えた。


　しかし、東とう荒こうではじまった大乱を鎮めるべく行った遠征で、執政ハサイは数多くの国主らとともに壮そう絶ぜつな戦死を遂とげる。そして帝国の統治は完全に崩壊し、今の戦乱の世となった。


　この屋敷も昨年、湖こ国こくハクサの水すい賊ぞくに攻せめ込まれ、危あやうく落ちるところだった。皇帝と近衛の救きゆう援えんにより事なきを得たが、執政家の権けん威いがさらに失しつ墜ついしたことは言うまでもない。


　御殿は厚い塀へいで囲まれ、濠ほりを巡らせていた。御殿の要所には矢倉が建てられ、弓を持った武人の姿が見えた。壁かべのそこかしこには昨年の戦の痕あとがそのままに残されている。しかし、三層の本ほん殿でんは人が作りだした最高の建築物のひとつであり、その壮そう麗れいさはいささかも失われていなかった。


　かつての権威は失っているとはいえ、ヒエンのような一いつ介かいの武使が来ていい場所ではない。さすがに緊きん張ちようを覚えた。


　スズリも同様らしく落ち着きなく辺りを見回している。


　セラがどういう表情をしているのかは御み簾すを降ろしているのでわからないが、おそらく不ふ機き嫌げんさは最高潮に達しているだろう。


　ヒエンは正門からすこし離はなれた場所に牛車を止めると、門前までひとりで歩いてゆき、大声を張り上げた。


「オレの名はヒエン！　執政家に用があり、参上した！」


　たちまち、ふたりの門衛と門のなかからも警護の武人がわらわらと飛びだしてくる。


「怪あやしい奴やつめ。ここをどこだと心得る？」


「心得ているから、執政家に用があると言った！」


　ヒエンは堂々と応じると、いちばん話が通じそうな初老の武人に近づいていった。そして、その武人にだけ聞こえるほどの声で囁ささやく。


「先代執政の妹君セラ姫ひめをお連れした。至急、取り次いでもらいたい……」


「なんだと？」


　初老の武人の顔が変わる。幸いなことに、セラのことを知っているようだ。


「セラ姫はどこにおられる？」


　押し殺した声で訊たずねかえしてきた。


「あの牛車のなかだ。汚よごれてはいるが、御簾に執政家の紋もんが入っているのが見えるだろう？」


　ヒエンは答える。


「確かめてくれてもいいぜ。セラ姫はいにしえの妖よう精せいの姿をしているから、間ま違ちがえようがないはずだ」


「……ならば、間違いあるまい。牛車に乗ったまま、門のなかに入ってくれ。そこで、しばし待つように」


「承知した」


　ヒエンは満足げにうなずいた。


　そして牛車へともどり、赤毛牛をかるく叩たたいて、合図を送る。スズリは青毛馬の手た綱づなを引いたまま、無言で牛車のあとに続いた。


　そのあいだに初老の武人のほうは、他ほかの武人たちに何事か指示を出し、本殿のほうへと走り去っていった。


　ヒエンたちは御殿の門をくぐり、真っ白な砂利じやりが敷しきつめられた庭へと入った。


　本殿までその白砂利は続いており、左右には見事な庭園があった。色とりどりの花が咲き乱れ、紅こう葉よう前の木々が緑の葉を揺ゆらしている。趣おもむきのある大小の岩が配され、池には様々な体色をした魚が遊泳していた。


　スズリが馬の手綱を放し、ヒエンの側そばに寄ってくる。


「どうした？　顔が強こわ張ばっているじゃねぇか？」


「あ、あたりまえだ。ここは執しつ政せい家のお屋や敷しきなのだぞ。帝てい国こくの中心だ」


「その執政だが、オレたちよりまだ若いんだぜ。昨年、即そく位いしたばかりで、まだ十六だ」


「高貴な御お方かたに、年ねん齢れいなど関係あるまい」


「だったら、つけくわえてやるが、オレの従弟だぜ？」


「たしかに、そうだな……」


　スズリははっとしたような顔をした。


「ヒエンが、セラ様の子とは、なかなか思えなくて」


「お、恐おそろしいことを言うんじゃねぇよ。オレだって、不安なんだから」


　ヒエンは顔をしかめる。


　真実を追求するつもりはない。実の親であろうとなかろうと、セラが母であることにかわりはないからだ。


「ところで、セラ様を執政家に預けたら、ヒエンはどうするのだ？」


　表情を強張らせて、スズリが訊ねる。


　答えを聞くのが恐こわいのだ。先日のことで、ヒエンはますます戦いくさが嫌きらいになっただろう。武術にも熱意を失ったかもしれない。


「まだ、決めてねぇ。とりあえずは母さんが無事、暮らしてゆけるかどうか見届けてからだな」


「そうか……」


　スズリはため息まじりにうなずく。


　そのとき、ヒエンたちの背後で、門が閉とざされる音がした。そして頑がん丈じような閂かんぬきがかけられる。


　ヒエンとスズリは思わず顔を見合わせた。


「嫌いやな感じだぜ……」


「ああ、殺気が向けられている」


　ヒエンの言葉に、スズリがうなずく。


　そして建物のほうから、武装した武人の集団が姿を現し、走り寄ってきた。


「ざっと百人ほどか……」


　ヒエンは苦く笑しようを浮うかべる。


「どう思う？」


「どうもこうも、わたしたちを討うち取るつもりだろう」


　そして、ヒエンたちは執政家の武人たちに取り囲まれた。


　ヒエンはそのなかに、さっき話をした初老の武人の姿を見つけだす。


「これは、どういうことなんだ？」


　そう問いただした。


「先代の妹君、セラ姫ひめは亡くなられたのだ。その名を騙かたる不届き者どもめ、成敗いたす」


「名を騙るだって？」


　その答えに、ヒエンはぎくりとなった。


　あわてて牛車の側に行き、窓まど越ごしにセラに声をかける。


「ああ言ってるが、どうなんだよ？」


「向こうがそう言ってるのなら、そうなのじゃろう」


　セラは憮ぶ然ぜんとして答えた。


　一いつ瞬しゆん、母が噓うそを言ったのかと思ったが、母がそういう人間でないことは、ヒエンは誰だれよりも知っている。


　そして名を騙っただけにしては、相手の反応はあきらかに過か剰じようだった。普ふ通つうなら門もん前ぜん払ばらいにするぐらいだろう。


「もしかして、本物だからこそ殺す気なのか？」


　ヒエンは愕がく然ぜんとなった。


「わしは、こんな姿じゃからのう。執政家としては都合が悪かったようじゃ。それで兄上は、わしを葬ほうむることにしたのじゃ。そして、その役を任されたのが、おまえの父クオンじゃ。だが、クオンはわしの美しさに心を奪うばわれてのう。わしを殺すことができず、ともに逃にげることにしたわけじゃ」


　セラが恋こいする娘むすめのように頰ほおを赤らめ、うっとりと言う。


　こんな状じよう況きよう下かで、よくのろけられるものだと、ヒエンは呆あきれるしかなかった。


「ただの駆かけ落ちじゃなかったってことかよ？　なんで、それを言わなかったんだ？」


「おまえが聞かなかったからのう。中海の小島に隠かくれ住んでいることで、なにか事情があると思うのが普通じゃろう？」


「こうなることがわかってたなら、警告するほうが普通だぜ？」


　だが、今いま更さら、議論してもはじまらない。


　ヒエンは覚かく悟ごを決め、牛車を取り巻く武人たちを見回した。


　その数は百人ほどだが、さほど腕うでの立つ武人はいないと見えた。また、突とつ然ぜんの命令に戸と惑まどっているようにも感じられる。


　これぐらいなら、なんとかなるなと、ヒエンは思った。


「コブト、スクネ、合図をしたら本ほん性しようを出せよ……」


　ヒエンが赤毛牛コブトと青毛馬スクネに声をかける。


　この牛と馬は、実は鬼おにが変へん化げしたものなのだ。その姿で苦く役えきにつくことで、鬼気を減らし、人間にもどろうとしている。


　しかし、この状況では、彼らにも戦ってもらうしかない。


　それから、スズリの様子を見る。すると、彼女はすでに全身から赤い霊れい光こうを立ち上らせている。瞬しゆん時じにして気を高められる才は、まさに天てん与よのものだ。それが長く続かないというのは、いかにも惜おしい。


　彼女の気が怒いかりによって急速に高まることはわかってきた。だが、その怒りが長く続かないようだ。しかし、怒りにまかせて、戦うわけにもゆかない。憤ふん怒ぬという感情は、ときとして鬼道にも通じるし、そもそもそんな性格の女に側そばにいてほしくない。


　執しつ政せい家の武人たちは取り囲んだものの、襲おそいかかってくる様子はない。


「オレは神明流クオンが一子、ヒエンだ。そう簡単に成敗できると思うなよ」


　ヒエンが恫どう喝かつすると、武人たちは一いつ斉せいに一歩、下がる。


　どうやら、剣けん聖せいの名は知っていたようだ。


　ヒエンは悠ゆう然ぜんと小こ太刀だちの二刀をひきぬく。


「ええい、なにをしておる。早く始末せい！」


　初老の武人が、いらだったように叫さけんだ。


　その言葉に、執政家の武人たちは覚悟を決めたように斬きりかかってくる。


「胡こ蝶ちよう炎えん舞ぶ！」


　しかし、スズリが先を取って動いた。


　真横に振ふるわれた彼女の大おお太刀たちから、炎ほのおの飛礫つぶてが奔はしる。彼女が得意とする火行の術だ。霊光が出るほどに高まった気力から繰くりだされたその術は、武人たちを撃うち、何人かがその場に倒たおれ、苦しげに転がる。着ているものから、ぶすぶすと白はく煙えんが立ち上っていた。


　それで武人たちの出足が鈍にぶる。


　ヒエンはその隙すきを見み逃のがさなかった。


「おめぇは牛車を守ってくれ」


　スズリに叫ぶと、ヒエンは武人たちのまっただなかに飛びこんでゆく。


　周囲から無数の刃やいばが襲いかかってくるが、その刃筋は鈍にぶい。ヒエンは順と瞬を違たがえることなく、その刃をすべて受けた。そして返す刀で、敵の武器を持つ腕を小太刀の峰みねで打つ。腕が痺しびれ、あるいは骨が折れ、武人たちは次々と武器を落としていった。


　本物の武使を相手にするには、あきらかに技量も気力も足りない。


「怪け我がをしたくないなら、下がっていやがれ！　これが執政家の答えというなら、オレたちにはもう用がねぇんだよっ！」


　ヒエンは大声で叫んだ。


　その声に、執政家の武人たちは怯ひるみ、怪我をした仲間たちをひきずりながら後退してゆく。


「ええい！　ふがいのない！」


　初老の武人が、顔を真っ赤にしながら怒ど鳴なった。


「そう思うのなら、てめぇがかかってこいや！」


　ヒエンは挑ちよう発はつするように、小太刀の切っ先を向ける。


　そのときだった。


「わしが相手をしよう……」


　腰こしがひけている武人たちを押しのけながら、ひとりの壮そう年ねんの男が姿を現した。


　ひと目で武使とわかった。それも、かなりの使い手だ。


「わしの名はフソウ。真しん影えい流りゆうを使う」


「真影流？　ユウキの御お家いえ流りゆうかよ？」


　ヒエンはわずかに目を細めた。


　帝てい国こく建国当時の国主家は武術使いであり、一流を継けい承しようしていた。それが御家流と呼ばれる武術の流派である。


「いかにも、わしはユウキ家武術指南役を務めておる」


「名門ユウキ家の武術指南役か、相手にとって不足はねぇぜ！」


　ヒエンは自らももう一度、名乗りなおし、小太刀の二刀を正眼に構えた。


　フソウと名乗った武使は刀を右下段に構え、白しろ砂利じやりを鳴らしながら間合いを詰つめてくる。刃がヒエンの目から見えなくなるよう切っ先を後方に向けている。


　その構え、足の運びには、まったく隙がなかった。


　これは長くなる、とヒエンは覚悟を決める。


「スズリ！　隙を見て、牛車を逃にがしてくれ」


　いくら衰おとろえたとはいえ、ここは執政家の屋や敷しきである。警護の武人がこれだけということはあるまい。この男以外にも、武使がいておかしくない。仕合をしているうちに、逃げる機会を失っては意味がないのだ。自分だけなら、なんとでもなるし、挑いどまれた仕合から逃げるわけにもゆかない。


「……わかった」


　一いつ瞬しゆん、間があってから、スズリは答えた。


　しかし、周囲を見回し、新手の武人が現れないのを確かく認にんすると、すぐには動かなかった。


　ヒエンとユウキ家武術指南の仕合を見届けたいという思いが強いのだろう。


「逃げ遅おくれるんじゃねぇぞ」


　ヒエンはスズリにそう念を押してから、フソウの動きに集中した。


　気は十分に高まっているから、敵が術を使えば、すぐ木霊こだまで返せる。だが、真影流の使い手とは戦ったことがないゆえ、どのような攻せめをしてくるかはわからなかった。


　フソウは五歩の間合いで仕し掛かけてきた。


　残る間合いを一気に詰めると、下段から跳はねあげるような斬ざん撃げきを放ってくる。


　ヒエンは左の鳳ほう翼よくで刃を押さえこむように、それを受けた。瞬を逃のがすことなく受けられたという感かん触しよくがあった。


　だが、嫌いやな気を感じ、ヒエンは咄とつ嗟さに後方へと跳ねる。


　一瞬前まで自分がいた空間を、黒い影が疾はしりぬけた。


「よくぞ感じたな……」


　フソウが声をかけてくる。


「刃を隠かくしての斬撃に、影刃まで入れてくるとはな。それが真影流かい？」


　ヒエンは背筋がぞくぞくするのを覚えていた。さすがは名門の御家流である。


　刃と重なるように術を放っていたということだ。


　影流の一派が、よく使う術である。どの斬撃に影かげ刃ばをのせてくるか見み極きわめられなければ、受けることは難しい。


「だが、受けてみせるぜっ」


　ヒエンは気合いを入れ直した。


　しかし、そのとき──


「そこまでだ！　双そう方ほう、刀をひけ！」


　やや甲かん高だかい声が響ひびいたかと思うと、ひとりの少年が姿を現した。


　その少年の姿を見て、ヒエンとフソウの仕合を息を飲んで見守っていた執しつ政せい家の武人たちは、あわててその場に畏かしこまる。


「ハイマ様……」


　初老の武人の顔からは血の気が失うせていた。


　その名は、ヒエンも知っていた。昨年、執政職を継ついだユウキ家の当主である。


「モウリよ、これはどういうことだ？　あの牛車に乗っておられるのは叔母おば上うえだと聞いたぞ？」


「セラ様は執政家に災わざわいをなす御お方かたゆえ、わたくしめの一存で……」


「そのような大事を、わたしに相談もなしに決めるのか？　それほど、わたしは頼たよりないか？」


「い、いえ、決してそのようなことは……」


　初老の武人は、白砂利に額をつけるほどに平へい伏ふくする。


「おまえなりにユウキの家を考えてのことだろうが、今後は、このような勝手は許さぬ」


　そして少年は、フソウを振ふり返った。


　ユウキ家の武術指南役は、無言でうなずくと刀を収める。


　それを見て、ヒエンも小こ太刀だちの二刀を鞘さやにもどした。


　それから、執政はヒエンのもとへやってくる。


「このフソウと五分に戦われるとは、さすが剣聖と謳うたわれたクオン様の跡あと継つぎ。まずは、あなたへの非礼を詫わびさせてもらいたい」


「非礼とかいう問題じゃねぇと思うがな」


　ヒエンは不ふ機き嫌げんに答えた。


　いきなり殺されかけたのである。畏まる気にもなれない。


「叔母上は、あちらの牛車に？」


　ハイマの問いに、ヒエンは鷹おう揚ようにうなずくと、スズリを振り返り、合図を送った。


　スズリは緊きん張ちようした表情でうなずきかえすと、牛車の後ろの御み簾すをあげ、中にいるセラに何事か声をかける。


　セラはそれに応じて、ゆっくりと牛車を降り、細い両りよう腕うでをいっぱいに伸のばした。青みがかった銀色の髪かみが踊おどり、日の光を反射してきらきらと輝かがやく。


「まさしくセラ様だ。二十年前と、まったくお変わりない……」


　年配の武人たちが、驚おどろきの声を漏もらした。


「まったく騒そう々ぞうしいかぎりじゃ。それにしても、懐なつかしいのう。二十年も留守にしておると、庭の木々も大きくなっておるわ」


「叔母上、お初にお目にかかります」


　若い執政が、セラに向かって一礼する。


「こちらこそ、よろしくのう。突とつ然ぜん、押しかけて迷めい惑わくをかけてしまったこと、この無礼者に代わって謝らせてもらう」


　セラがふかく頭を下げた。


（オレのせいかよ？）


　ヒエンは一いつ瞬しゆん、むっとしたが、今は我が慢まんするしかない。


「とにかく、奥へおあがりください。いろいろ、お話ししたいことがありますゆえ」





　　　　３




　ヒエンとセラが通されたのは、壮そう麗れいな造りの部屋だった。


　畳たたみの間に厚い座ざ布ぶ団とんが用意され、ふたりが並んで座る。スズリは身分違ちがいゆえ恐おそれ多いと、同席するのを固辞し、近くの部屋で待っている。


　上座には厚あつ畳だたみも敷しかれていたが、若い執政はそこには座らず、ヒエンたちの正面に座った。側そばには護衛もいない。もっとも部屋の外には、数人の武人がひかえている気配を感じた。


「亡なくなった父から、話には聞いておりましたが、これほどまでにお美しいとは。まったく昔のままのお姿ですね」


　ハイマの言葉には皮肉めいた調子はなく、心から賞賛しているように感じられた。


「そのように褒ほめられては照れてしまうのう……」


　セラは恥はずかしそうに腕うでで顔を隠す。


「まずは、執政家が母──セラ姫ひめの命を奪うばおうとした事情を聞かせてくれねぇかな？」


　ヒエンはまだ不機嫌だった。身内だと思っていたのに、殺されかけたのである。納なつ得とくのゆく説明をしてもらわなければ収まらない。
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「いいかげん、その言こと葉ば遣づかいをあらためんか！　執しつ政せい職にある御方に対し、無礼にもほどがあろう？」


　セラが細い眉まゆをつりあげた。


「いえ、ここは親族だけの席。公式の場ではありませんゆえ、気づかいは無用です」


　ハイマはセラに微笑ほほえみかけた。


「あ、いや、オレは……」


　親族と言われ、ヒエンはうろたえる。


「あなたは剣聖クオンの子だと名乗っておられたではないですか？　クオン様と叔母上は駆かけ落ちされ、夫ふう婦ふになられたのでしょう？」


「くっ……」


　そのことを知られていたら、ヒエンも言い逃のがれはできない。


「しかし、噂うわさではクオン様もお亡くなりになったとか……」


「なぜ、それを？」


　父が死んだという話は、草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの当主であるアモンぐらいにしかしていない。それが執政家にも伝わっていることに、ヒエンは驚きを感じた。もっとも、そのぐらいの情じよう報ほう網もうがなくては、帝てい国こくの政まつりごとを担になうことなどできないだろう。


「このところ、アーシア各地で悪あつ鬼きどもが跳ちよう梁りようしてやがるんだ。なにを狙ねらったのかは知らねぇが、親父おやじたちが暮らしていた島にも襲おそいかかってきてな。そうそう不覚を取る人じゃなかったんだが、悪鬼のなかにも恐ろしく強つえぇのがいてな」


「悪鬼が勢いをましているという噂は、方々から届いております。この乱世で、鬼き道どうに堕おちる者が増えているせいでしょう」


　ハイマはそう言うと、大きくため息をついた。


「執政家の姫と夫婦になったとはいえ、親父は一いつ介かいの武術使いに過ぎない。オレも執政家の一族を名乗るつもりはないし、迷惑をかけるつもりもねぇ」


「こやつは、わしを厄やつ介かい払ばらいしようとして、ここへ連れもどしたんじゃ。これまで育ててやった恩も忘れてのう……」


　セラが横目でヒエンを睨にらむ。


「育ててくれたのは、五つ六つぐらいまでだろ？　そのあとは、オレのほうが世話してたじゃねぇか？」


　ヒエンはむきになって言い返した。


「おかげで、なんでもひとりでできる男になったであろう？　それが子育てというものじゃ」


「それは子育てなんて言わねぇ！」


　ヒエンは首を激しく横に振ふった。


　ハイマはふたりのやりとりを微笑みながら聞いていたが、やがて表情を硬かたくして口を開く。


「ご存じのとおり、執政といっても、すでに名ばかり。先代であった父が死に、先年にはハクサの水すい賊ぞくに攻せめ込まれるありさま。先日は聖都ナユタのウツヒミ大神宮も軍を差し向けてまいりました。沼ぬま人びとたちが守ってくれなければ、この帝てい都とは戦せん渦かに巻き込まれるところでした……」


　沈ちん痛つうな声だった。


　わずか十六という年ねん齢れいで、帝国の政を担う重責は、ヒエンの想像を絶するものがある。しかも平時ではなく、今は戦乱の時代だ。野心を抱いだく者にとって、執政である彼の首級は最高の標的ともいえる。皇こう帝ていと近衛の後ろ盾だてを得ているにしても、決して安あん穏のんとはしていられない。


　しかし、目の前にいる少年は、とても聡そう明めいに見える。強い意志も感じさせた。ただし、武術のほうは、修しゆ行ぎようはしているようだが、その体格は小こ柄がらで華きや奢しやであり、気力も高くない。あまり得意には見えなかった。


　執政家の武人たちも、ヒエンとスズリのふたりを相手にしてあの様である。執政家の行く末が案じられた。ただし、武術指南役のフソウだけは、さすがの腕うで前まえだった。あの男がいるかぎり、この少年の身辺は安全だろう。今も部屋の外で、ひかえている気配が感じられる。


　執政家とは無関係でいたいが、ひとりの人としてはこの従弟いとこを守ってやりたいという気持ちを覚えた。


「ところで、神宮はなぜ帝都を攻めようとしたんだ？」


　ヒエンは疑問に思っていたことを訊たずねてみた。


　ホノがなぜ死ななければならなかったのか、理由を知りたい。


「大だい宮ぐう司じが今のミロク様に代わってから、神宮には不ふ穏おんな動きが多々、見られます。新しい本ほん殿でんを建設しつつあり、各地から大勢の舞ぶ女じよを集め、怪あやしげな儀ぎ式しきを執とりおこなっているのです。それに必要な資金を、強ごう引いんな手段で集めているとも聞きます。わたしは帝国の名で、それらについて問いただしました。その答えが、先日の戦いくさというわけです」


　ハイマはため息まじりに答えた。


「いったいなにを企たくらんでやがるんだ……」


　こめかみのあたりがぴくぴくしてくる。


　ウツヒミは人と獣けものに御み魂たまを分け与あたえて散さん華げした崇すう高こうな大神であり、その社と神職は人の世を守護する役割を担っている。いかなる理由があれ、人の命を奪うばう戦を起こしてはならないはずなのだ。


「神宮の動きには、近衛も注視しています。しかし、神宮の影えい響きよう力はあまりにも大きく、うかつに手を出すことはできません」


「そうかもしれねぇが！」


　ヒエンは思わず、腰こしを浮うかしかけた。


　しかし、すぐに思いなおし、座りなおす。今、神宮のことを議論しても意味がない。


「……厄介払いと言われてもしかたねぇが、オレとしては母さんに平へい穏おんに暮らしてもらいたいだけなんだ。オレは最近まで母さんの出自は知らなかったし、まさか殺されかけるとは思いもしなかった。やはり、母さんのこの姿が問題なのかよ？」


「それ以外には、なにもありません」


　ハイマはうなずいた。


「叔母おば上うえが、今の姿になられたのは、十五歳のときと聞いています。ちょうど今から、二十年前のことです。わたしは無論、知りませんが、年配の者が言うことには、そのときとまったくお姿が変わっておられないようです」


「それじゃあ、今は三十五歳ということか？」


　ヒエンはセラを無ぶ遠えん慮りよに見つめる。


　ようやく母の本当の年齢を知った。ヒエンは今、十七だから、もし産んでもらったのだとすれば、十八のときということになる。十五で成長が止まったにしては、もうすこし幼く見えなくもないが……


　ひとつ弱みを握にぎった気がして、ヒエンはついほくそ笑えんだ。


「年のことなど、忘れたわ」


　セラがぷいっと横を向いた。


「あそこに飾かざってあるのが、叔母上が十四歳になられたときの肖しよう像ぞう画がです」


　ハイマが指差した先には、かけじくに描えがかれた少女の姿があった。


　今とは違ちがい、髪かみは黒く、耳も普ふ通つうである。しかし、そこにはたしかにセラの面おも影かげもあった。


（母さんは、昔は本当に普通だったんだな……）


　ヒエンは感かん慨がいめいたものを覚えた。


「カタラ川で水遊びしているときに溺おぼれ、一時は命も危あやぶまれたのですが、奇き跡せき的に回復されたと聞いております。そして今のお姿になられたと……」


「妖よう精せいに取り替かえられたと言われたものじゃ。わし自身、驚おどろいたが、なってしまったものはしかたがないからのう」


　セラは出されていたお茶をずずっとすすりながら言った。


「そのとおりなのですが、ミズホの帝てい国こくは人間を支配していた妖精を封ふうじ、興おこったもの。それゆえ、妖精は最大の敵といえます。神域では、今でも皇帝が妖精の復活を阻そ止しするため、精せい霊れい神ダイダラを封じていることになっているのですから……」


「だから、母さんを殺そうと？」


　ヒエンの顔は自然、険しいものになっていた。


「神域にもうかがいをたてたようですが、同じ結論だったそうです。そして近衛からひとりの武使が遣つかわされてきました。剣聖の名で知られ、次期皇帝と噂うわさされていた神明流刀術の使い手クオン様が──」


「な、なんだって！　親父おやじは近衛の出身だったのか？」


　ヒエンは驚いて、目をいっぱいに見張った。


「ご存じなかったのですか？」


「初めて知ったぜ！　しかも皇こう帝てい候補だったなんて……」


　ヒエンにはにわかに信じられなかった。


　たしかに、父は剣聖と謳うたわれた当時、最強の武使だったと聞く。最強の武使が、皇帝となるのが決まりだから、考えてみれば不思議でもない。


　しかし、実感はわかない。


（皇帝候補だった武使が、なんで武術を捨て、母さんなんかと……）


　ヒエンは母の顔をまじまじと見た。


　子から見ても、たしかに美しいとは思う。だが、家事は満足にできないし、いろいろ口うるさいし、ひどい浪ろう費ひ家だ。


　ユウキ家の姫ひめなら、それもしかたないだろう。しかし、こんな女を妻とするには、相当な覚かく悟ごがいる。


「アーシアを巡めぐり、仕合をしていたときには、近衛の名は伏ふせていたようです。無論、立ち会った者たちなら、知っているでしょう。そして剣聖の名声を得たクオン様を、近衛は新しい皇帝に即そく位いさせようとしたのです。いにしえの妖精を斬きるのは、そのために必要な儀式だと考えたのかもしれません」


「しかし、親父は母さんを斬れず、ともに逃にげることを選んだというのか……」


　母のどこに魅みせられたのかはわからないが、父が母を愛していたことは、嫌いやというほど知っている。


　ふたりはまさに片時も離はなれなかった。


（刺し客かくを恐おそれてのことか？　あるいは母さんを監視していたのか？）


　もっとも、ヒエンに武術を教えはじめ、ある程度、上達してからは、父はときどき島から出てゆくようになった。


（親父は、その役割をオレに引き継つがせようとしたんじゃねぇか？）


　なんの根こん拠きよもないが、そんな気がする。


　そしてその考えはあながち間ま違ちがっていると思えなかった。


「クオン様が叔母上と逃げられたあと、わたしの父は自らの決断をひどく後こう悔かいしていました。そしてクオン様がともにおられるのなら、なんの心配もない。セラが元気でいてくれることが、自分にとってなによりの慰なぐさめだと、わたしたち姉弟きようだいによく語っておりました」


「兄上もわしのことを、可愛かわいがってくれたからのう。わしを殺すと決めたことは、よほどつらかったに違いない。兄上の気持ちは、わしにもわかった。だから、おとなしく従うつもりでいたのじゃがのう。クオンは自分にも斬ることができぬものがある。それを誇ほこりに思うなどと、言いおって。その言葉で、わしもすこしときめいてのう。思いだすと、恥はずかしいかぎりじゃ」


　セラは両手で頰ほおを押さえながら、身体からだをくねくねさせる。


「聞いているほうが恥ずかしいぜ」


　ヒエンは呆あきれた。


　しかし、事情は理解できた気がする。


「つまり、執しつ政せいであるあんたとしては、先代の言葉を守り、母さんを殺すつもりはないということだな？」


「叔母おば上うえには、これまで苦労をおかけしましたから、幸せになっていただきたいと存じます。ただ問題なのは──」


「神域の意向だな？」


　ヒエンが言葉を向けると、ハイマは静かにうなずいた。


「昨年の戦いくさで、わたしは皇帝タイガと近衛に窮きゆう地ちを救われました。それゆえ、わたしは神域に大恩があるのです。また、それ以前より、わたしは皇帝と執政の関係を古き時代のそれにもどそうと考えてもおりました」


「皇帝と近衛に全権を返し、執政は政まつりごとを行うだけということか？」


「はい、執政家だけの力では、とてもこの乱世を鎮しずめることはできません。それゆえ神域の威い光こうにすがろうと……」


「神域は、それを了りよう承しようしたのか？」


「近衛のあいだでも意見の対立があり、いまだ定まっていないようです……」


　ハイマは静かに首を横に振ふった。


「妖よう精せいを封ふうじているのは、神域にいる皇帝と近衛。それゆえ、叔母上の処しよ遇ぐうは、神域の意向こそが優先されます」


「逆に言えば、神域に認めさせれば、母さんをここに置いてもいいということだな？」


「そのとおりです……」


　ハイマは微び笑しようを浮うかべ、うなずく。


「神域には我が姉シオンが人質として出向いております。まずは姉上をお頼たよりください。ヒエン殿どのが帰られるまでは、叔母上の安全は、わたしが執政の名にかけて保証いたします」


「お願いいたす」


　ヒエンは言葉を改めて、その場に平へい伏ふくした。


　しかし、すぐに顔だけをあげて、


「もしも、その言葉を違たがえたときには、この帝てい都とにいにしえの妖精の呪いがふりかかることになるぜ」


　と、脅おどすように言った。


「心しておきます」


　ハイマは表情ひとつ変えずにうなずく。


（若いとはいえ、執政か……）


　ヒエンは心のなかで、そうつぶやいた。





　　　　４




　帝都シスイの中央の東寄り、先さき頃ごろ、主がいなくなった草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの道場から、二筋ほど南へ下ったところに、高こう祖そ神しんウツヒミを祀まつる小さな神社がある。


　帝都で最大の神社は始し皇こう帝ていミズホを祭さい祀しするシスイ大社であり、土地神を祀るコイト神じん社じやが次いで大きい。それらに比べれば、シスイのウツヒミ神社はほんの小さなものだ。


　神職がひとり常在していて、近きん隣りんの人々からは「神かん主ぬしさん」と呼ばれている。しかし神職ゆえ敬われてはいても、親しまれてはいない。口数がすくなく、愛あい想そもないからだ。


　本当の名前さえ誰だれも知らず、たまに参拝に行っても、神社を留守にしていることが多い。祈き禱とうを頼たのみにいっても、ウツヒミ神社は神しん霊れい不在という理由で、決して応じることがない。ウツヒミ大神は御み魂たま分けの奇き跡せきを行ったことにより、神霊が存在しないのは事実だ。それゆえ本ほん殿でんは建てられることはなく、拝はい殿でんのみがある。また、この神社は他ほかのウツヒミ系の神々を末社として祀ってもいなかった。


　もっとも、口の悪い人々は、


「あの神主さんは、たんに神霊術を使えないのだ」


　と、噂うわさしている。


　その神主は今、拝殿のまわりを竹たけ箒ぼうきで掃はき清めていた。


　拝殿の周囲は緑の葉を茂しげらせた木々で囲まれている。近隣の敷しき地ちや路みちとは、人の身長ほどもある石いし垣がきで隔へだてられていた。南には鳥居があり、そこから拝殿まで短い参道が続いている。北には石垣に小さな通用口が設けられているが、普ふ段だんからかたく鍵かぎがかけられていた。


　そのとき、拝殿の周囲の木々が突とつ然ぜん、騒さわぎはじめる。


　風が、吹ふいたのだ。


　不思議なことに、その風は神社を中心に舞まうように、東から南、西、北へと順に木々を揺ゆらしていった。


　神職は竹箒を動かしていた手を止め、顔だけをあげる。


　そして、


「集まりましたね？」


　と、声をあげた。


「呼ばれたからねぇ」


　ろれつのまわらない話し方で言ったのは、若い女だった。


　南の鳥居から続く参道を、ふらふらとした足取りでやってくる。


　町まち娘むすめふうの着物をつけているが、襟えりもとや裾すそは乱れ、華はなやかな色の帯もゆるんでいた。厚く化け粧しようをしているが、口紅ははみだし、眉まゆの線も乱れている。


「久しぶりに〝四し風ふう〟がせいぞろいじゃのう」


　拝殿の西に立つ大木からしゃがれた声が響ひびいた。


　そして音もなく地面に降り立ったのは、背筋の曲がった小こ柄がらな老人だった。


「無理もあるまい。ここにきて、この帝都もなにかと騒がしいからな」


　そう言ったのは、通用口へと続く細い道からやってきた、黒い帯を巻いたいかにも武人ふうの男である。


「いかがでしたか？」


　ウツヒミ神社の神主は、集まってきた三人に声をかけた。


　彼らは〝神かむ威い〟と呼ばれるウツヒミ大神宮の隠おん密みつである。


　アーシア各地の動静を探さぐり、ウツヒミ系の神社、神職の監かん視しを行っている。そして世のため人のためにならないものどもを、ひそかに始末することも使命としている。およそ表にはできない、ありとあらゆることをしてのけるのが、彼ら神威なのだ。


　神職は〝東風コチ〟と名乗っている。


　女は南風ハエ、老ろう爺やは西風アナジ、そして武人は北風ナライ。


　四人は五年前から、このウツヒミ神社を拠きよ点てんに活動していた。自らを〝四風〟と称しようし、互たがいに符ふ号ごうで呼びあっている。仲間とはいえ、本当の名を明かす必要などないからだ。


「例の巫女みこは、この帝てい都との近くに潜せん伏ぷくしているみたいだねぇ。死し霊りようを憑つかせて、穢けがれてしまったそうさ。このあたしみたいにねぇ」


　ハエはそう言うと、けけっと奇き怪かいな笑い声をあげた。


「なんとしてでも連れもどすようにと、大だい宮ぐう司じ様はお命じです」


「かまわないけど、あたしがやったら命の保証はできないよぉ？」


　ハエはそう言うと、両手の人差し指で角の形を作る。


「あたしに憑いてる霊れい鬼きたちは、血に飢うえているからさぁ」


「大宮司様は生死を問うておられません。だからこそ、あなたに頼んでいるのですよ」


「さすがは、あたしのことを、よくご存じだねぇ」


　ハエはふたたびけけっと笑った。


「それで、執しつ政せい家の妖よう精せい姫ひめと、帝都にもどってきた剣聖の子は？」


　コチは老人を振ふり向き、訊たずねた。


「ユウキの取り替かえ子は、そのまま御ご殿てんに留とどまるようじゃ。そして剣聖の子は弟で子しを伴ともない、神域へと向かったわ」


「神域……ですか？」


　ウツヒミ神社の神かん主ぬしの眉が、わずかに動く。


「執政家は妖精姫の助命を近衛に嘆たん願がんするつもりのようじゃ。どうやら、先代執政ハサイの遺志らしゅうてな」


「さてさて、神域がいかなる判断をくだしますか？」


　コチはほくそ笑えんだ。


「その神域だが、やはり蒼龍門が襲しゆう撃げきされ、東面の封ふう刀とうが奪うばわれていたぞ」


　それまで無言だった武人が、静かに言った。


「神域の四し方ほう陣じんが破られたということですか？　いったい何者の仕し業わざです？」


「現地を見たが、ひどい有様だった。あれは人の仕業ではないな」


「人ではない、と……」


　コチはひとりごとのようにつぶやく。


「ならば、最近、なにかと騒そう々ぞうしい悪あつ鬼きどもですか？」


　このところ〝鬼き道どう衆しゆう〟と名乗る悪鬼の一団が、アーシア各地で暗あん躍やくしているとの報しらせが、彼のもとにも届いている。


「その類たぐいとみていいだろう」


　ナライはうなずいた。


「だとすると、これだけでは済みそうにありませんね」


「四方陣はひとつ破っただけでは、完全ではないからな」


　神域の東西南北に封刀を配して作られた結界が、四方陣である。それは神域を外部の侵しん入にゆうから守ると同時に、精せい霊れい神ダイダラの力を内部からもらさぬ役割を担になってもいる。


　封刀のあるところには、それぞれ門が設けられ、近衛の武使が守護の任に就ついていた。


　その方陣を破ったということは、神域へ侵入するつもりということである。しかし、神域には最強の武使集団である近衛がいる。なにを目的としているかは知らないが、いかに悪鬼とて、そう簡単にはゆかない相手だ。


「両者が共とも倒だおれとなってくれれば、よいのですがね……」


　コチが残ざん忍にんな笑いを浮うかべる。


「肝かん心じんなことは、大神宮に新しん本ほん殿でんを完成させ、大祭を成功させることです。その邪じや魔まになりそうなものはすべて排はい除じよすることが、神威たる我ら四風の役目です。鬼と近衛との戦いがどうなるか、注意深く見守りましょう」


「わかったよぉ」


「承知じゃ」


「心得た」


　東風の言葉に、南風、西風、北風が応じる。


　そして、ふたたび周囲の木々がざわめき、四風はその場から姿を消した。
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　井い桁げたに組まれた丸太から立ち上る業ごう火かが、黒っぽい岩がん壁ぺきをぬらぬらと照らしだしている。その炎ほのおを取り囲み、幾いく百もの鬼が集つどっていた。


　帝てい都とシスイがある興こう国こくヤシマと東に隣りん接せつする湖こ国こくハクサとの境となっている連山の奥深くにある岩屋である。そりかえった岩が天然の屋根となり、軒のきのように木々が斜ななめに茂しげっていた。外は強い雨が降っているが、岩屋の奥には届かない。


　ここは、アーシア全土に作られつつある鬼き道どう衆しゆうの拠きよ点てんのひとつである。


　人の姿のままの者もいれば、鬼の姿に変へん化げしている者もいる。いや、彼らにとっては、もはや鬼の姿こそが真の姿といえた。


「おいっ、羅ら刹せつよ！」


　巨きよ大だいな体たい軀くをしたひとつ目の鬼が、黒い着物を着き崩くずし、ゆったりと煙管キセルをふかしている女に向かって声をかけた。


　単たん眼がん鬼きとも一ひとつ目め鬼おにとも呼ばれる上位の鬼である。その剛ごう力りきぶりは鬼のなかにあっても、並ぶ者がいない。


「あいな……」


　羅刹鬼ことトキノは、気け怠だるそうに顔だけを振ふり返らせた。


　裾すそが乱れ、白い肌はだがあらわになっている膝ひざには、小こ柄がらで華きや奢しやな体軀の鬼おにが頭を預け、無む邪じや気きに目を閉じている。


　羅刹鬼は愛いとおしげに、その額を撫なでていた。額の両りよう端たんからは、二本の短い角が生えている。


「その小こ童わつぱが、我らが王となる戦鬼だというのか？」


「そうよ。白びやく老ろう鬼きも……、金きん角かく鬼き、銀ぎん角かく鬼きも認めているわ」


　トキノは、物もの憂うげにうなずく。


「おまえが手に入れた戦鬼は、アーシア最強の武使だと聞いたぞ？　それが、なにゆえ、そのような小童の姿をしておるのか？」


　その声は岩屋に反はん響きようし、雨の音さえをも一時、消し去った。


「答えなければいけない？」


　羅刹鬼はじっと単眼鬼を見つめる。


「童子はね。神域東面の蒼そう龍りゆう門もんを、たったひとりで破ったわ。あなたに、それができる？」


「蒼龍門を破っただと？　いったい、なんのためだ？」


　単眼鬼は吠ほえるように言った。


　焚たき火の炎が激しく揺ゆれ、黒い岩いわ肌はだに蛇へびの鱗うろこのような影かげが踊おどる。


「神域に、討うち入るためよ。他ほかに、なにがあるというの？　結界があると、鬼道が封ふうじられるしね」


　トキノは不思議そうに首を傾かしげた。


「神域だと？　あそこには、近衛がおるぞ？」


　単眼鬼は顔の中央にひとつしかない丸い大きな目をぐるりとさせた。


「いるわね……」


　トキノは微笑ほほえんだ。


「近衛の武使の腕うで、いくつ取れるかしら」


　うっとりとした表情で言うと、かたわらに置いてあった切断された腕を手に取り、頰ほおに押しあてる。


「近衛は、アーシア最強の武使集団だぞ。しかも、現げん皇こう帝ていは歴代最強と謳うたわれるあの──」


「うるさいな……」


　トキノの膝で目を閉じていたものが、顔をしかめながら身体からだを起こす。


〝童子〟と、トキノが呼んでいることは、ここに集う鬼たちは知っていた。彼女が望みつづけ、ようやく得たものだ。


　童子は大おお欠伸あくびをしながら、単眼鬼を振り返る。


「結界を破り、神域に攻せめ込み、皇帝と近衛を討つ。そしたら、人の世は終わりだろ？　あとは人と獣けものを、残らず喰くらいつくせばいい。母者は、ずっとそれを望んでいた。おまえたちがやらないから、オレがやろうというんだよ」


「口で言うは容易たやすいが、人とて無力ではない。神じん代だいにあっても、多くの鬼が、人によって殺されているのだぞ？」


　ひとつ目で睨にらみつけながら、単眼鬼は言った。


「それが、どうしたって？」


　童子は平然と答える。


「おまえ、なんで、ひとつ目になった？　自分の本能と欲よく望ぼうしか見ないためじゃないのか？　恐おそれを捨てきれぬようじゃ、おまえはそこまでの鬼ということさ」


「わしが、恐れているだと？」


　単眼鬼の大きな丸い目が、燃えあがるように血走った。


　周囲の鬼が、単眼鬼が殺気を放つのを感じとり、ざわめきはじめる。


「あの小童、殺されてしまうぞ？」


「いや、そのまえに、羅刹鬼が狂うはずじゃ」


「蒼龍門をひとりで破ったという腕のほど、見させてもらおうではないか」


　鬼たちの反応は様々であった。


　下位の鬼たちは怯おびえているが、上位の鬼たちは、むしろ、このなりゆきを歓かん迎げいしているように見える。宴うたげのよき余興だというように。


「単眼鬼！」


　見守っていた鬼のうちのひとりが、巨きよ大だいな金棒をひょいと投げてよこす。


　それが、ひとつ目の鬼が使う得物だった。殺した相手から武器を奪うばい、溶とかし直して作られている。武人を殺すたび、その金棒は重量を増してきた。刀にして、百本はすでに超こえている。


「羅ら刹せつよ、邪じや魔まをするなよ。オレは、おまえを殺したくない。おまえほどの鬼き女じよは、他にはおらぬからな」


「わたしは、なにも、しないわ」


　トキノは妖あやしい微笑を浮うかべると、童子にうなずきかけた。そしてひょいと立ち上がった彼に、大おお太刀たちを手て渡わたす。


　童子は自分の身長ほどもある刃やいばを抜ぬくと、黒くろ塗ぬりの鞘さやは羅刹に返した。


「おまえの命で、オレは何歩、進めるかな」


　童子は単眼鬼に向かって、呼びかける。


「ほざくな、小童！　おまえはここで止まるのだ」


　そう言うなり、単眼鬼は巨大な金棒を頭上で軽々と振りまわしはじめた。


　空気が渦うずを巻き、焚き火の炎ほのおがひときわ高く燃えさかる。


「押し潰つぶしてくれる！　百刀が重み、思い知れっ！」


　言いざま、巨大な金棒を童子の小さな頭に向かって振ふり下ろした。金棒が一いつ瞬しゆんにして消えたかのような恐るべき速度である。


　童子は片手で持っていた大太刀を、かるく振りあげる。


　その様子を見ていた鬼おにのほとんどは、大太刀が叩たたき折られ、童子の身体が潰れた肉にく片へんとなって飛び散るのを予想した。


　だが、そうはならなかった。


　巨きよ岩がんが落ちてきたような単眼鬼の一いち撃げきを、童子の大太刀はぴたりと止めていたのだ。


　金属が鳴る音さえしなかった。


「百刀の重み……軽いもんだな」


　いったい何事が起こったのか、当の単眼鬼にもわからなかっただろう。


　わかったのは、自分の身体から力が抜けているということだ。金棒を振り下ろそうとした姿勢のまま、指ひとつ動かすことができない。


「たいして進めそうもないな……」


　童子はわずかに肩かたをすくめると、金棒を受けていた大太刀を外しざま、胴どうを払はらった。


　単眼鬼の巨大な胴が両断され、下半身がまず倒たおれ、上半身がすとんと地面に落ちる。地面にどす黒い血だまりが、広がっている。


「ありえぬ……」


　単眼鬼はそのひとつ目を血走らせながら、童子を睨んだ。ちょうど目線が同じほどになっている。
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「認めなくてもいいさ。おまえの鬼道は、ここで終わるんだから」


　童子は言うと、大太刀の切っ先で単眼鬼の単眼を貫つらぬいた。


　そこが、この鬼の急所なのである。


「せいぜい五歩といったところかな……」


　童子は刃についた血を振り払うと、羅刹鬼に向かって、大太刀を無造作に投げた。


　羅刹鬼はそれを手にしていた鞘で受け止め、刃を収める。


「まさしく最強の戦鬼だ……」


　目の前で起こった出来事に沈ちん黙もくしていた鬼のひとりが、そうつぶやいた。


「我ら鬼の王に、ふさわしい」


　他ほかの鬼がうなずく。


「帰ってきたのだ！」


　そして残る鬼が思い思いに哄こう笑しようをあげる。


「神代最強の戦鬼と謳うたわれた我らの鬼王、阿あ修しゆ羅ら鬼きが……」


「オレが、道を進めば、な」


　そう言って、童子は鬼どもを見回した。


　それから高く跳はねた。


「どこへ、行くの？」


　不思議そうに、トキノが声をかける。


「シスイの街だ。妖あやかしとやら、見てみたい」


　そう答えると、童子は雨の降るなかを岩屋から飛び出した。





　　　　２




　昨晩、降り続いた雨は夜明けとともにあがった。


　帝てい都との街を北に抜けたところは、野原がまだ残るのどかな風景が広がっている。


　ぬかるんだ道の左右には田畑が拓ひらかれ、実りの季節をまえにして、最後の手入れに余念のない農民の姿が見かけられた。


　ヒエンはスズリだけを伴ともない、神域に向かっている。


　最初は彼女も残していくつもりだった。しかし、普ふ段だんは物静かなスズリが、同行させてくれと強ごう引いんに迫せまってきたのである。


　遊びに行くわけでも、修しゆ行ぎように行くわけでもないから、ヒエンはそれを渋しぶったのだが、スズリは一歩もひかなかった。


　最高の武使集団である近衛を見たいという彼女の気持ちはわからなくもないので、ヒエンは最後には折れた。しかし余計な騒そう動どうの種を仕込んだ気がしてならない。


　帝都が見えなくなるとともに、神域の象しよう徴ちようというべき精せい霊れい樹じゆがその巨きよ大だいさをましてくる。まるで天に向かってかざしている巨大な傘かさのようだった。神域と称しようせられる一山を完全に覆おおい、それゆえ、彼の地は昼間でも薄うす暗ぐらいと聞く。


　かつて精霊樹は、枯かれているようだったと伝えられている。しかし、今は豊かに葉が茂しげり、空を緑色に染めていた。


　そして道が山へと差しかかるところに、巨大な砦とりでのような建物が見える。そこから山の輪りん郭かくを取り囲むように高い柵さくが延々と続いていた。


「あの砦は？」


「あれは門だ。神域の南面を守る火か鳥ちよう門もん。天てん元げん流りゆうの武使たちが守護していると聞く。おまえが商都ミナマで習ったのと、同系の流派だと思うが？」


　スズリの太刀たち筋すじから、ヒエンはそう看破している。


「ま、まあ、そうだ」


　スズリは言葉を濁にごした。


　ミナマでの修しゆ行ぎよう時代のことを、スズリはあまり語りたがらない。


「おまえが流派を名乗らないのは、免めん状じようをもらっていないからだろ？」


「そのとおりだが、それがどうした？」


　スズリは開きなおったように言った。


「おまえ、道場主をやっつけたんじゃねぇか？」


　ヒエンは意地の悪い笑いを浮うかべる。


「よくわかったな」


　スズリは驚おどろいて、ヒエンを見つめた。


「そりゃあ免状なんか、もらえっこねぇな。弟で子しに負けたりしたら、道場主としちゃあ、面めん目ぼくが立たねぇ。なんだかんだと理由をつけて、邪じや剣けんにしたてるのさ」


「感情が迸ほとばしるままに剣けんを振ふるうのは、まさに邪道だと言われた。そして、女だから、感情を御ぎよせないと……」


　そのことを思いだすたび、スズリの心に怒いかりがこみあげる。しかし自分の剣が、感情に左右されていることは認めるしかないし、そして改めたいと思う。


「薄うす々うす、感じてはいたが、おまえの剣は天性のものなんだな。そして、まっとうな師に出会っていねぇから、才能がいびつなんだ」


「師に恵めぐまれていないのは、今もだがな」


「なんだとっ？　おまえがどうしてもって言うから、弟子にしてやってるんじゃねぇか？」


　ヒエンは思わず、声を荒あらげる。


「気の抜ぬけた稽けい古こをつけられても、修行にならないと言ってるのだ！」


「あんなことがあったんだから、しかたねぇだろ？　気合いを入れた稽古をつけたら、おまえのほうが音を上げるくせに」


「それはヒエンの教え方が、悪いからではないか？」


「オレは、ああやって親父おやじに鍛きたえられたんだよ。筋が悪いのを、他人のせいにするな」


「い、言わせておけば……」


　スズリが気を高まらせながら、大太刀の柄つかに手をかけた。


　すでに赤い霊れい光こうが淡あわく浮かびあがっている。


　それを見て、ヒエンはため息をつく。


「だから無む駄だに気を使うなって」


　その言葉でスズリは我に返った。


「ま、また、やってしまった……」


　哀かなしげな声でそう言うと、がっくりと肩かたを落とす。


「こ、これでは、ミナマのときの師の言うとおりだ」


「まあ、このところ、オレの気が抜けていたのは間ま違ちがいないし、おまえが上達しないのも、オレ自身がまだ未熟なせいかもしれねぇし……」


　意い気き消しよう沈ちんしているスズリを見かねて、ヒエンががらにもなく慰なぐさめの言葉をかける。


「オレも知らなかったが、親父はどうやら近衛の出身だったらしい。だから、神域に行けば、神明流を使う近衛の武使がいるはずだ。機会があったら、一いつ緒しよに会ってみようや」


「神明流を使う近衛が？」


　ヒエンの言葉に、スズリの表情が輝かがやく。


　しかし、すぐはっとなって、


「いや、わたしはヒエンの弟子をやめたいわけでは……」


　と、あわてて続けた。


「そんなことは、気にするな。大事なのは、おまえにとって、なにがいちばんの修しゆ行ぎようになるかだ。おまえは、もう十分、回り道をしてるんだからな」


「ヒエン……」


　スズリは、自分よりひとつ年下の若者を見つめる。


　いろいろ不満はあるが、ヒエンの武術の才能は認めているし、彼のまっすぐな性格にも好感を覚えはじめている。しかし、せっかく神明流を教えてもらっているのに、あまり上達していないことに焦あせりを抱いだいているのも確かだ。


　もしかして、自分がすでに限界に達したのではないかと恐おそれてもいる。近衛がいる神域に行くことで、自分のなかでなにか目覚めるものがあればと思い、無理についてきたのだ。


「おまえは、間違いなく本物の武使だ。迷うことなく武術の道を進んでゆけばいい。神域に行って、もし、いい師に出会ったんなら、オレのことなんか気にせず、教えを乞こえばいい。正直、そのほうが気が楽だしな」


「そ、それが、本心か！」


　スズリはまたも気を高める。


　そのときである。


「怪あやしいヤツらめっ！」


　遠くから、そう叫さけぶ声が聞こえてきた。


　神域のほうからである。


　あわてて振り返ると、抜ばつ刀とうした武使の一団が走ってくるのが見えた。


　おそらくは、行く手に見える門を警護している近衛の武使だろう。逃にげるわけにもゆかず、ヒエンとスズリはその場で立ち尽つくす。


　しばらくすると、ふたりはぐるりと彼らに取り囲まれた。


「いったい、なんだってんだよ？　オレたちのどこが怪しいっていうんだ？」


「先刻、恐ろしい気の高まりを感じた。貴様ら、悪あつ鬼きであろう？　我らが守る火鳥門を襲おそいにきたのかっ？」


「オレたちが、悪鬼だって？」


　ヒエンは顔をしかめる。


「そうとも！　さっさと正体を現すがよい！」


　武使たちはひどく殺気だっていた。


「よりにもよって、そんな疑いをかけられるとはな。オレは神明流クオンが一子、ヒエンだ。こいつは弟で子しのスズリ。ここに執しつ政せいハイマからの書状がある。まずは、こいつを見てくれ」


　そう言って、懐ふところにしまっていた書状を取りだし、相手に放ほうりなげる。


「神明流？　クオンだと？」


　近衛の武使たちは表情を変えたが、まずは書状を広げ、目を通しはじめる。


「まったく……」


　ヒエンは舌打ちした。


　そして小声で、


「おまえが、無駄な気を放つからだぞ」


　と、スズリを責める。


「そうかもしれないが、まさか、こんなことになるとは……」


　スズリは困こん惑わくしていた。


「さっそく騒そう動どうだぜ。だから、ひとりで来たかったんだ……」


　ヒエンはぶつぶつとこぼす。


「今いま更さら、それを言うのか？」


　スズリは恨うらめしそうに睨にらんだ。


「今更ってなんだよ？　この状じよう況きようだから言ってんじゃねぇか？　武使が殺気に敏びん感かんなことぐらい知っているだろう？　砦とりでに討うち入ろうとしていると思われたんだぜ？」


「それは、悪かったと思っている。これからは、気をつける」


　スズリは謝ったが、その態度は憤ふん然ぜんとしている。


「なにを言い争っておる？」


　書状を受け取った武使が、怪け訝げんそうにふたりを見つめる。


　そして、


「書状はたしかに本物のようだ。だが、おまえたちが、誰だれかからこれを奪うばい、手に入れたとも考えられる。火鳥門にて、じっくりと調べさせてもらうぞ」


「疑いぶかいんだな。悪鬼かどうかぐらい、気配でわかるだろうに……」


　ヒエンは不満だったが、ここはおとなしく従うしかない。


　それにしても、神域というところが、入るだけでもこれほど大変とは思いもしなかった。


（こいつは、先が思いやられるぜ）


　ヒエンはうんざりとしながら、天に向かってそびえる精せい霊れい樹じゆを見上げた。
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　ヒエンとスズリは、巨きよ大だいな門がついた砦のような建物のなかに、まるで罪人のように連行された。その扱あつかいには腹が立ったが、反はん抗こうすればさらに面めん倒どうなことになるのは目に見えている。


　ヒエンはなすがままにされておいた。


　さすがに反省しているのか、スズリもおとなしくしている。


　ふたりは道場と思おぼしき広間に通され、そこでしばし待たされた。


　そして姿を現したのは、ふたりの武使である。ひとりは壮そう年ねんで、もうひとりはまだ若く、ヒエンよりいくらか年上と見た。


　ふたりとも身体からだにぴったりとした黒い胴どう着ぎに身を包み、股また下したから割れた袴はかまをはいている。近衛の制服なのだろう。


「南面火鳥門守護、近衛天元流当主ミクマだ」


「近衛十流従じゆ五位、北斗流当主トウイです」


　ふたりは名乗りをあげた。


「神明流クオンが一子、ヒエンだ……」


　ずいぶん長い肩かた書がきだなと思いながら、ヒエンも名乗りかえす。


「こいつは、弟子のスズリ」


「お初にお目にかかります」


　スズリはふたりに礼れい儀ぎ正ただしく一礼した。


　彼女の顔を見て、トウイと名乗った若者のほうがはっとなり、しばらくのあいだ呆ほうけたような表情で見つめつづける。


「なんでしょう？」


　あきらかに気分を害した声で、スズリが訊たずねた。


「い、いや、失礼しました。あなたがあまりにお美しいので……」


　トウイがあわてて謝罪する。


「さ、さようですか……」


　スズリが顔を赤らめ、視線を宙に泳がせながらうなずいた。


　まったく予期していなかった返答だったのだろう。


（まあ、見てくれはな）


　ヒエンとてスズリの器量を否定するつもりはない。しかし、彼女は武使なのだ。武使に男も女もないし、器量の良し悪あしも関係ない。


（まったく、軟なん派ぱな野や郎ろうだぜ）


　女に向かって臆おく面めんもなく美しいなどと言えるところが、ヒエンには気に食わなかった。


　トウイは眉まゆも目も鼻筋も顎あごも細く、端たん正せいな顔立ちをしていた。茶色がかった髪かみを粋いきに分け、乱れぬよう香こう油ゆでまとめている。


（翡ひ翠すい亭ていに行けば、さぞかし娘むすめたちに騒さわがれるだろうな）


　と、容易に想像できた。


「なんですか？」


　ヒエンがじろじろ見ているのに気づいたらしく、トウイは憮ぶ然ぜんとして声をかけてきた。


「なんでもねぇよ」


　ヒエンはそう答えて、視線をそらす。


「なるほど、貴き殿でんがクオン殿どのの子か？　たしかに面おも影かげはあるな」


　ミクマと名乗った壮年の武使が、ヒエンをじっと見つめる。


「親父おやじが近衛だったということを、オレはつい最近、知った。しかも皇こう帝てい候補だったとか？」


「クオン殿は近衛の歴史のなかでも最強と噂うわさされたからな。そしてアーシア中を旅し、各地の高名な武使と仕合し、すべてに勝利している。皇帝となるにふさわしい武使だったのは、間ま違ちがいない」


　ミクマはうなずいた。


「お言葉ではありますが、神明流のクオンといえば、最後には近衛を裏切ったではありませんか？　そんな男が歴代最強だと、認めるわけにはゆきません」


　ヒエンを一いち瞥べつしながら、トウイが異を唱えた。


　近衛を裏切ったという言葉に、ヒエンは一いつ瞬しゆん、かちんとしたが、近衛からしてみれば、そのとおりだと思いなおし、なにも言い返さなかった。


　父は近衛から母を斬きるように命じられ、それを果たせず、母と逃にげることを選んだのだ。


　しかし、人として、それが間違っているとは思えないし、父がそうしていなかったら、自分はこの世に生まれてこなかったのである。父のその決断には、感謝するしかない。


「それに、神明流の使い手など、しょせん嚙ませ犬にすぎません。わたしは北斗流こそが、歴代最強であることを示すつもりでいます」


「神明流が嚙ませ犬だって？」


　その言葉には、ヒエンもさすがに我が慢まんならなかった。


「それはいったいどういう意味だ？」


「我ら近衛はな。新しい技わざ、新しい術を編みだしたとき、それがどれだけ通用するか、神明流の武使を相手に試ためすのだ。そして神明流に受けられた技や術は、まだ未熟であるとして、さらに鍛きたえる。つまり、近衛の技、術は神明流が受けられないものしか、認められないということだ」


「なんだとっ？」


　ヒエンは全身の血が沸ふつ騰とうし、頭にのぼってくるような気がした。


「それじゃあ、おまえの剣けんをオレが受けたとしたら、おまえは近衛失格ってことだよな？」


「わたしの剣は、神明流の当主でさえ、受けられないのだぞ？　おまえごときに受けられるはずがない」


「できるかできないか、やってみようじゃねぇか！」


　ヒエンはそう言うと、勢いよく立ち上がった。


「望むところだ！」


　トウイはうなずくと、つかつかと道場の中央に進んでゆく。


「双そう方ほうとも、落ち着くのだ！」


　火鳥門守護ミクマが、厳しい表情で言った。


「トウイ！　今は、かようなことをしている状じよう況きようではあるまい？　ヒエン殿も、この神域になにをしにこられたのか？」


「そ、そうだった！」


　その言葉に、ヒエンはすぐ我に返った。


　すくなくとも、近衛の武使と仕合をするためではない。


「申し訳ありません……」


　トウイも素す直なおに謝罪した。


「とにかく、ヒエン殿とスズリ殿が悪あつ鬼きなどではないことは、わしがこの目で確かめた。火鳥門守護として、おふたりが神域に入ること許可いたそう」


「感謝する」


　ヒエンはミクマに一礼した。


　スズリもそれに倣ならいながら、


「騒そう動どうは起こさないでもらいたいな」


　と、小声で話しかけてくる。


　彼女が勝ち誇ほこった表情をしているのは、確かめるまでもなかった。
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　ヒエンは北斗流の武使トウイに案内されて、神域へと入った。


　火鳥門での一件があるから、ヒエンとしては心ならずもである。だが、神域に来るのは初めてなので、ひとりではどうしようもない。


　ヒエンが目指しているのは、皇帝タイガがいる宮きゆう殿でんであった。


　皇帝タイガが即そく位いしたのは五年前。驚おどろくべきことに、彼は遠東の出身であり、先の大乱の首しゆ謀ぼう者しやでもある。


　その乱を鎮しずめるべく、先の執しつ政せいハサイは東荒へと向かい、彼の地で戦死している。彼に従った国主の多くも帰ってはこなかった。


　だが、そんなタイガを、近衛は皇こう帝ていとして神域に迎むかえ入れたのである。彼が最強の武使であるというのが、ゆいいつの理由だった。


　当然、その決定に反対する者は多かったが、皇帝選定は近衛の特権であり、彼らは反対意見を黙もく殺さつした。


　タイガが神域に去ったため、東荒の大乱は勢いを失い、やがて自然消しよう滅めつする。だが、大乱の余波は、アーシア全土へと広がり、今の乱世となった。


　皇帝タイガは現執政ハイマとその姉シオンにとって、父の仇かたきともいうべき人物である。もっとも、そのことに遺い恨こんはないようだった。


　ハイマは皇帝と近衛に帝てい国こくの実権を返上するつもりでいるし、姉であるシオンは恭きよう順じゆんの意志を示すべく求められたわけでもなく、自ら人質として神域にのぼり、皇帝の側そばにいるという。


　皇帝タイガのほうも昨年ハクサの水すい賊ぞくがユウキ御ご殿てんに攻せめ入ったとき、五百人もの軍勢を相手に近衛が援えん軍ぐんに駆かけつけるまでのあいだ、たったひとりで戦っている。


　皇帝タイガが、なにゆえ執政家を守ろうとしたのかは謎なぞであり、シスイの街の人々はあれこれ推測している。当時のヒエンはシスイに来たばかりであり、戦いくさ嫌ぎらいでもあり、執政家が親しん戚せきと知るはずもなかったので、とくに関心はなかったが、たしかに理由は思い当たらない。


（ま、上の人が考えることなんか、わからなくていいよな）


　ヒエンは、自分にそう言い聞かせた。


　神域に入ってすぐは、カタラ川の源流である谷川に沿って登ってゆき、やがてつづら折りの細い道となった。


　斜しや面めんの緩ゆるやかな場所には、大小の建物があり、そのすべてに道場があった。


　さすがは近衛だと、ヒエンは感心する。


　ここは武術の修しゆ行ぎようをする者にとっては聖地ともいえた。


　アーシア最高の武使は皇帝として迎え入れられ、一流を極きわめたと認められた者は、近衛の一員となるのだ。平和な時代が続くにつれ、本物の武使は少なくなっていったが、ここだけは変わることがない。


　やがて、ヒエンたちは、神域の頂近くまで登った。


　皇帝の宮殿は、精せい霊れい樹じゆの幹に接するように建っていた。険しい斜面に何百という柱で支えられた土台のうえにあり、そこへは螺ら旋せん状の階段がふたつ伸のびていた。


　執政家の御殿を華か麗れいとするなら、皇帝の宮殿は壮そう麗れいな雰ふん囲い気きがある。


　ヒエンは平然と階段をのぼりはじめたが、スズリは螺旋階段を上がろうとしなかった。


「どうした？」


　ヒエンが足を止めて、声をかける。


「ここから先は、わたしは遠えん慮りよしたいのだ……」


　ユウキ御殿でもそうであったが、スズリは身分の高い者と会うのは、苦手なようだった。


　その気持ちはわからぬではないし、彼女が一いつ緒しよにいても役に立ちそうもない。


「わかった。おまえは好きにしてな」


　ヒエンはうなずいた。


「そ、そうか……」


　スズリはあからさまにほっとした顔をする。


「ならば、わたしが神域を案内しましょう。我ら近衛が、日ひ頃ごろより、いかに厳しく武術の研けん鑽さんに努めているか、ぜひご覧にいれたい」


「それは願ってもないことだが……」


　スズリはちらりとヒエンをうかがう。


　このトウイとかいう軟なん派ぱ男がスズリを案内するということには、ちょっと心にひっかかるものがあったが、スズリが同行したのは近衛の修行を自らの目で見たいがためである。


　近衛の武使に案内してもらうのがいいに決まっている。


「不ふ肖しようの弟で子しだが、よろしく頼たのむぜ」


　ヒエンはトウイに一礼した。


「ああ、スズリ殿どのには、今の師からは学ぶべきものがないことを、存分にお見せしてくる」


　トウイは尊大な口調で答えた。


「好きにしてくれ」


　トウイの物言いはいちいち癪しやくに障さわったが、ここでまた言い争うわけにもゆかない。


　ヒエンはひとりで階段を登っていった。





　宮きゆう殿でんに着いたヒエンは、守衛に書状を見せ、執しつ政せいハイマの姉シオンとの面会を頼んだ。


　守衛は事情を知っていたらしく、すぐヒエンを宮殿のなかに通した。


　入ってすぐの広間でしばらく待っていると、侍じ女じよらしき娘むすめが姿を現す。


　そして、その女性に案内され、シオンの私室へと通された。


「どうぞ……」


　部屋のなかの人と言葉を交かわしてから、襖ふすまを開いて、侍女はヒエンにうなずきかけてくる。


「失礼する」


　ヒエンはひと声かけてから、部屋に入った。


　その途と端たん、氷ひ室むろに足を踏ふみ入れたかのように首筋がひやりとする。


　氷の塊かたまりのような気を感じたからだ。


　そしてひとりの女が、妖よう風ふうの椅い子すから立ち上がって振ふり返る。


　大おお粒つぶの葡ぶ萄どうのような瞳ひとみが、ヒエンに向けられる。その瞳に映ったものは、人であれ、物事であれ、すべて精密に観察され、記録されるのだろう。それほどに、高い知性が感じられた。


（スズリを連れてこなくて、正解だったぜ）


　ヒエンは心のなかでつぶやいた。


　おそらく、一いち瞥べつされただけで、石と化して動けなくなったことだろう。


　彼女は朱しゆ色いろで縁ふち取どりされた白の胴どう着ぎに細い身体からだを包んでいた。色こそ違ちがうが、近衛の制服である。袴はかまの代わりに、短い朱色の布で腰こしを巻き、室内だというのに膝ひざまでもある長ちよう靴かを履はいていた。わずかに素す足あしが見えるところに、つい視線が行きそうになる。


　髪かみは動きの邪じや魔まにならぬよう、肩かたの辺りで切り揃そろえられ、金製の髪止めでまとめられている。


　近衛の制服を着ていることもあり、女ながら武人の雰囲気があった。武術も使えるのだろう。流派はユウキの御お家いえ流りゆうである真影流らしく、気を内に秘ひめている。


　しかし、その容姿には高貴な美しさが感じられた。さすが、執政家の姫ひめである。セラが普ふ通つうに育っていたら、彼女に似ていたのかもしれない、とヒエンはそんな想像をした。


「おまえが、我が従弟いとこか？」


　シオンが声をかけてきた。


　女としては低く、心を砕くだいてきそうな迫はく力りよくがある。この声で命じられたら、ほとんどの者は従うしかないという気になるだろう。


「そ、そうだ！」


　気け圧おされまいと、ヒエンはなかば叫さけぶように応じた。


「だが、親父おやじは一いつ介かいの武使だし、オレもそうだ。ユウキ家を頼たよるつもりはねぇし、ユウキ家のために働く気もねぇからな」


「武使としては、正しい生き方だな。しかし、今の世を見て、おまえの心は動かぬのか？」


　心を貫つらぬくような、鋭するどい視線が向けられてくる。


「オレが心を動かしたとしても、世の中がよい方向に変わるとは思えねぇからな。オレが戦いくさに出たら、死人が増えるだけだぜ」


　言葉のやりとりをしているだけなのに、まるで仕合をしているように気が高まってくるのを感じた。


「それで、より多くの人間が救えるとは思わぬのか？」


「そんな都合よくは考えられねぇな。オレが救えるのは、せいぜい目の前にいる人の命ぐらいだ。それだって簡単じゃねぇ……」


　ホノのことで、それは痛いほど思い知った。


「なるほど、おまえの志の低さは、よくわかった」


　シオンはそう言うと、静かにうなずいた。


　厳しい言葉ではあったが、不思議と非難された感じはしない。


「志が低いのは認めるさ。オレにとっては世の中のことより、家族なんだからな。母さんがユウキの御ご殿てんで無事に暮らせること、執政家にも神域にも認めてもらいたい。オレの願いは、それだけだ」


　ヒエンはそう言うと、シオンに向かって、ふかく頭をさげた。


「たしかに、父上は叔母おば上うえを殺す決断をしたことを悔くやまれていた。クオン様が叔母上を連れて逃にげてくれたことに感謝もしていた。しかし、神域にとっては、そうではない。妖よう精せいが帝てい国こくにとって最大の敵だということは、昔も今も変わってはいないのだ……」


　そして、シオンはヒエンに椅子に座るよう、顎あごで合図をしてきた。


　彼女自身も、元の椅子に腰を落ち着ける。


「母さんは妖精じゃねぇ、ちょっと容姿が変わっているだけで、本当に普通の人間なんだ。そっとしておいてくれたら、なんの害もねぇ」


　椅子に腰をかけながら、ヒエンは訴うつたえた。


「そっとしておけば、か……」


　シオンが意味ありげにつぶやく。


「中海で大おお津つ波なみが起こり、雲うん国こくイシュタでは大雨、陵りよう国こくミサカでは山津波があったとの報しらせが届いているが？　そして先日、コセ沼ぬまでは突とつ然ぜんの嵐あらしが……」


「あの嵐は、神宮が持ち出した神刀の神かみ業わざだ！」


　ヒエンはあわてて反論した。


「では、他は？」
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　シオンに鋭く問いつめられ、ヒエンは返す言葉を失った。


（器うつわが違うぜ……）


　さすが、昨年まで執しつ政せいの代行を務めていただけのことはある。とても言い負かせられるような相手ではなかった。


「叔母上が妖よう術じゆつを使うことは、ユウキ家の古参は知っているのだ。それも恐おそろしく強大な術をな。そして霊れい獣じゆう、妖よう怪かいどもも叔母上を守ろうとする。貴き奴やつらは精せい霊れい力から霊性を得て変へん化げするものだからな。根は妖精と同じだ」


「母さんは自ら進んで、妖術を使ったことはねぇ！　ただ、身を守るために発動させているだけで、当人は術を使ったという記き憶おくさえねぇんだ！」


　ヒエンは必死に訴える。


「それも知っている……」


　シオンは静かにうなずいた。


「それでも、叔母上が危険な存在だということは否定できまい？　そういう危険な存在は除きたいと考えるのは、上に立つ者としてはやむをえないことだと思わないか？」


「だが、オレにとっては母親なんだ！　どうしても、執政家や神域が母さんを殺すというなら、オレは全力で守るだけだ！」


　ヒエンは抑おさえていた感情を爆ばく発はつさせるように大声をあげる。


「頼たのもしい……言葉だな……」


　シオンは平然とヒエンの言葉を受け止めると、なぜか優やさしい表情になり、微び笑しようさえ浮うかべた。


「クオン様も、たとえ天下界すべてを敵に回しても、叔母上をお守りすると仰おつしやったそうだ」


「親父おやじが、そんなことを？」


　ヒエンは我に返って、激しく赤面する。


　この場に母がいなくてよかったと心の底から思った。今の台詞せりふを聞かれていたら、一生、頭があがらなくなるところだった。


「い、いや、オレがああ言ったのは、執政家や近衛が母さんを殺そうとするならだ。ここにはそうしないで欲しいと頼みにきたわけで……」


　ヒエンは、しどろもどろになっていた。


「なんだ？　さっきの言葉は、勢いにまかせただけか？」


　シオンが鼻で笑う。


「まあ、よい。父の遺志でもあることだし、わたしとしても叔母上には幸せになっていただきたい。まずは皇こう帝てい陛下に言上しよう。今の皇帝は寛かん大だいというか、何事にも鷹おう揚ような御お方かたゆえ、力になってくださるだろう。近衛を納なつ得とくさせるのは大変だろうが、もしかすると、おまえはちょうどよいときに来たかもしれん」


「それは、どういうことなんだ？」


「あとでわかる。まもなく皇帝の御ご前ぜんにて近衛会議が開かれるのだ。叔母上の件は、わたしがそこで報告しよう。おまえも、一いつ緒しよに来るがいい」


「オレも!?」


　ヒエンは驚おどろいた。


　近衛会議といえば、形式的にせよ、帝国最高の意志決定の場である。そんなところに、自分のような一いつ介かいの武使が呼ばれるとは意外だった。


「当然ではないか？　叔母上を救いたいのは、他の誰だれでもないおまえだ。おまえが、その場にいなくてどうする？　いざとなれば、近衛全員を相手に戦うのだろう？」


　シオンは意地悪く笑いかけてくる。


「そ、そうだな。それはそれで、本ほん望もうってもんだ」


　さぞかし壮そう絶ぜつに死ねることだろうと、ヒエンは思った。


「わたしもな、実は、おまえと同じなのだよ。弟を、ハイマを守りたいだけなのだ。しかし、執政職にある者を守るには、このアーシアの戦乱を鎮しずめるほかあるまい？」


　そう言って、ヒエンを見つめてくる目には、静かではあるが、強い決意が感じられた。


　知的で冷れい淡たんという彼女の印象が一いつ瞬しゆん、薄うすくなり、愛情豊かな一面がかいま見えた気になる。


　この高貴な女性に対し、ようやく血の繫つながりを意識した。


「なるほどな……」


　ヒエンはうなずいた。


　執政である弟を守るため、シオンはこの宮きゆう殿でんで暮らしているのかもしれない。〝人ひと質じち〟として来たというが、監かん視しされている様子はなく、自由を与あたえられているようだ。この神域でも、かなりの存在感を発揮しているに違ちがいない。


「ユウキ家のために働く気はないと言ったが、もし、オレが近くにいるとき、執政が危険な目に遭あったとしたら、オレは命がけで、あいつを守るつもりだ。それだけは約束する」


「それは、考えうるかぎりにおいて最悪の事態だな。そうならないよう、わたしは最善を尽つくしているのだが……」


「す、すまない。差し出がましいことを言ってしまった」


　ヒエンは恥はじ入るように頭をさげた。


　執政が、一介の武使に守ってもらうという状じよう況きようは、たしかに最悪の状況である。


「謝ることではない。今はその最悪の事態も十分、起こりうる。そのときには、弟のことを頼む。血の繫がりというのは、ときに恐ろしくもあるが、やはり頼もしいものだ。生まれながらにして、なにかを共有しうる関係というものは他ほかにないからな」


　シオンはそう言って微笑する。


　その笑え顔がおに、ヒエンはしばし、見とれた。


　この知的で高貴な女性が自分と血が繫がっているということが不思議でもあり、誇ほこらしくも感じられた。


（本当に血が繫がっているのかと、ますます不安になるけどな）


　ヒエンは心のなかでつぶやいたが、すぐにその考えを追い払はらう。


「さて、そろそろ会議がはじまるようだ……」


　シオンがそう言って、椅い子すから立ち上がった。


　言われてみれば、この部屋に人が近づいてくる気配がある。


「おまえも覚かく悟ごを決めておくのだな。わたしはな、叔母おば上うえのことだけではなく、おまえはこの会議に必要な存在という気がしてならないのだ」


「オレが？　まさか？」


　ヒエンは自分を指差しながら言った。


　情けない話だが、自分がそれほど重要な人間とは思えない。


「今のアーシアは、まさかのことが、普ふ通つうに起こるからな」


「それは、そうかもしれないが……」


「案外な、おまえの志の低さが、アーシアを救うことになるかもしれん。どうせなら、その志の低さ、貫つらぬきとおすのだな」


　シオンがどういう意図で、そう言ったのかは、ヒエンにはまったくわからなかった。無論、褒ほめられているわけでもあるまい。


　しかし、母を殺させるわけにゆかないし、早く自由にもなりたい。近衛会議がどんなものであれ、怯ひるんでなどいられないのだ。


「わかったぜ。近衛の連中に、オレの覚悟を見せつければいいんだよな？」


　ヒエンは勢いこんで言った。


「それぐらいしか、できぬだろう？」


　シオンがふたたび鼻で笑う。


　そのとおりだった。


（できることがひとつしかないなら、迷うことはねぇぜ）


　ヒエンは、そう心のなかでつぶやいた。





　　　　５




　ヒエンがシオンと話をしている頃ころ、スズリは近衛北斗流当主トウイに案内され、神域の各所を巡めぐっていた。


　山の各所に多種多様な流派の屋や敷しきが建てられていて、そのすべてに道場が隣りん接せつしている。そして大勢の武使たちが、修しゆ行ぎように励はげんでいた。


　型を繰くり返している者もいれば、仕合さながらに真しん剣けんで打ち合っている者たちもいる。山道を走ったり、重い岩を持ちあげるなどして、肉体を鍛きたえている者もいれば、滝たきに打たれたり、堂にこもって瞑めい想そうして精神を鍛えている者もいた。


　そして各所に鍛か冶じ場ばがあり、武器を鍛えている姿も見られた。近衛の多くは昔どおりに武使であるだけでなく、武ぶ匠しようでもあるようだ。


「素す晴ばらしい！　ここは、まさに武使にとっての聖地だ……」


　スズリは興奮したように喋しやべっている。


「神聖にして厳しいこの地形は、心身の修行にうってつけだし、一流を極きわめた武使がそろい、どの流派からも学ぶことができる。そして最高の鍛冶場があり、良質の鋼はがねが積みあがっている」


　スズリはいつになく饒じよう舌ぜつだった。


「そうでしょう？　神域ここでの一年の修行は、他所よそでの五年の修行と同じ成果だと言われております」


　トウイは誇らしそうに、両手を横に広げた。


「案内してくれて、ありがとう。これほどの体験ができるとは、思ってもなかった」


　スズリはそう言って、トウイの両手を握にぎる。


　声がつい高くなり、女言葉になってしまっていた。


「スズリ殿どの？」


　そういう反応は予想していなかったらしく、トウイは呆ほうけたように口が開いたままになる。
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「こ、これは、失礼した……」


　スズリはあわてて手をひっこめ、赤くなった顔をそらした。


「なんと美しい……」


　トウイは呆ぼう然ぜんとつぶやく。


「そのようなことは……」


　スズリは顔がますます熱くなってくるのを感じた。


「わたしは背が高いし、腕うでも脚あしもこのとおりたくましい。女らしいところなど、どこにもない」


　すくなくとも、いちばん近くにいる男から、女としての褒め言葉など聞いたことがない。それがこの頃ごろ、妙みように癪しやくに障さわる。


　もっとも彼女自身、本当に美しいのは、ヒエンの母セラや幼なじみのコトネのような人だと思っている。


「あなたの美しさは、武術によって心身が鍛えられているからこそのもの。高潔な精神、均整のとれた肉体。人形のような美しさとは舞台が違ちがうのです」


　トウイが真剣な表情で言う。


　その言葉は、スズリには素す直なおに嬉うれしく感じられた。


　人形のような美しさに憧あこがれぬわけではないが、たしかにその舞台に自分がいるとは思えない。


　武使であり、女であるスズリを、この若い近衛の武使は美しいと言ってくれているのだ。ヒエンはといえば、武使であるなら女ではないと、勝手に決めつけている。


　スズリ自身は、女を捨てたつもりなど一度もない。それは生まれついてのものであり、捨てようのないものだ。


「あなたに、お願いがある」


　スズリはトウイを見つめながら言った。


　彼のほうも、高潔な精神と均整のとれた肉体をしているように感じられた。おまけに品の良い端たん正せいな顔をしている。美しいという言葉を、そっくり返したいと思う。


「なんでしょう？」


　微笑ほほえみながら、トウイは訊きいてきた。


「わたしの剣けんを、見てほしいのだ……」


　スズリは、ためらいながら申し出た。


「ぜひ、見せてください。わたしが、受けましょう」


「かたじけない……」


　スズリは五歩の距きよ離りで、トウイと向き合うと〝紅こう冠かん〟という銘なの大おお太刀たちをゆっくりと抜ぬいた。そして、それを得意の上段に構える。


　トウイは刀を正眼に構えた。


「本気で、どうぞ」


　トウイの構えには、微み塵じんの隙すきもない。


　しかし、スズリの剣は、相手の隙をつくようなものではない。正面から打ちかかり、圧あつ倒とうするだけだ。


「ハアーッ！」


　スズリは気合いの声をあげた。


　次の瞬しゆん間かん、赤い霊れい光こうが、彼女からゆらゆらと立ち上る。


　しかし、トウイはそれを見ても、顔色ひとつ変えなかった。


「ハアッ!!」


　気合いが最大限に高まったのを感じ、スズリは刃やいばを振ふり下ろす。


　術は放たなかったが、それでも真っ赤な炎ほのおが残光となっていた。


　しかし、次の瞬間、激しい金属音が響ひびいて、スズリの太刀は跳はねあげられる。両手が痺しびれたようになり、刀は彼女の手を離はなれ、くるくると宙を舞まい、近くの地面に突つき刺ささった。


「参りました……」


　スズリはトウイに一礼した。


　予想してはいたが、それをはるかに超こえる強さだった。スズリの渾こん身しんの斬ざん撃げきを、トウイは紙かみ一ひと重えの間合いでかわすと、スズリの大太刀を巻きあげ、はねとばしたのである。その動作にはいっさいの無む駄だがなく、すべてが完かん璧ぺきだった。また、そうでなければ、スズリの刃で額を割られていただろう。


　スズリは大太刀を地面から引き抜くと、懐かい紙しで丁てい寧ねいに土を拭ぬぐい、鞘さやに収めた。


「いかがでしょうか？」


　スズリはわずかに不安の表情を見せながら、訊たずねてみる。


　実力差は、嫌いやというほど見せつけられた。自分の剣は、修しゆ行ぎようするに値あたいしないと宣告されるかもしれない。


「よい剣だと思います。流派は元流系だと思いますが、一いつ瞬しゆんにして最大まで気を高め、烈れつ火かの斬ざん撃げきで相手を圧倒する。わたしも本気を出さなければ、受けられませんでした」


「本気を出してもらったのなら、満足というものです」


　スズリはほっと安あん堵どの息をつく。


「差し出がましいようですが、あなたの剣は、神明流とは真逆だと思います。それなのに、なにゆえ神明流を？」


　トウイは不思議そうに訊ねた。


「それは、わかってはいます……」


　スズリは近くにあった岩に腰こしを下ろすと、足あし下もとの地面を見つめながら、自分がなぜ武術を志したかを、トウイに語っていった。


　ミナマの商家に生まれたこと。そこで同じ年頃の娘むすめたちから、浮いていったこと。


　そんなとき、剣聖クオンが仕合をするのを見る機会があり、その剣の美しさに魅みせられた。そしてミナマにあった武術の道場に通いはじめたのである。


　スズリの上達は、早かった。五年もすると、道場主すらスズリの剣を持て余すようになり、ついには邪じや剣けんと言われ、道場を追い出されたのである。他ほかの道場も回ってみたが、彼女を受け入れてくれるところは、ミナマにはひとつもなかった。


「その後は、ひとりで修行をしていましたが、ある者からクオン様が中海の小島で暮らしていると聞き、いてもたってもいられず弟で子し入りをお願いしたのです……」


　しかし、悪あつ鬼きの襲しゆう撃げきがあり、クオンは帰らぬ人となる。


　スズリがクオンの神明流を学ぶのをあきらめたとき、彼の息子むすこであるヒエンが帰ってきた。


「ヒエンの剣は無論、クオン様には及およびません。しかし、ゆいいつ、その剣を継つぐ者です。それに、わたしにはどうしても神明流を習わなくてはならない理由があります……」


「その理由とは？」


「わたしは感情が激しく、気を高めるのは早くとも、それを長く保つことができないのです。神明流には激しい感情を気に乗せうるとする極ごく意いがあると聞いていて……」


「神明流に、そんな極意がありましたか？」


　トウイが首をひねる。


「いえ、極意ではありませんでした。感情を抑おさえきれないときの心得として、そういう教えがあるだけで……」


　スズリは哀かなしげに首を横に振った。


　その心得すら至難であり、危険でもあるとしている。そして先日、ヒエンが感情をむきだしにしたまま神刀流の武使と戦うのを見て、その危あやうさを思い知らされた。あのときのヒエンは、まさに鬼気迫るものがあった。


　あんな戦いを続けていたら、やがて鬼き道どうに堕おち、悪鬼と化すだろう。


「ヒエンが迷めい惑わくに思っていることを承知で、わたしは弟子にしてもらっています……」


　あれだけの素質を持ちながら、ヒエンは武術を捨てようとさえ考えているのだ。


　それが、スズリには腹立たしい。


「聞けば聞くほど、あなたがあの若者から学ぶものはないという気がします……」


　ひかえめに言ったが、トウイは確信の表情である。


「まずは、近衛神明流の当主に会ってみてはいかがですか？」


「ぜひ、お願いします」


　スズリは立ち上がり、トウイに頭を下げた。





　　　　６




　近衛神明流の屋や敷しきは、他の流派の屋敷に比べて、小さなものだった。


　トウイが呼びかけると、ひとりの老人が姿を現した。齢よわい六十は超こえているだろう。小こ柄がらで瘦やせているが、背筋はぴんと張り、足の運びにも隙すきがない。柔やわらかだが、身体からだの芯しんまで染しみこんでくるような強い気を感じる。


「近衛神明流当主ツツイじゃ」


　老人はそう名乗った。


　スズリも名乗り返し、


「クオン様の子で、ヒエンという者から神明流を教わっております」


　と、続けた。


「クオンの子じゃと？」


　老人は驚おどろいて、一瞬、目を見張った。しかし、すぐにその目は細められる。


「子が生まれたとは聞いておったが、もう他人に教えるほどに大きゅうなっていたとは……」


「ヒエンも今、神域に来ております」


「ほほう。それは会ってみたいのう……」


「後ほど、連れてまいります。ヒエンも、きっとツツイ様に会いたいと思うはずですから」


「それにしても、なにゆえ神明流を学ぼうと？　わしが言うのもなんだが、神明流はさほど盛んな流派ではないぞ？　稽けい古こでは〝受け〟しか教えんしの。この神域でも嚙ませ犬などと陰かげで噂うわさされておるというに」


　ツツイはそう言って、高笑いをひびかせた。


　トウイはばつが悪そうに視線を泳がせる。


　スズリは先刻、トウイに語ったことを、ここでも繰くり返す。


「……なるほどの」


　ツツイは何度もうなずきながら、スズリの話をすべて聞いた。


「ツツイ様が、クオン様に神明流を教えられたのですか？」


「たしかに教えはしたが、クオンはわしなどすぐに超えよったわ。そして神明流をさらに極きわめ、無敵の剣けんを作りあげた……」


「お言葉ではありますが、クオンなる男は近衛の命に背そむいた裏切り者ではありませんか？　しかもその者は悪鬼ごときと戦って死んだと、スズリ殿どのより聞きました。それほどの武使とは、とうてい思えません」


　トウイが勢いこんで言った。


「おまえが、そう言うのもわからんではないがの。年寄りどもは事あるごとに、おまえとクオンを比べおるし……」


「比べられるのならまだしも、比べるべくもないと言われております。わたしには、それが我が慢まんならないのです！」


　トウイは声に力をこめる。


（なるほど、それでクオン様や神明流のことだとむきになるのだな）


　スズリはひそかに納なつ得とくした。


「それに、わしには、クオンが悪あつ鬼きに敗れたということが、どうにも信じられんのだ」


「わたしは、そのとき近くにおりましたから、この目でクオン様の最さい期ごを見ております。クオン様は悪鬼の群れを相手にし、ひとりで奮戦されましたが、多勢に無勢で、ついには鬼どもに組みつかれ、そのまま海へと落ちたのです。そして二度と浮うかびあがってくることはありませんでした……」


　スズリはうなだれながら言った。


　あのときのことを思いだすたび、胸が張り裂さけそうになる。なにもできなかった自分が悔くやしくてならないのだ。


「そのとき、クオンはなにか術を使わなかったか？」


　ツツイがわずかに身を乗りだしながら訊たずねる。


「いえ、使ってはおられません。まばゆいほどの霊れい光こうを発するほど、気が高まっておられましたが……」


「なんと？」


　ツツイはうめくように言った。


「おまえさん、近くにいたと言ったな？」


「はい、なんとかクオン様の力になろうとしたのですが……」


　スズリは我慢しきれないというように目を閉じた。


「なるほどの、そういうことか……」


「なにか、おわかりになったのでしょうか？」


　スズリは目を開き、神明流の当主を見つめた。


「いや、クオンが死んだとな、やっと納得がいったのよ……」


　ぽつりと言って、ツツイは空を見上げる。


　つられたように、スズリも彼の視線を追った。


　精せい霊れい樹じゆが高く枝葉を茂しげらせ、空を暗い緑色に染めている。木こ漏もれ日が、まるで夜空に輝かがやく星々のように見えた。


「ちょうどよい機会です。スズリ殿にも、わたしの剣を見ていただきましょう。ツツイ翁おう、お受けねがえますか？」


　トウイが、ツツイに申し出る。


「よかろう……」


　ツツイは笑え顔がおでうなずくと、道場のほうへと移動した。


　神明流の道場は、屋や敷しき同様、小さなものだった。


　他所よその道場では激しく稽古をしていたというのに、ここには誰だれの姿もない。


「御ご門もん人じんは？」


　スズリが心配になって訊ねた。


「今は、おらぬよ。皆みな、修しゆ行ぎようのため、アーシアを巡めぐっておる……」


　ツツイは笑いながら答える。


「神明流にとって、なによりの修行は、いろいろな相手の剣を受けることだからの」


「ならば、神域にいたほうが、修行になるでしょう？　この地には最高の流派と最強の武使がそろっているのですから」


　トウイが口を挟はさんだ。


「そうかな？　神域の外にも強い武使はおるからの。たとえば、今上の皇こう帝ていは遠東の出身ではないか？」


「あの御お方かたは特別です。それに、陛下が使われている剣は、もともと神域所蔵のものではありませんか？」


「そうじゃ。始し皇こう帝ていミズホ以来、誰ひとりとして使いこなせなかったあの剣を、皇帝タイガは初めて手にしたときから術を発動させたのだぞ？」


「だから、陛下は特別なのです！」


　トウイはむきになって言った。


　よほど、今の皇帝のことを尊敬しているのだろう。


「まあ、よいわ……」


　ツツイは苦く笑しようする。


「それより、まいられよ」


　ツツイは腰こしに差していた小こ太刀だちの二刀を抜ぬくと、正眼に構えた。


　トウイはやや短めの刀を同じく正眼に構え、剣けん先さきを小刻みに揺ゆらす。


「テアッ！」


　そして気合いの声とともに踏ふみ込み、面を狙ねらう。


　ツツイはその攻こう撃げきを左の小太刀で受け、右で切り返す。


　それを紙かみ一ひと重えで見切ると、トウイは刀を左右に操あやつり、流れるような変化で攻撃をしかける。


　ツツイはその攻撃を四度受けたが、五度目で体勢を崩くずし、しりもちをついた。あっけなくはあったが、恐おそろしく密度の高い打ちあいであった。


「さすが、次期皇帝と噂うわさの高いトウイ殿どのの剣、見事だの」


　ツツイが賞賛の言葉を贈おくる。


「五太刀たちで崩しましたよ」


　トウイは誇ほこらしげにツツイに言ってから、スズリを振ふり返った。


「いかがでしたか？」


「神明流の受けを、たったの五太刀で……」


　スズリは信じられないものを見た気がした。


　ツツイの受けは完かん璧ぺきに見えたのだが、それがひと太刀ごとに崩されていった。


「それに剣の流れにまったくの無む駄だがない。足の運び、身体からだの捌さばきも、まるで舞まっているかのように優ゆう雅がでした」


　クオンの仕合を見たとき以来の衝しよう撃げきを、スズリは受けた。


「我が近衛北斗流は、水が高きから低きに向かい自然に道を選ぶかのごとく剣を捌くことを極ごく意いとしています。先を見み越こし、攻せめを組み立て、崩してゆくのです」


「北斗流は合理の剣だからの。見てのとおり、わしでは十太刀と受けられん。五太刀で崩されたのは、さすがに初めてだがの……」


　ツツイはそう言って笑う。悔くやしさは、微み塵じんも感じさせなかった。


　スズリには、それが物足りなくも思える。


　そして、この若い近衛が、次期皇帝と噂されるほどの天才だということも納なつ得とくできた。彼と今、本気で仕合をしても、百にひとつも勝てるとは思えない。


（ヒエンでも、何太刀受けられるか……）


　スズリは、心のなかでつぶやいた。


「どうです？　やる気のない師に習うより、わたしのもとで学んでみませんか？」


　近衛北斗流の若き当主は、スズリをじっと見つめながら言った。


「北斗流には、明鏡止水という極意があります。曇くもりのない鏡のごとく、波ひとつない水面のごとく、心を乱すことなく相手に対する境地です。わたしも未熟ゆえ、まだその域には至っておりませんが……」


　その極意は、たしかにスズリが求めるものだという気がした。


　しかし、北斗流と今の自分の剣とは対極にある。それこそ、水と火ほどに異なる。ただ、今の自分を超こえるには初心に返り、修行をしなおしたほうがいいという気もする。


（どうすれば、いいのだろう？）


　スズリの心は乱れた。


「わたしは、あなたを導いてさしあげたい。いえ、至高を目指し、ともに武術の道を歩んでゆきたいのです」


「大だい胆たんなことを言うの」


　トウイの言葉を聞いたツツイが、愉ゆ快かいそうな笑い声を残して、道場から去っていった。


「スズリ殿……」


　トウイはスズリの両りよう肩かたに手をかけた。


　ひきよせようという気配をかすかに感じ、スズリはほとんど無意識に、その手から逃のがれる。


「すこしのあいだ、考えさせていただけませんか？」


　そして、そう答えた。


「そうですか……」


　トウイは一いつ瞬しゆん、哀かなしそうな表情になる。


「わたしはまもなく近衛会議に出なければなりません。スズリ殿は会議が終わるまで、我が北斗流の道場でお待ちになってください」


「承知しました……」


　スズリは、静かにうなずいた。
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　近衛会議の刻限となり、ヒエンは執しつ政せい家の姫ひめであるシオンに連れられ、宮きゆう殿でんの最奥にある大広間へと赴おもむいた。


　巨きよ大だいな道場を思わせる板いた敷じきに、厚あつ畳だたみが左右に五枚ずつ敷しかれている。


　大広間の奥には、意い匠しようを凝こらした豪ごう華かな妖よう風ふうの椅い子すが置かれていた。広間の奥に壁かべはなく、精せい霊れい樹じゆの巨大な幹が、いっぱいに広がっていた。そこに向かって、祭さい壇だんにも舞ぶ台たいにも見える板敷が、一段高く伸のびている。


　精霊樹の幹には、刀や槍やりが何本も打ちこまれていた。そこから赤い樹液が、まるで血のように流れだしている。


（こうやって、歴代の皇こう帝ていは精霊神ダイダラを封ふうじてきたのか？）


　ヒエンは息を飲んで、その光景を見つめた。


　遥はるかな昔にあった常とこ闇やみの時代、人間は鬼き母ぼ神しんリトラとその眷けん属ぞくである悪あつ鬼きにより、滅ほろぼされるところであったという。


　そのとき、精霊神ダイダラの呼びかけに応じ、自然の精霊が肉体を得て覚かく醒せいしたのが妖よう精せいである。妖精は妖術を操あやつり、霊れい獣じゆうを使し役えきする強力な存在だった。妖精は人間を助け、悪鬼を駆く逐ちくし、鬼母神リトラを鬼き神しん石せきに封じたのである。


　かくして常闇の時代は終わりを告げ、アーシアは妖精の王国が統治するところとなった。


　当初、妖精は人間をよく導き、人間は妖精によく従い、アーシアは繁はん栄えいし、優すぐれた文化が花開いたという。しかし妖精はしだいに人間に対する支配を強め、最後には隷れい属ぞくを強しいたのだ。


　奴ぬ婢ひの身分に落とされた人間だったが、ひそかに力を蓄たくわえてゆく。


　それが武術だ。


　やがて人間は自由を求めて、戦いを起こす。


　人じん妖よう戦せん争そうと呼ばれる千年前の大戦だ。


　妖精を倒たおすには、力の源を断つしかない。そこで精霊神ダイダラの化け身しんであるこの精霊樹を封じたのだ。


　精霊神との繫つながりを断たたれた妖精は力を失い、ついに人間に屈くつする。妖精たちの多くは消え去るか、永き眠ねむりについた。あるいは、身体からだを矮わい小しよう化させ、小しよう妖ようとなって生きるしかなかった。


　かくして、アーシアは人間が治めるところとなったのである。


（これじゃあ、封じるというより、殺しているみたいだ）


　このようなことが、千年ものあいだ続けられていたということに、ヒエンはすくなからず衝しよう撃げきを受けた。


（これほどに、帝てい国こくは妖精の復活を恐おそれてきたのかよ……）


　妖精の姿をした母をそっとしておいてくれというのが、いかにだいそれた願いであるか、ヒエンは思い知らされた気分だった。


　そんなヒエンの心情を察したかのように、シオンが肩かたに手をかけて、席に着くよう促うながした。


　ヒエンは、シオンと並んで、広間の入口近くに敷かれた畳たたみに座した。


　その近くには、すでに数人の近衛の姿がある。


「正面の玉座には皇帝が、左右の厚畳には正しよう一位から従じゆ五位までの近衛十流の当主が座る。この席はそれ以外の流派の当主や、わたしのような近衛以外の者がひかえる場所だ」


「あんたは執政家の名代だろう？　それが、こんな末席なのかよ？」


　ヒエンは驚おどろいた。


「それが、神域なのだ。無論、かつて近衛十流の席には国主家の当主が座っていた。だが、いつの頃ころからか、国主たちはこの神域に近づかなくなった。政まつりごとが、シスイの街で行われるようになったからな。しかし、名目上は、この近衛会議が帝国の意志を決定する場だ。もっとも、帝国の権けん威いが失しつ墜ついした今、その名目すら意味をなさないがな」


　シオンは自じ嘲ちようじみた笑いを浮うかべる。


　皇帝と近衛に精霊樹の封ふう印いんを任せ、国主たちは武術を忘れ、富と権力、そして優ゆう雅がな暮らしに溺おぼれていったのだ。


　そして、その頂点に立ったのが、執政職を世せ襲しゆうしたユウキ家である。今のアーシアの現状は、ユウキ家の失政というしかない。


「あんたの弟は、皇帝と近衛に実権を返し、本来の執政の役割にもどるつもりでいるが？」


　ヒエンはシオンがそれをどう考えているか、訊たずねてみた。


「それはハイマが決めることだ。だが、帝国の権威を取りもどさねば、なにも変わらぬ。ハイマは近衛の武力に期待しているのだろうが……」


「近衛は武使だぜ？　政や戦いくさに関心があるとは思えねぇんだが？」


　武術を極きわめるには、人生を捨てるぐらいの覚かく悟ごがいる。政や戦どころではないはずなのだ。


「近衛とて、人だからな。人には欲よくがある。いや、それこそが人である証あかしともいえる。この神域を維い持じするだけでも、莫ばく大だいな費用がかかるのだ。それを集めるのも苦労しているのが、現状でな……」


「まあ、これだけの施し設せつと人員を抱かかえていたらな」


　帝国の財政を支えていたのは、国主家が国の豊かさに応じて納めていた分担金だと聞いている。そのなかから、神域の維持費が出されていたはずだ。だが、帝国の基き盤ばんが崩くずれるにつれ、財政は逼ひつ迫ぱくしてくる。当然、神域の維持費も、十分に出せない状態だろう。


「国主がいなくなった湖国ハクサ、先の大乱により無法地帯となった東荒などを直接支配しようという意見もある。しかし国を治めるというのは、そう簡単ではない。幸いにして、執政家は優れた文官を大勢、抱えているからな。近衛にとっても、執政家と協力することは決して損ではない。だが、合理だけでは動かないのが、人というものでな……」


　シオンはため息をつく。


「いろいろ、めんどうそうだな」


　考えるだけで、頭が痛くなってきそうだ。


　そうしているうちに、近衛の武使が続々と大広間に集まってきた。


　皆みな、近衛の制服ともいえる黒の胴どう着ぎを着ている。しかし、よく見ると、細部の意い匠しようがそれぞれ違ちがう。千年の伝統のなかで、このような様式が確立されたのであろう。


　そして最後に数人の侍じ女じよに付き添そわれ、毛皮で縁ふち取どりされた外がい套とうを肩に羽織ったひとりの男が姿を現し、正面の椅い子すに座った。


（あいつが皇こう帝ていタイガか……）


　ヒエンは心のなかでつぶやく。


　まるで巨きよ岩がんが突とつ然ぜん、そびえたったような印象を受けた。しかし、威い厳げんのようなものは、さほど感じない。全身から発している気は、風のように自由でそれゆえ無限の彼方かなたまで届きそうな印象だった。


　噂うわさはいろいろ聞いているが、姿を見るのは、無論、初めてである。


　かなりの長身で、そのせいか瘦やせているようにも見えた。その身長に比しても不ふ釣つり合いなほど、手が長い。荒こう土どのように赤茶けた髪かみは、侍女が側そばにいるにもかかわらず整えられた様子がなかった。


　光こう沢たくのある黒くろ革かわの鞘さやに収められた巨きよ大だいな剣けんを長すぎる手で抱え、わずかに背をかがめ、大広間に居並ぶ近衛の武使をじろりと見回す。


　その瞬しゆん間かん、全員が一いつ斉せいに平へい伏ふくした。


　ヒエンもわずかに遅おくれて、それに倣ならう。


「さあ、始めてくれ」


　皇帝は鷹おう揚ように宣言した。


「はっ！」


　皇帝に向かってもう一度、畏かしこまってから顔をあげたのは、左一番奥の厚あつ畳だたみに座した近衛の武使だった。


　彼は入口のほうへと向き直り、一同にかるく会え釈しやくする。


「正一位左近衛大将シラセ殿どのだ……」


　シオンが小声で教えてくれた。


「表裏のない実直な性格の御ご仁じんだよ。考え方は保守的で、神域が政や戦にかかわることに対して積極的ではない。しかし神域の窮きゆう状じようを打開する策を見み出いだせず、苦労されている」


　ヒエンはうなずくと、その名を心に刻む。


　シオンの解説は、さすがに明快だった。


「此こ度たびの会議の最大の議題は、皆も知ってのとおり、東面蒼龍門が悪あつ鬼きと思おぼしき者に襲しゆう撃げきされ、封ふう刀とうが奪うばわれたことだ……」


　シラセは重々しい口調で発言した。


「なんだって！」


　ヒエンは思わず声をあげたが、あわてて自らの口を手で塞ふさぐ。


　周囲から冷たい視線が向けられたが、幸いなことにすぐ離はなれていった。


「東面守護ハグロ殿……」


　シラセが声をあげると、ヒエンからそう離れていない場所でひかえていた武使が、ゆっくりと立ち上がる。


　彼は近衛の服を肩かたから羽織っているだけで、その下には夜着のような白地の着物をつけていた。襟えりもとからは包帯がのぞいており、染しみこんだ血が乾かわいて茶色くなっている。


「不覚でありました。東面守護の責を果たせなかったこと、お詫わび申します」


　ハグロの声はまるで身体からだのなかに残ったわずかな血を吐はきだすような痛々しさだった。


「貴き殿でんの心情は察するにあまりあるが、この場は、いったい蒼龍門でなにがあったか、皆に話していただきたい」


　シラセがうながす。


「心得ました……」


　ハグロはうなずくと、しばしの沈ちん黙もくの後、語りはじめた。


「先日の深夜、蒼龍門にやってきたのは、たったひとりの鬼おにでした。子供のような背格好で額の両側には短い角を生やしていました……」


「なるほど、鬼だな」


　ヒエンはうなずく。


　周りの近衛たちも思い思いにうなずいていた。


「しかし、子供の姿をした鬼というのは、あまり聞かぬな」


「金角、銀角という双鬼が子供の姿をしていたと、神じん代だい記きに記されていたはずだが」


「その双鬼は、たしか頭頂部に一角という姿で描えがかれていたはず」


　近くの近衛たちが囁ささやきあう。


　ヒエンにも、思い当たる鬼はいなかった。


「その鬼は、名はまだないと言っておりました。ただ、鬼どものあいだでは、童子と呼ばれているとのことです」


「童子か……」


　その名を、ヒエンは心に刻んでおいた。


「その童子はふたりの門衛を斬きり、異状を察知し、外へと出た我が門人をもことごとく斬り倒たおしました。わたしは〝四方陣〟を守るべく、封刀〝啄たく木ぼく〟の側におりました。そして童子が、わたしのところへやってきたのです」


「貴殿には神速の抜ばつ刀とう斬ぎりがあるではないか？　ツツイ翁おうでさえ一度も受けたことのない奥義が……」


　誰だれかがハグロに声をかけた。


「その抜刀斬りが受けられたのだ。いや、受けられたという感覚さえなかった。しかし、わたしは剣を振ふり抜ぬく寸前の姿勢で、石像のように動けなくなっていた。それほどに完かん璧ぺきな受けだった……」


「神明流奥義〝不ふ動どう〟じゃねぇのか？」


　ヒエンは思わず声に出していた。


　そして同じ言葉を近くにいた誰かが、つぶやくのを聞いた。


　自然、目が合う。相手は、瘦やせた老人であった。


「近衛神明流当主ツツイ殿。近衛各流派の現当主のなかでは最年長で、翁と呼ばれている。温おん厚こうな性格で、誰からも好かれておられる。そして、おまえの父クオン様の師だよ」


　シオンがそっと耳打ちしてくれた。


　ヒエンはあわててツツイという老人に向かって一礼する。名乗りをあげたいが、今はそういう状じよう況きようではない。


　ツツイはすべて承知しているという笑えみを浮うかべ、うなずきかえしてきた。


　そして老人は静かに立ち上がる。


「その童子とかいう鬼の術、おそらく神明流奥義〝不動〟だの……」


　ツツイの声はしわがれていたが、広間の隅すみ々ずみまで通るだけの声量があった。


「不動……ですか？　それは、いかなる技わざなのですか？」


　右側五列目の厚あつ畳だたみに座っていた北斗流当主トウイが立ち上がり、ツツイに訊たずねる。


「相手の奥義の心技体が集束する一点を刹せつ那なで受ける技での。それで相手の奥義を完全に打ち消し、しばしのあいだ動くことすらかなわなくなる」


　ツツイが答えた。


　その言葉に、大広間にざわめきが広がる。


　どんな流派であれ、奥義ともなれば、心技体のすべてが一いつ致ちしなければ、繰くり出せるものではない。だが、それを刹那で受けられるとすれば、すべての奥義が無力化される。


　まさに絶対の受けだった。


「理には適かなっていると思えますが、そのようなことが、現実にできるのですか？」


　トウイは信じられないという表情だった。


「わしには無理だの。それゆえ、ハグロ殿どのの抜刀斬りを受けたことがない……」


「でしょうね」


　トウイはあからさまに安あん堵どの表情になる。


　ツツイと神明流を見下しているかのような態度に、ヒエンは怒いかりを覚えたが、彼とて不動を使えるわけではない。


　それを会え得とくすれば、神明流を極きわめたも同然だ。


　だからこそ、奥義なのである。


「ツツイ翁が言われたように、わたしは我が流派の奥義である抜刀斬り〝朧おぼろ月づき〟を受けられ、まるで石像と化したように動けなくなりもうした。そして童子なる鬼は、我が右みぎ腕うでを斬り落としたのです……」


　ハグロはそう言うと、羽織っていただけの近衛の服を左手で脱ぬぎ捨てる。白地の着物の右の袖そでが、途と中ちゆうからゆらゆらと揺ゆれていた。


「腕だって？」


　ヒエンは顔をしかめた。嫌いやな記き憶おくが、脳のう裏りをよぎる。


「斬り落としたわたしの腕を拾いあげると、これは土産だと、童子なる鬼は笑いました。そして封ふう刀とう〝啄木〟を抜き去ると、姿を消したのです。このこと、陛下と近衛のすべてに伝えるよう言い残して……」


　ハグロはそう言うと、わずかに安堵の表情を浮かべた。


　辛つらく苦しい役目をようやく終えたと思ったのだろう。


「たしかに、伝えましたぞ。それでは、方々、これにて御ご免めん……」


　ハグロは大広間の入口まで下がると、そこで白地の着物に隠かくし持っていた懐ふところ刀がたなを左手でひきぬくと、刃やいばを返し、自らの首を刎はねとばした。


　恐おそるべきことに、首を刎ねたあと、懐刀は鞘さやにもどされていた。そこまでが一連の動作だからだろう。


「しかも、利きき腕じゃないほうでかよ……」


　ヒエンは背筋がぞくりとなった。


　その域に達するまで、いったいどれほどの修しゆ行ぎようが必要なのかと思う。哀あわれではなく、見事と言いたい気がした。


　ハグロが自害しても、近衛の武使たちは誰ひとり騒さわがなかった。彼の亡なき骸がらに向かって、瞑めい目もく合がつ掌しようし、冥めい福ふくを祈いのる。彼の覚かく悟ごは、誰もが感じていたのであろう。


　大広間の入口に立っていた守衛が入ってきて、その場を手て際ぎわよく始末してゆく。


「東面守護、近衛円心流は断絶とする……」


　左近衛大将シラセが、沈ちん痛つうな表情で宣告した。


　哀れではあるが、当主をはじめ、一門ことごとくが死んだのである。やむをえない処置だということは部外者であるヒエンにも理解できた。


　そのときである。


「ところで、先さき程ほどからなにかと騒がしい小こ僧ぞう！」


　シラセの視線が、まっすぐヒエンに向けられた。


（オレかよ？）


　ヒエンは今さらながら身を縮める。


　しかし、そのとき、隣となりにいたシオンが、すっくと立ち上がった。


「この若者は、わたしが連れてまいりました……」


　低く澄すんだ声が、染しみとおるように広間に響ひびく。


「いったい、何者なのだ？　この会議の重要性は、シオン殿どのもよくご存じのはずだが？」


「無論、知っております。ですが、今日の会議において、この若者の同席は不可欠だと思っております。無礼の数々は、この者の若さと田舎いなか育ちゆえのことと、どうか大目に見ていただきたい」


「まずは、その者の名を明かしてもらおうか？」


「自分で名乗れ」


　シオンはヒエンを振ふり返り、突つき放すように言った。


　ヒエンは覚悟を決めて立ち上がり、自分に注目している近衛一同を見回す。


「オレはクオンが一子、ヒエンだ。父から神明流を受け継ついでいる」


　怯ひるむまいと、ことさら大声で名乗りをあげた。


「剣聖クオンの子だと？」


「神明流の使い手なのか？」


「なぜ、今、ここに？」


　近衛の武使たちが、しばしのあいだざわめく。


「クオン殿の子か……」


　左近衛大将シラセが、わずかに目を細めた。


「シオン殿はその者を執しつ政せい家の縁えん者じやとして連れてこられたのか？」


「いえ、この若者は一いつ介かいの武使として生きたいゆえユウキ家とは無む縁えんでありたいそうです。わたしとしても、このような愚ぐ昧まいで無礼な者とは無縁でありたいと思います」


　シオンは容よう赦しやなかったが、ヒエンには返す言葉もない。


「我が叔母おばにして、クオン殿の妻女、そしてこの若者の母であるセラが、帝てい都とシスイのユウキ屋や敷しきに帰ってきております。かつて、近衛会議で彼女の死を決しましたが、それを撤てつ回かいしていただきたいのです」


　シオンはそう言うと、大広間を見回した。


「ユウキの妖よう精せい姫ひめセラか？」


　近衛十流のなかでは最年長と思おぼしき武使が、驚おどろきとも怒いかりともつかぬ声をあげる。


「従じゆ三位近衛奇き巌がん流りゆうの当主サエキ殿だ……」


　口をほとんど動かすことなく、シオンが囁ささやいてくる。


「頑がん固こな老人だよ。シラセ殿以上に保守的で、近衛こそが至上であると信じておられる」


　厄やつ介かいそうだなと、ヒエンは思ったが、黙だまってうなずいておいた。


「帝てい国こくにとって、妖よう精せいは最大の敵であるぞ？　始し皇こう帝ていミズホに率いられた武使は、妖精の支配から脱だつするため戦い、それに勝利し、この帝国を建てたのではないか？　執政家の身内とはいえ例外ではない。むしろ身内なればこそ、自らの手で処分すべきではないか？　もともと近衛会議に諮はかる問題ですらなかったのだ！」


「そうでしょうか？」


　シオンは反論した。


「まずは、我が叔母がなにゆえ妖精となったのかということです。叔母はカタラ川で溺おぼれかけ、息を吹ふき返したおり、いにしえの妖精の姿となりました。川の精せい霊れいに取り替かわったのだと、事情を知る者からは聞いております。なぜ、カタラ川に封ふうじられているはずの精霊が棲すんでいるのでしょう？」


　その一言で、近衛たちは騒そう然ぜんとなる。


　挑ちよう発はつの言葉と受け取ったのだ。


「それは、オレが仕事をしていないせいだな」


　それまでまったく無言で座っていた皇帝タイガが唐とう突とつに声をあげた。


　そのひと声で、近衛たちは静まる。


　皇帝は最強の武使には違ちがいないが、側近である近衛に担かつがれているだけの存在だと、ヒエンは勝手に想像していたのだが、どうやら違うらしい。あるいは、この皇帝だけが特別なのかもしれないが、すくなくとも彼の言葉は近衛会議においても重きをなすようだ。


「……そのとおりです」


　シオンはしばし間を置いてから、皇帝に向かって、きっぱりと言った。


　しかし、責めるような口調ではない。事実を述べているにすぎないという態度であった。


「陛下だけではなく、ここ何代かの皇帝が、精霊神ダイダラを封じきっていないと聞きおよんでいます。精霊樹は蘇よみがえり、豊かに葉を茂しげらせています。カタラ川の精霊が目覚めたのは、そのためでしょう。もっとも、そのおかげで、昨今は川の水も澄すみ、魚も美味おいしくなっております。今はちょうど香魚あゆの旬しゆんゆえ、数日中に献けん上じよういたしましょう」


「それはいい肴さかなになるな。おまえもつきあえ」


　タイガは歯をにっと見せて、シオンに笑いかける。


「喜んでお相手させていただきます」


　シオンは微び笑しようを浮うかべ、うなずいた。


　気のせいか、声がわずかに弾はずんだようにも聞こえる。それにしても、まるで酒宿でするような会話だと、ヒエンは思った。


「つまり、シオン殿どのは、セラ姫ひめが妖精の姿になったのは、この神域の責任だと言いたいのだな？　ならば、今度こそ、我らの手でユウキの妖精姫を斬きってくれよう」


　サエキは怒りに顔を真っ赤にしながら、膝ひざを叩たたく。


「させないぜっ！」


　ヒエンが思わず声をあげた。


「なんだと？」


　近衛十流最年長の当主が睨にらみつけてくる。


「おまえごとき若造に、我らが止められるとでも思うか？　後ほど仕合にて、思い知らせてくれよう……」


「望むところだぜ！」


　ヒエンは怯ひるまず、叫さけびかえした。


「その若者との仕合、ぜひ、わたくしに相手をさせてください！」


　トウイが立ち上がり、ふたつ上席にいる年配の武使に訴うつたえる。


「トウイ殿の手を借りるまでもないわ」


　サエキは近衛十流最年少の当主を睨み、憤ふん然ぜんとして言った。


「いえ、是ぜ非ひともお願いします。すでに、あの者とは遺い恨こんがありますので」


　トウイもひきさがらない。


「誰だれが相手だってかまわないぜっ！」


　ヒエンは近衛全員と戦う覚かく悟ごでこの場に来ている。


　仕合で決着をつけるというなら、武使としては本ほん望もうというものだ。


「そういうことは、会議のあとで勝手に決めるのだな……」


　シオンがため息まじりに言って、鼻息を荒あらくしているヒエンを座らせる。


「近衛があくまでも妖精を斬るというなら、執しつ政せい家としても従うしかありません。ですが、わたしは妖精より蒼龍門を破った悪あつ鬼きのほうが気にかかります。たしかに妖精はかつて人を支配しました。しかし悪鬼は人をすべて滅ほろぼそうとしたのです。そしてその悪鬼と戦うため、妖精は覚かく醒せいしたとされています」


　シオンはゆっくりと一同を見回した。


「悪鬼を恐おそれるがゆえ、妖精にすがるということか？」


「我らを愚ぐ弄ろうするにもほどがある！」


　何人かが怒いかりの声をあげた。


「わたしは帝国の政まつりごとを預かってきた者として、申し上げているのです。もしも、このまま悪鬼の勢いが激しくなれば、神代記に記される常とこ闇やみの時代が再来するやもしれません。そのおり、妖精という存在は、手札のひとつとなりえるということです。妖精とは和解しあえますが、悪鬼とは殺し合うしかないということ、どうかご考こう慮りよいただきたい」


　シオンはそう言うと、静かに一礼した。


「悪鬼を恐れて、妖よう精せいに許しを乞こうなどできるはずがない」


「そもそも、悪鬼に神代ほどの力はないはずだ」


「妖精を封ふうじ、悪鬼は滅ぼす。それこそが、我ら近衛の使命ではないか？」


　近衛の武使たちが、次々と立ち上がって、意見を言った。


「勇ましきお言葉です。ですが、蒼龍門が破られ、四方陣のひとつは失われたことはまぎれもない事実。他ほかの三門でも同じことが起こらぬとは言えますまい？」


　シオンは表情を変えず、淡たん々たんと言った。


「わしは皆みなの剣けんを受けてきたゆえ、皆の実力はようわかっておる。このなかの何人が、ハグロ殿どのに勝てようかの？」


　近衛神明流当主ツツイが言った。


　口調こそ穏おだやかではあったが、厳しい言葉である。


　その一言で、大広間が凍こおりついたように静まった。


　しかし、近衛北斗流当主トウイが、その静せい寂じやくを破る。


「それでは、神明流の当主であるツツイ翁おうにお訊たずねしますが、蒼龍門を破った鬼おに、なにゆえ神明流を使うのでしょう？」


　そう言ってから、ヒエンを一いち瞥べつする。


　その態度にはむっとしたが、ヒエンにとっても、それは疑問だった。


「わしにも、わからんの。神明流の使い手が悪鬼となりはてたか、それとも誰ぞが悪鬼に神明流を教えているのか……」


「それでは〝不動〟という神明流の奥義を使う者は、何人おりましょうや？」


「わしの知るかぎり、ひとりだけじゃ」


　トウイの問いに、ツツイは即そく答とうした。


「それは何者です？」


　トウイは訊ねたが、その答えは、すでにわかっているという口ぶりである。


「わしの弟で子し、かつて剣聖と謳うたわれた男じゃ」


　トウイの問いに、ツツイは彼が望んでいるとおりの返答をした。


「クオン殿か……」


　何人かの近衛が、うなずきあう。


「たしかに、クオン殿ならば、他流のあらゆる奥義を受けられよう」


「ありえねぇ！」


　ヒエンはふたたび立ち上がると、激しく首を横に振ふった。


「親父おやじは、中海の小島に悪鬼が襲おそってきたときに死んだんだぜっ。童子とかいう悪鬼と関係しているわけがねぇ！」


「クオンは悪鬼に組みつかれて海に落ちたまま、行方ゆくえ知れずとなったと聞いたがの？」


　ツツイが穏やかに訊ねてくる。


「たしかに死体が見つかったわけじゃねぇ。だが、それは海で死んだ者にはよくあることだ。それに、もし親父が悪鬼に捕つかまったとして、鬼どもに神明流を教えるわけがねぇ。そもそも神明流は、そう簡単に覚えられるもんでもねぇし……」


　ヒエンはそう言うと、自分の髪かみをかきむしる。


　神明流の奥義を使う悪鬼がいて、それがこの神域を襲ったというのはまぎれもない事実だ。


「その悪鬼が、神明流を使ったと決めることはあるまい？　そもそも鬼どもは肉体も強きよう靭じんで、技わざも優すぐれ、恐るべき術も使うのだからな……」


　近衛十流筆頭シラセが思案しながら言った。


「ただ、気になることはある……」


　ヒエンはまだ髪をかいている。


「言ってみよ」


　シラセがうながした。


「さっき自害した蒼龍門の守護、腕を斬り落とされていたよな。そして童子とかいう鬼は、その腕を土産に持ってゆくとか言っていた……」


「それが、どうかしたのか？」


「親父を襲った鬼のなかで、そしてオレが戦った鬼のなかで、もっとも手て強ごわかったのが、羅ら刹せつという女の鬼なんだ。そいつは自分が斬った武人の腕を集めていた。そしてその腕を他人に繫つなぎかえて、そいつを鬼に変へん化げさせることもできた。あいつはアオイ島で大おお津つ波なみに飲みこまれたから、死んだと思っていたんだが……」


「その鬼が、生きていたということか？」


「それはわからねぇ。だが、羅刹というのは神代にもその名を轟とどろかせた上位の鬼らしい。生きていたとしても、驚おどろくことはねぇのかも……」


　あの大津波に飲まれて生きているということでは、ヒエンも同じだ。


　セラが──いや、セラのなかにいる妖精が助けてくれたのだと、ヒエンは思っている。


「オレは他の場所でも悪あつ鬼きと戦っている。奴やつらは〝鬼道衆〟という徒党を組んで、アーシアに悪鬼の勢力を広げようとしているらしい」


　ヒエンは陵りよう国こくミサカであった事件を思いだしながら語った。


　具体的な名を伏ふせたのは、ミサカの山やま津つ波なみとセラとの関連を疑われたくないからである。


「なるほどな……」


　シラセはうなずいた。


「羅刹鬼の名は、わたしも聞いたことがある。恐おそるべき戦鬼だという程度だがな」


「その羅刹とかいう鬼が、おまえの父を捕とらえて手下とし、神明流を教えさせているとすれば、筋が通るのではないか？」


　トウイがしたり顔で言った。


「筋は通っているかもしれんが……」


　ツツイが苦く笑しようをしながら、北斗流の当主を見つめる。


「鬼おにどもがそんなまだるっこしいことをするかの？　わしが言うのもなんだが、神明流じゃぞ？　極きわめれば最強だということは、クオンが示したかもしれんが、その域に達したのは歴代の使い手のなかでも、あやつひとりじゃ。鬼どもが受けの稽けい古こをまじめにやっている姿というのは、どうにも想像ができんの」


　神明流当主の言葉に、武使たちのあいだから失笑が漏もれる。


「トウイ殿どのは北斗流の使い手だけに、合理にこだわりすぎておられるようだな？」


　奇巌流の当主サエキが諭さとすように言うと、トウイに座るよう合図をした。


　トウイは顔を真っ赤にさせながら、それに従う。


「その件は、いくら話しても、推測にしかならねぇだろう」


　皇こう帝ていタイガがまたも唐とう突とつに口を開いた。


「とにかく、そこのヒエンとかいう小こ僧ぞうのおかげで、いくらか手がかりがつかめた。それについては礼を言うぜぇ」


「い、いや、礼を言われるようなことは……」


　ヒエンはうろたえた。
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　途と中ちゆうからは死を覚かく悟ごして、近衛に喧けん嘩かを売っていただけである。


「たしかに、おめぇにゃ、礼はいらねぇかもな。遠東生まれのこのオレに負けねぇほど、礼を知らねぇんだから。いや、知っているのに使う気がねぇだけか？」


　皇帝はそう言って、笑いかけてくる。


　しかし首筋に刃やいばを当てられたような殺気を感じ、ヒエンは思わず、その場で平へい伏ふくした。


（なんていう迫はく力りよくだ……）


　皇帝はわずかに気を込めただけだろうが、それだけで完全に圧あつ倒とうされてしまった。こんな様では、たとえ尋じん常じように立ち合ったとしても、勝負ははなから決まっている。


「とにかくだ。悪鬼どもは、この神域に喧嘩を売ってきやがったわけだ。おもしれぇじゃねぇか？　ヤツらの鬼道が勝まさるか、オレたちの武術が勝るか、これは見物だぜ？」


　近衛たちを見回しながら、皇帝は高笑いをする。


「陛下……」


　シラセがあわてて皇帝をたしなめようとする。


　しかし、皇帝はそれを手で制した。


「小僧！　おめぇも戦ってみせろ！　そして噂うわさに聞く剣聖クオンの剣を示すんだな！　ここは単純でよぉ、強ければ尊敬されるんだ。働きしだいでは、いにしえの妖よう精せいとかいう母親のこと、おめぇにまかせてやるぜ」


「あ、ありがたき、し、幸せ……」


　ヒエンは久しく使っていなかった言こと葉ば遣づかいで言おうとしたが、うまく舌が回らなかった。


　それに、母のことをまかせてほしいわけではないが、それを言っては、話がややこしくなるだけだ。


　神域の許しさえもらえば、あとは執しつ政せい家に預けたままにしておけばいい。ご馳ち走そうを与あたえて、買い物をさせて、好きに遊ばせておけば、セラの機き嫌げんは悪くはならないはずだ。


（執政家の財政が、ますます厳しくなるだろうがな）


　しかし、それはヒエンの知るところではない。





　　　　２




　帝てい都とシスイの夜は、どこよりもゆっくりと更ふけてゆく。


　日が沈しずんでも、多くの店が明かりを灯ともし、客の訪おとずれを待っているからだ。普ふ通つうの町屋でも、夜よる遅おそくまで明かりが消えないところもある。


　衰おとろえたとはいえ、千年続いた帝てい国こくの都である。帝国全土から物資が集まり、豊かな文化が花開いた。


　かつての栄えい華がは去ったとはいえ、今もその名残なごりが続いているのだ。


　ユウキの御ご殿てんも、夜通し明かりが絶えることはない。広い敷しき地ちの各所に櫓やぐらが建てられ、篝かがり火びが焚たかれていた。警護の武人は夜を徹てつして見張りに立ち、敷地内を巡じゆん回かいしている。


　セラは、ふと夜中に目が覚めた。


　ヒエンに無む理り矢や理り、連れてこられたわけだが、ここはセラが生まれ育った屋や敷しきである。かつての自分の部屋は二十年近く経たった今もそのままにされていて、そこで寝ね起おきしている。


　最初の夜こそ違い和わ感かんがあったものの、すぐに慣れた。


　食事は朝夕の二食ながら、腕うでのいい料理人が作った最高の料理が出てくる。新しい着物も仕立ててもらい、装そう飾しよく品も最新の物が用意された。


　家中には顔を知る者も大勢いて、セラの帰りを心から喜んでくれている者もすくなくない。初めて会った甥おいのハイマはよくできた子で、セラの容姿を気にする様子もなく、ゆいいつの身内として親しく接してくれるし、細やかな気き遣づかいもしてくれる。


　外出が制限されているぐらいで、セラはこの御殿のなかで、すっかり寛くつろいで暮らしていた。もっとも、それは息子むすこヒエンの思う壺つぼという気がして、腹立たしくもある。


　セラは障子を開くと、回かい廊ろうへと出た。


　満月がちょうど天頂に達していて、銀色の光で中庭を照らしだしている。鏡のような池の水面に満月が映っていて、このまま水に入って、抱だき取りたい衝しよう動どうにかられる。


「風流じゃのう……」


　セラは回廊に腰こしを降ろし、月夜を堪たん能のうした。


　そのときである。


　どこからか、笛の音が聞こえてきた。まるで、この光景のためにあつらえられたような音色である。


　セラは裸足はだしのまま、庭へと降り、笛の音に導かれるようにふらふらと歩いた。


　そして、桜の木の枝に腰こしをかけている、小こ柄がらな白い影かげを見つけだす。


　銀色の髪かみをし、額の両りよう端たんからは短い角が生えていた。蛇へびのように縦に絞しぼりこまれた瞳ひとみは、血のように赤い。


「鬼おににしては、良い音を響ひびかせるのう……」


　セラは声をかけた。


　笛の音がぴたりとやむ。


「おまえが、妖あやかしか？」


　声変わりを迎むかえていない子供の声が響いた。


「そう呼ばれることもあるのう。ユウキの妖よう精せい姫ひめとな」


　セラはうなずく。


「なるほど、おぞましく、美しいな」


　セラを無ぶ遠えん慮りよに眺ながめまわしながら、鬼は言った。


「その言葉、そっくり、おまえに返してやるわ」


　セラは笑った。


「して、おまえの名は？」


「名は、まだない。皆みなは童子と呼ぶ」


　子供の姿をした鬼は、答えた。


「どうやら、わしを喰くいに来たわけではなさそうじゃな。ならば、もそっと近ちこう寄れ。今しばらく、おまえの笛を聞きたい」


「オレは人も妖も、喰わぬし、戦う意志のない者も殺さない。そんなことをしても、一歩も進めないからな」


「鬼の決まりごとなど、わしは知らぬわ。無ぶ粋すいじゃのう」


　セラはため息をつく。


「鬼に風流を求める、おまえが悪い」


　童子と呼ばれているという鬼は、高く笑った。


「さっさと笛を吹ふけ」


　セラが再度、うながす。


「強ごう引いんだな。だから、おまえたちは人に叛そむかれたんだ……」


　童子は、ぶつぶつと文句を言いながらも、笛を鳴らしはじめる。


　澄すんだ音色が、月明かりの庭園に広がってゆく。


　鳴きはじめの秋の虫たちすら、その音色に聞きほれるように、自らが鳴くのを止やめていた。


　セラはうっとりと目を閉じ、鬼が吹く笛の音に耳を傾かたむける。


　静かな時間が、流れる。


　だが、突とつ如じよとして、童子は笛を止めた。


「曲くせ者ものめっ！」


　近くの木こ陰かげから、いつのまにか忍しのび寄っていた男が、童子に斬きりかかったのだ。


　ユウキ御お家いえ流りゆう、真影流指南役のフソウであった。


　気を自らの内に留とどめ、外に漏もらすことなく、高めてゆくのは、真影流の得意とするところである。最後まで刃やいばを相手から隠かくしての斬ざん撃げきに影かげ刃ばを重ね、確実に相手を倒たおす。


　ときに暗殺剣けんとも呼ばれるゆえんだ。


「おまえ、鬼よりも無粋だな」


　その場からとんと飛びのいて、子供の姿をした鬼は、フソウに声をかける。


「よく、かわせたな」


　フソウがうめいた。


　仕損じるはずがないとの確信をこめた一いち撃げきだったのだ。


「かわしたということが、癪しやくに障さわる……」


　鬼は顔をゆがめる。


「フソウ殿どの、刀をひかれよ。あれは、ただ、わしを見に来ただけじゃ」


「しかし、鬼ですぞ？」


「いかにも、な……」


　セラはうなずいた。


「それほど、わしに会いたかったのであろう……」


「ああ、会ってみたかったんだ。妖あやかしがどんな姿をしているか、どれほどの力を秘ひめているのか、見たくてな」


　鬼は鋭するどく尖とがった牙きばをむきだしにする。


「かつて、鬼はおまえら妖によって滅ほろぼされたと聞く。だが、おまえらは、まだいにしえの力を取りもどしてはいない……」


「いにしえのことなど知らぬわ」


　セラは首を横に振ふる。


「悪あつ鬼きめが、逃にがさぬぞ」


　フソウがふたたび刀の切っ先を下段後方に向けると、間合いを詰つめようとする。


「フソウ殿！」


　セラが強い語気でそれを止める。


　フソウはちらりとセラを見ると、油断なく刃を鞘さやに収めた。しかし、柄つかから手を離はなすことなく、いつでも抜ばつ刀とうできる構えを崩くずさない。


「おまえは運がいいな。オレは今、興がのらないんだ。殺すのは、またの機会にしてやるよ」


　子供の姿をした鬼おには言った。


「さらばだ、妖！」


　そしてふたたび、とんと地面を蹴けって、驚おどろくほど遠くの屋や敷しきの塀へいまで一気に跳とんだ。


「なんと……」


　フソウが目を見張る。


「良い笛の音を聞かせてもらったぞ」


　セラは声をかけた。


　しかし、それに答えることなく、鬼の姿はそこから消える。


「曲者の侵しん入にゆうを許し、申し訳ありませんでした……」


　フソウが、セラの足あし下もとに畏かしこまった。


「気にするでない。あれは、誰だれにも止められまい……」


　セラがフソウにうなずきかける。


　と、彼女の目から、地面にこぼれるものがあった。


「いかがなされました？」


　心配そうに、フソウが声をかける。


　セラは自分でも驚いた様子で、目からあふれでているものを指でぬぐった。


「大たい儀ぎない。すこし切のうなっただけじゃ……」


　そして、涙なみだがこぼれぬよう、夜空を見上げる。涙で、月明かりが虹にじ色いろににじんでいた。


（また、会えよう……）


　セラは、心のなかでつぶやく。
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　月明かりが、廏うまやの窓から差し込んでくる。


　馬め頭ず鬼きことスクネは、青馬の姿で立ったまま、うつらうつらとしていた。


　スクネと兄である牛ご頭ず鬼きコブトが、ユウキ御ご殿てんの廏に入れられてから、数日が経たっている。


　スクネは駿しゆん馬めだと思われたらしく、執しつ政せいハイマの乗り馬となった。


　まだ若い執政はあまり乗馬が得意ではないようで、たとえわずかな時間でも、稽けい古このために毎日、馬場に入る。


　スクネのほうが、ハイマに馬の御ぎよし方を教えている日々だった。


　馬として苦く役えきにつくのは、人としても、まして鬼としても屈くつ辱じよく的ではある。しかし、そんな日々が、鬼気を抜ぬいてゆくのだ。本能と欲よく望ぼうのままに生きると、人は鬼になる。鬼から人にもどるには、己おのれを滅めつし、働くしかないのだ。


　コブトも牛車をひく役目を与あたえられているが、車が使われる機会がないので、のんびりとしている。


　このままの日々が続けば、遠からず、人にもどれそうな気がした。そのあとは兄とふたり、人目に触ふれぬ場所で、畑でも耕しながら暮らそうと思っている。


　しかし、突とつ然ぜん、スクネの目がかっと血走り、たてがみが逆立った。


　兄、コブトが首を激しく振る気配を感じる。


　鬼気を感じたのだ。それも恐おそろしく強力な……


　そして、廏の入口に黒い人ひと影かげが姿を現した。


「かすかな鬼の気がすると思ったら、まさか、おまえたちとはね……」


　女の声が響ひびく。


「姿をお見せ」


　その声を聞いた瞬しゆん間かん、スクネは鬼の姿に変わっていた。


　そして馬ば房ぼうから飛び出し、その女のまえにひざまずく。


　兄コブトも鬼の姿となり、スクネの隣となりに並んだ。


「よくも、わたしを、裏切ったわね……」


　女の声は静かだった。


　だが、その声が自分の心臓を貫つらぬくのではないかと、スクネは思った。


「お、お許しください、トキノ様。我らは鬼として生きるには、あまりにも非力。とても、トキノ様のお力になれません」


　女は、羅ら刹せつ鬼きトキノだったのだ。


　スクネとコブトが鬼道衆にいたとき、この恐るべき戦鬼に仕えていたのである。


「なら、死ねば？」


　トキノの言葉は、氷の刃やいばのようであった。


「お、お許しください」


　スクネは何度も繰くり返し、額を廏の地面にこすりつける。


　見つかってしまったからには、この場から、逃にげられるはずがない。慈じ悲ひを乞こい、情けにすがるしかなかった。もっとも、この戦鬼にそういうものがあればだが……


　スクネは、すでに死を覚かく悟ごしていた。


「もしも、許してほしいのなら……」


　トキノはその場にしゃがむと、スクネとコブトの頭をなでる。


　トキノの手が触れた瞬間、ふたりの身体からだに震ふるえが走った。


「この屋敷にいる妖あやかしを、殺しなさい」


「セラ様を、ですか？」


　スクネは目だけを動かし、トキノを見つめる。


「お、恐れながら、我らごときに、妖は殺せません」


「殺せるわ。だって、妖はもうすぐ、力を失うから……」


　トキノは舌を出し、自らの唇くちびるの形を確かめるように舐なめる。


「妖が、力を失う？」


「そうよ、そのあとなら、妖とて小こ娘むすめ同然。でも、ただ殺すだけでは許さないわ。スクネ、おまえはあの妖を犯おかしつくすの。そしてコブト、おまえは生きたまま、妖を喰くらいなさい……」


　トキノはそう言うと、ふたたび立ち上がり、ふたりの鬼おにを見下ろした。


「それができたら、わたしは、あなたたちの裏切りを許してあげる。でも、できなかったら、わたし、狂うから」


　トキノはそう言うと、ふたりに背を向けた。


「わたしは手に入れたものを、誰だれかに渡わたしはしないの」


　そう言い残すと、トキノは廏から立ち去ってゆく。


　羅刹鬼が去っても、スクネとコブトは身体を震わせたまま、かなり長い時間、動くことができなかった。


　そして、どちらからともなく顔をあげ、鬼に変へん化げした互たがいの姿を見つめる。


「どうしますか、兄者？」


　スクネはコブトに訊たずねた。


「このままでは、あの人に殺されるのは確実です」


「そうだなぁ」


　コブトは牛の首を激しく縦に振ふる。


「妖よう精せいの力が失われるならば、我らでも、セラ様のお命をいただくのは、そう難しくはありませんよ……」


　スクネはゆっくりと立ち上がった。


「鬼にもどって生きるか、このまま人として死ぬかのどちらかです」


「だったら、決まっているよなぁ」


　コブトは弟に答えながら、立ち上がる。


　ふたりの鬼は互いに見つめあうと、静かにうなずきあった。
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　近衛会議があった翌日、ヒエンの姿は南面火鳥門にあった。


　皇こう帝ていのひと声で、悪あつ鬼きと戦うことを命じられたのである。


　あの後、近衛会議は軍議となり、残る三門を全力で守ること、そして各門の守護のもとに近衛十流をはじめとする他ほかの流派の武使たちが与よ力りきすることで決したのである。


　ヒエンはスズリとともに、近衛神明流当主ツツイの門人という扱あつかいになり、この火鳥門に配置された。


　近衛北斗流当主トウイも一いつ緒しよである。


　神明流が南面の与力と決まると、彼は自ら願いでて、火鳥門の配属となった。


（どうせ、スズリが目当てだろう）


　ヒエンは勝手にそう決めつけている。


（あの野や郎ろう、これから悪鬼と戦うってのに不ふ謹きん慎しん極きわまりないぜっ）


　そう思うと、妙みように腹立たしいのだ。


　そして今、ヒエンは火鳥門の外へと出て、近くの空き地で近衛神明流当主のツツイに稽けい古こをつけてもらっていた。


「ホイ、ホホイ」


　老人とは思えない素す早ばやい動きで、ツツイが攻せめてくる。使っているのは、小こ太刀だちの二刀ではなく、大太刀だ。


　ヒエンは、いつものごとく鳳ほう翼よく、凰おう翼よくの二刀である。


「ハッ、ハッ、ハアーッ」


　息づかいで拍ひよう子しを取り、気力を高めつつ、敵の攻め手に合わせて受ける。


　それが、神明流だ。


　他の流派から見れば、どうやって勝つのか、疑問に思うだろう。事実、ヒエンは木霊で敵の術を返す以外の勝ち方を知らない。


　ゆいいつの例外は、草薙神刀流当主アモンとコセ沼ぬまで死合いをしたときである。だが、あのときは相手が本気ではなかったし、ヒエンのほうは、やり場のない怒いかりを気に乗せ、戦っていた。


　あれは、神明流本来の戦い方ではない。


　スズリが身体からだを張って止めてくれなければ、どうなっていたかわからない。今から思うと、恐おそろしくなる。


　それこそ鬼道に堕おちていても、おかしくなかったところだ。武使は常に自分を律していないと、戦鬼と化すとされている。


　羅ら刹せつ鬼きも、かつては優すぐれた武使だったに違ちがいないのだ。そして、鬼たちから童子と呼ばれている存在も……


「これまでじゃな……」


　そのとき、ツツイが唐とう突とつに声をかけてきて、ヒエンは我に返った。


「えっ、もうおしまいかよ？　もっと続けようぜっ！」


　あわてて、ツツイに叫さけぶ。


「よそ事を考えていたくせに、なにを言うか？　それに、わしぐらいの攻めでは、おまえにとっては稽古にならんじゃろう？」


「い、いや、そんなことは……」


　否定しようとしたが、つい言葉に詰つまった。


　たしかに、ツツイの攻めは、父やアモンに比べれば軽く、ヒエンは造作なく受けられた。スズリに攻めてもらっているほうが、まだしも気が入っただろう。


　そのせいで、気が散ってしまったのは間ま違ちがいない。


「気き遣づかいは無用じゃ。わしは近衛神明流歴代の当主のなかでも、出来の悪いほうだからの。だが、こんなわしの弟で子しのなかから、おまえの父のような達人が出るのじゃから、世の中、不思議よの」


　ツツイはそう言って、声をあげて笑った。


　ヒエンには返しようのない言葉である。


「オレは親父おやじのことを、なにも知らなかった。近衛だったことも、母さんとどこでどう出会ったのかも……」


　ヒエンは、小太刀の二刀を鞘さやに収めると、近くにあった石に腰こしを降ろした。


「生まれも育ちも聞いたことがねぇ。物心ついてから、修しゆ行ぎようと家事で忙いそがしく、考えている暇ひまもなかったしな」


「おまえの父は、わしが修行でアーシアを旅しているときに見つけたのじゃ」


「爺じいさんが？」


　ヒエンは驚おどろいて、ツツイを見上げる。


「あれはクオンが、まだ十になったばかりだったかの。とある村で、あいつが大勢の子供と喧けん嘩かをしているところを、たまたま見かけたのじゃ……」


　そのとき、クオンには他の子供たちの動きがすべて見えているのが、ツツイにはわかった。無論、避よけたり、受けたりということはできないから、一方的に殴なぐられ、蹴けられていた。


　しかし、クオンは怒りもせず、泣きもせず、笑っていたのである。


　そして地面に倒たおれて、動けなくなったあと、


「また、遊んでくれ」


　と、その子供たちに言ったのだ。


　ツツイはクオンを助け、家はどこかと、訊たずねてみた。


　すると、家はないとの答えが返ってきた。


　クオンの両親はかつて、とある村の領主だったらしい。だが、その村が属する郡主の屋や敷しきに招かれたとき、そこで急病にかかり、ふたりともそのまま息を引き取った。


　そして、その郡主の次男が、クオンの父に代わり、村主となったのである。クオンの叔母おばにあたる女を妻にしたから、一族も反対できなかったらしい。


　新しく村主となった男とその妻は、クオンに対し、厳しい仕打ちをした。


　自分が邪じや魔ま者ものだと悟さとり、クオンは家を出て、ひとりで生きることに決めたというのだ。


　放ほう浪ろうの旅を続けながら、行く先々で人の手伝いをし、駄だ賃ちんをもらって生きていたらしい。


　そういう境きよう遇ぐうだから、年の近い子供らに馬ば鹿かにされたり、喧嘩を売られることは日常のことだった。


「喧嘩をしていると、相手のことがよくわかる。だから、オレは誰だれよりも大勢、友達がいる」


　血と泥どろにまみれた顔に笑えみを浮うかべながら、クオンはツツイに言ったのである。


「……親父もえらく苦労したんだな」


　話を聞いて、ヒエンはさすがに胸が痛んだ。


　自分に対しての扱あつかいも、すこしは許せる気がした。


「それよりも、その郡主の野や郎ろう、オレの祖父じいさん祖母ばあさんを、毒殺したんじゃねぇだろうな？　自分の息子むすこを村主にしようとして」


「ありそうな話だの。だが、今となっては真相はわかるまい。クオンも自分の生まれた村の名も、どこの国なのかも、覚えていなかったしの。きっと忘れたかったのであろう」


「釈しやく然ぜんとはしねぇが、今さらどうしようもねぇしな。なにかのおりに、祖父母の墓を建てて、供く養ようすることにするぜ」


　ヒエンは答えた。


「それがよい、それがよい」


　ツツイは繰くり返した。


「クオンは村主であった父から、武術の基き礎そを教わっていたようじゃ。そして優すぐれた素質を持っておった。瞬を見切る目の良さと、素す早ばやい動きは天性のものだったの。どうやら、おまえさんにも受け継つがれているようだの」


「親父譲ゆずりと言われると、癪しやくだけどな」


　子が親を超こえたとして、それを親から素質を受け継いだおかげだと言われては、当人の努力がまったく報むくわれない。


「わしはクオンを引き取り、神域に連れて帰った。他ほかの流派を学ばせようとしたんじゃが、なぜか神明流にこだわっての。そして十年後には、誰ひとり、クオンの受けを崩くずすことができなくなっていた。そしてアーシア全土を巡めぐり、修行の旅に出たのだ。次期皇こう帝てい候補との噂うわさが聞こえてきたのは、あっという間じゃった……」


　二十歳はたちそこそこで、クオンは剣聖と呼ばれていたわけである。ヒエンもあと二年とすこしで二十歳となるが、とうてい自分がその域に達しているとは思えない。


「クオンがもっとも優れていたところは、仕合をした相手と仲良くなることじゃった。仕合をすれば、相手のことがよくわかると、クオンはいつも言っておった。子供の頃ころにした喧嘩と同じなんじゃろうな。あやつは相手の剣を受けることで、すべてを受け入れることができたのじゃ。いかなる修行をしてきたか、どんな想おもいで技わざや術を磨みがいてきたかをな。クオンと仕合をした者は、敗れた悔くやしさより、自分の剣が認められたという満足感を得たそうじゃ。剣聖の名は、決して強さのみで得られたわけではないぞ」


　ツツイはまるで我が子のことを語るかのように、目を細めて言った。


　父のことを褒ほめられて、無論、悪い気はしない。


　だが、今の自分とのあまりの差に気が遠くなりそうだ。


　しかも、ヒエンにとって、父は聖人ではない。なにも知らない子供だった自分に厳しい修行を課し、修行と称しようし、いっさいの家事までやらせた。


　帝てい都とに修行に来て、その異常さと非道さに気づき、父にひと太刀たちを入れるというのが、ヒエンにとって修行の目標となった。父が死んで、それがかなわなくなり、武術に対する熱意が冷めかけている。


（いろいろ癪に障さわるぜっ！）


　ヒエンは大声で叫さけびたい気分だった。


「古参の近衛の多くは、クオンのことを今でも懐なつかしく思っていよう。まあ、それがおもしろくないと思っている者もいるわけじゃが……」


　それが誰のことかは、ヒエンにはすぐわかった。


　近衛北斗流当主トウイである。彼は次期皇帝候補と目されている天才らしく、近衛の古参から、なにかと父と比べられているらしいのだ。


　その点では同情できるが、父だけではなく神明流まで目の敵にしているのが、ヒエンにはどうにも我が慢まんならない。上から見下ろしてくるようなあの視線が腹立たしい。


「おまえはいろいろ迷っとるみたいじゃが、わしとしては、おまえのような者に、神明流を継いでもらいたいの」


「オレが？」


「そうじゃ……」


　ツツイはうなずく。


「おまえは強い相手を見ると、倒たおしたいと思うのではなく、受けたいと思うじゃろう？　それこそが、神明流を修しゆ行ぎようするにおいて、もっとも大切だからの」


「たしかに、そうだ……」


　ヒエンは愕がく然ぜんとなる。


　思い返せば、思い当たることだらけだった。


「しかし、それはオレが親父おやじからそういう剣しか習ってこなかったからで──」


「神明流の修行をはじめても、相手を倒したいと思うようになる者はすくなくない。そういう者は、他流に変わるか、新しい流派を興おこそうとするものよ」


「なるほど……」


　ヒエンはうなずいた。


　その気持ちもわからなくはない。後の後となるゆえ、受けるだけというのは難しく、それぐらいなら攻せめて勝つほうが簡単だと、ヒエンも思ったことがある。


「ということは、オレが強い相手の剣を受けたいと思うのは？」


「変わっておるということよ。わしも、そうじゃがな」


　ツツイが声をあげて笑った。


「そうだったのか……」


　ヒエンはがっくりとうなだれる。


「わしは、自分が強うなるより、他人が強うなるのを見るのが、嬉うれしゅうてしかたがない。とくにトウイのように急速に伸のびてゆく若者を見るのが大好きなのじゃ。しかし、不安もあっての。才能のある若者が道を間ま違ちがえるのも、何度も見たのでな」


「あいつは、もう間違えているんじゃねぇか？」


　ヒエンは冷たく言った。


「どうやら、おまえにはむきになっとるようじゃの。だが、あやつにとって、それはいいことかもしれん。自分を追ってくる者が、ようやく現れたんじゃからの」


「追いかけたくなんかねぇけどな……」


　しかし、今、トウイと仕合をしても、勝てる見込みはない。


　ヒエンには受けることしかできないからだ。しかもスズリから聞いた話では、トウイの崩しは、かなりのものらしい。


　近衛神明流の当主であるツツイを五太刀で崩したというのだから、ヒエンとてどれだけ保もつかわからない。


「神明流に、攻めの秘技なんかはねぇのかな？」


　ヒエンは一いち縷るの望みをかけて、ツツイに訊たずねてみた。


「残念ながら、ないのう。神明流はひたすら受けを鍛きたえ、それを極きわめれば、自おのずから攻めの形を見み出いだせるとしている。総そう受じゆ一いつ攻こうの極ごく意いとは、そういうことじゃ」


「そりゃあ、不動の奥義を極められたら、どんな相手だって恐こわくねぇんだけどな」


　相手を完全に無力化する絶対の受けが〝不動〟である。動かぬ相手を倒すのに、技も術も必要ないのだ。


　だが、その奥義を使うものは、近衛ではなく悪あつ鬼きの側にいる。


（童子とかいう鬼おに、いったいどんな奴やつなんだ）


　そのことが、ヒエンの心にひっかかっていた。


　会って、刃やいばを交えてみたいと思う。そうすれば、なにかがわかる気がするからだ。





　　　　５




　異様な気配を感じたのは、日が沈しずんでまもなくである。


　そのとき、ヒエンは火鳥門にもどっており、ツツイとともに食事をしていた。


　箸はしを止め、ツツイとうなずきあう。


　そして脇わきに置いてあった鳳翼、凰翼の二刀を腰こしに差し、隣となりの部屋との仕切りを開いた。


　そこではスズリが、トウイと向かい合って、食事を取っていた。


　ふたりが顔をあげて、ヒエンを見つめる。


「食事中なのだがね？」


　トウイが咎とがめるように言った。


「それは、こっちもだぜ。だが、今はそれどころじゃねぇんだよ」


　ヒエンが言うと、スズリははっとしたように、側そばに置いてあった大おお太刀たち〝紅冠〟を摑つかんだ。


「悪鬼が攻めてきたのか？」


　トウイもようやく気づいたようだった。


「もしかして、おまえ、戦いくさは初めてか？」


　だから、異様な気配が近づいてくるのに反応できなかったのだろう。


　尋じん常じような仕合では、不ふ意い討うちなどありえないからだ。


「わたしは神域で、最高の武使を相手に仕合を重ねている。それに比べれば、戦などどうということはない。そのこと、これから示してやろう」


　侮ぶ辱じよくされたと思ったらしく、トウイがむきになって言い返す。


　そして、スズリを振ふり返った。


「さあ、ともに戦いましょう！」


「ですが、わたしは神明流の門人ですので……」


　スズリはそう言って、ヒエンの反応をうかがおうとする。しかし、そのときには彼はさっさと部屋を飛びだしていた。


　むっとして、スズリはトウイにうなずきかえす。


「参りましょう」


　そして大太刀を摑むと、足早に部屋を出た。





　十六夜いざよいの月が、東の空から昇のぼっている。


　その淡あわい銀色の光に照らされ、道の向こうから、鬼たちの群れが飛び跳はねるように、迫せまってくるのが見えた。


　神代記に伝えられる百ひやつ鬼き夜や行こうの絵図を、現実に再現したかのような禍まが々まがしさである。


「たくさん来ておるの」


　額に手をかざしながら、ツツイが感心したように言った。


「あれは、人ひと喰くいだな……」


　鬼とは因いん縁ねんがあるゆえ、ヒエンは機会があるごとに、鬼について調べていたのだ。


　人ひと喰くい鬼おに、あるいは食しよく人じん鬼きは、その名のとおり、人の肉を喰くらうことで変へん化げする鬼だ。肉体的にも強きよう靭じんで鬼の術も使う。上位の鬼とされているが、さほどの相手ではない。


　陵りよう国こくミサカで戦った〝子こ喰ぐらい〟と名乗っていたカクアも人喰いだ。しかし、カクアは自らの子を喰っていただけに、より業が深い。それこそが、鬼としての強さなのだ。


　門の手前では、近衛天元流の武使たちが刀を構え、横一列に並んでいる。もっと引き寄せたあと、鬼どもの群れに斬きり込んでゆくつもりなのだ。


　南面守護ミクマの姿はない。四方陣の要かなめたる封ふう刀とう〝焰ほむら〟を守っているのだろう。


　そして北斗流の当主トウイとその門人たち、そしてスズリも門から出てきた。


「我らが突とつ貫かんします。トウイ様は門をお守りください」


　天元流の武使のひとりが、トウイにそう声をかけた。


「心得ました。存分に、お働きください」


　トウイはうなずくと、門人たちに合図を送る。


「オレたちはどうするんだ？」


　ヒエンはツツイをうかがった。


「神明流の戦い方はただひとつじゃ。もっとも強い敵に挑いどみ、その攻せめを受け続ける。倒たおすのは誰だれかにまかせればええ」


　ツツイは笑いながら答えた。


「なんか、しまらねぇが、承知したぜっ」


　ヒエンは答えると、油断なく周囲に注意を向ける。


　この門を攻めに来たのが、人喰いだけとは思えない。もっと、上位の鬼おにがかならずいるはずだ。あるいは、それは神明流の奥義を使う童子という鬼かもしれないし、羅ら刹せつ鬼きトキノかもしれない。


「抜ばつ刀とうっ！」


　天元流の武使のひとりが号令し、彼らは一いつ斉せいに刀を抜ぬくと、上段に構えた。


「突貫っ！」


　そして次の号令で横一列に並んだまま、悪あつ鬼きの群れに斬りこんでいった。


「チェーイッ！」


　天元流独特の気合いの声が、夜の空気を震ふるわす。


「アウォーッ！」


　鬼どももそれに負けじと咆ほう哮こうをあげた。


　両者は火鳥門から五十歩ほどのところでぶつかりあう。


　激しい金属音が響ひびき渡わたり、気合いと怒ど号ごう、絶ぜつ叫きようが飛び交かった。そして、乱戦となる。


　数は鬼のほうが、何倍も多かった。だが、天元流の武使たちは、その数の差をものともせず、鬼の群れを切り裂さいてゆく。


　人喰いどもは、天元流の武使たちを取り囲もうとするが、天元流の突とつ破ぱ力はそれを遥はるかに凌りよう駕がしていた。


　悪鬼の群れは左右に分断され、右手に回りこんだ武使たちによって追い立てられる。そして火鳥門に対し、背後を見せた瞬しゆん間かん──


「今だっ！」


　トウイが門人たちに突とつ撃げきを命じた。


「参るっ！」


　真っ先に飛び出したのは、スズリである。


　彼女はすでに真っ赤な霊れい光こうを全身から立ち上らせており、闇やみを駆かけるその姿はさながら火の玉のようであった。


「胡こ蝶ちよう炎えん舞ぶ！」


　鬼たちから十歩の間合いで、スズリは術を解き放った。彼女の大おお太刀たち〝紅冠〟の刃やいばから炎ほのおの飛礫つぶてがいくつも疾はしり、悪鬼の群れに撃うちこまれる。


　それが合図であったかのように、そこかしこで、炎が炸さく裂れつし、夜の闇を赤く照らす。


　天元流の武使たちが放つ火行の術もあれば、鬼どもが操あやつる〝鬼おに火び〟の爆ばく発はつもあった。


　激しい爆音が響き渡り、白はく煙えんが立ちこめる。


　ヒエンは、まだ刀も抜いていない。


　戦いくさで入り乱れる気のなかから、心を研とぎ澄すませて、変化を感じ取ろうとしていた。


「わしらの出番はないかもの……」


　ツツイが穏おだやかに笑う。


「そ、それはねぇだろ？」


　ヒエンは焦あせりを覚えた。


「天元流の武使も、北斗流の武使も見事ではないか？」


「そ、そりゃあ、な」


　ヒエンは黙だまってうなずいた。


　さすが、アーシア最強の武使集団である。


　このまま自分たちの出る幕がないなら、それにこしたことはないのだ。だが、若いヒエンはそれでは収まりがつかない。北斗流の当主から臆おく病びよう者と思われるのは我が慢まんならない。だが、人ひと喰くいのような敵が相手では、神明流には受けしかないゆえ、さほど役に立たないのだ。


　ツツイが言ったように、最強の敵が現れるのを待つしかない。


　ヒエンは神明流の当主であり、父の師でもあるツツイに従おうと決めた。


　そのときである──


　左手のほうから、異様な気配が近づいてくるのに気づいた。


　その方向に目を向けると、ススキの野原が激しく波打っている。月明かりを反射し、黒光りする影かげが、ススキのあいだからときおり覗のぞいた。


「あれは、いったい？」


　ヒエンは目を凝こらし、正体を見み極きわめようとする。


「どうやら、出番のようじゃの」


　ツツイが、まるで散歩にでも出かけるように、進みでていった。


　ヒエンは小こ太刀だちの二刀に手をかけながら、そのあとに続く。


　そしてそれは野原を恐おそるべき速度で渡ると、その姿を現した。


「シャーッ！」


　そんな音とともに、ぬるりとした鱗うろこに包まれた大きな頭が三つ首をもたげた。


　大蛇オロチである。胴どうの太さは大樹の幹ほどもあり、長さもそれに見合うだけある。驚おどろいたことに三つの首はひとつの胴に繫つながっていた。


　三み岐またなのだ。


「獣じゆう鬼きかよっ！」


　ヒエンは中海で戦った牛うし鬼おにを思いだしていた。


「ばけものだっ！」


　大蛇に気づいた近衛の武使たちが、驚きの声をあげる。


「怯ひるむな！　図ずう体たいが大きいだけのこと。しょせんは蛇へびにすぎぬ」


　トウイが門人を叱しつ咤たし、人喰いたちは天元流の武使にまかせ、大蛇に向かってゆく。


「お、おうっ！」


　北斗流の門人たちは気合いを入れ直し、若き当主に続いた。


「取り囲んで仕留めるのだ！」


　トウイが指示し、自分は蛇の頭に向かおうとする。


　しかし、ツツイがその肩かたを摑つかんで制した。


「トウイ殿どの、正面は我ら神明流にまかせていただこうかの」


　ツツイが微び笑しようを浮うかべ、首を横に振ふる。


　そして、そのときには、ヒエンが我慢しきれないというように、走りだしていた。


「さあ、きやがれっ！」


　鳳翼、凰翼の二刀を抜ぬくと、大蛇を挑ちよう発はつするように真横に広げる。


　それに応じたかのように、三岐に分かれた蛇の頭のうち、ふたつが鞭むちのように伸のびてきた。


「ハッ、ハアッ」


　鋭するどい牙きばが嚙かみ砕くだこうとするのを、ヒエンは小太刀の二刀を疾らせ、寸前で受ける。


　しかし、完全に勢いを防ぐことはできず、大きく上体が仰のけ反った。


「なんて、力だ！」


　ヒエンは舌打ちする。


　そこへもうひとつの首が迫せまってきた。


（受けきれねぇっ）


　ヒエンは飛び退のこうとする。


　しかし、彼の目の前にツツイがするりと入りこんできて、大蛇の三つめの首を受けた。


「力に力で対たい抗こうしようとしてはならん。瞬を逃のがさず、点で受けるのじゃ」


　ツツイの叱咤の声がする。


「わ、わかってるぜっ」


　しかし、大蛇のあまりの巨きよ体たいを目の前にして、余分な力が入りすぎたのだ。


「ふたりで三つじゃ。そう難しくはあるまい」


　ツツイが笑いかけてくる。


「お、おうっ」


　ヒエンは応じた。


　しかし大蛇はふたたび首をもたげると、口をかっと開き、液体を吐はきかけてきた。


　ヒエンはとっさに、横に跳とんだが、そこにも別の口から液体が飛んでいた。


　今度は後方に跳んで避よけたが、地面に当たった液体のしぶきが足にかかった。そこに猛もう烈れつな激痛が走った。


　液体がかかったところから白い煙けむりがあがり、衣服が溶とけ、皮ひ膚ふが爛ただれてゆく。


「毒液かよっ？」


　ヒエンは痛みに耐たえながら、大蛇のもうひとつの首を見た。


　その首も、猛烈な勢いで毒液を吐きだしている。そしてその先には、ツツイがいた。


　しかし、ツツイは避けようともしない。


「ホイッ」


　不思議な気合いの声とともに、左の小こ太刀だちを振るうと、刃やいばに一いつ瞬しゆん、青白い霊れい光こうが走った。


　すると風が渦うず巻まいて、大蛇の毒液はそのなかに吸いこまれてゆく。


「す、すげぇっ！」


　ヒエンは感かん嘆たんの声をあげた。


「風でも、水でも、なんでも受けんと、神明流とはいえんぞ？」


　ツツイが声をかけてくる。


　ふたりが戦う様子を、ひそかに観察していたトウイも目を見張っていた。


「ツツイ殿に、あれほどのことが……」


　水さえも受けられるなら、北斗流が極ごく意いとする流水の崩くずしにも、もっと対応できるはずだ。しかし、普ふ段だんのツツイは相手の攻せめの鋭さを賞賛しつつ受けながら、かならず崩れる。


（もしかして、本気ではなかったということか？）


　自らの推測に、トウイは屈くつ辱じよくを覚えた。


　そのあいだにも、ツツイはヒエンと呼吸を合わせ、三岐の大蛇の牙や毒液、そして首で巻き取ろうとする攻こう撃げきをことごとく受けていた。


　そして大蛇を取り囲んだ北斗流の武使たちが、隙すきを狙ねらって、その胴どうに鋭い突つきを入れてゆく。尻尾しつぽを激しく震ふるわせ、あるいは胴体を横に転がらせて、大蛇は武使たちに反はん撃げきする。


　数人の武使が、尻尾にはじき飛ばされたり、その巨体の下した敷じきになった。


　だが、北斗流の武使たちの刃は仄ほの暗ぐらい霊光を帯び、術を次々と放つ。


〝水すい砲ほう〟〝霞かすみ斬ぎり〟〝五月雨さみだれ〟といった水行の術が、さながら演武のごとく披ひ露ろうされた。


　容よう赦しやのない攻めに、大蛇の動きも徐じよ々じよに鈍にぶくなってゆく。


「たぎってくるじゃねぇか！」


　ヒエンも、自分の気が最高に達するのを感じていた。


　そして、


「木霊ぁっ！」


　大蛇の頭が毒液を吐いてきたのに合わせて、ヒエンも術を放った。


　風の刃で毒液が薄うすい膜まくのように広がり、弾はじき返されてゆく。しかも風の刃は勢いを失うことなく、もとから大きく裂さけている大蛇の口をさらに深く、切り裂いた。


　そして蛇へびの頭のひとつの上うわ顎あごが、下顎から完全に切断される。


　蛇の上顎がぼとりと地面に落ち、残った下顎と首は苦痛のあまり、激しく左右にのたうった。それが、残るふたつの首の動きを邪じや魔まする。


「チェーイッ！」


　まるで雉きじが鳴いたような甲かん高だかい気合いの声が響ひびいたかと思うと、スズリが大蛇の頭の真下に躍おどりこんでいった。


　真っ赤な霊光を全身から立ち上らせながら、大おお太刀たちの切っ先を大蛇に向け、鋭するどく突きだす。


　刃が根本まで完全に埋うまったあと、一瞬遅おくれて、大蛇の身体からだのなかで爆ばく発はつが起こった。


　鱗うろこと肉にく片へんが飛び散り、蛇の胴どうに巨きよ大だいな風穴があく。


　大蛇はふたつの首を天に向かって、まっすぐ突きあげ、しばしのあいだ痙けい攣れんしたあと、地じ響ひびきを立てて倒たおれた。


「やったぞ！」


　それを見た武使たちが歓かん声せいをあげる。


　だが、次の瞬しゆん間かん──


「よ、よくも、わしの可愛かわいい大蛇をっ！」
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　そんな声が響いたかと思うと、野原から一体の鬼おにが姿を現した。


　青色の肌はだに、額から長く伸のびた一角。そして首といわず、腕うでといわず、蛇を巻きつかせていた。


「貴様が、大蛇を操あやつっていたのか？」


　トウイが目を細め、進みでる。


「おうよ！　わしは〝獣じゆう鬼き使つかい〟のコガラ。我が大蛇の苦しみ、思い知らせてくれるわっ」


　笛のようなものを口に当て強く吹ふく。


　音はしなかった。


　しかし、野原から無数の蛇が這はいでてくる。


「ひっ！」


　その瞬間、スズリが悲鳴をあげ、近くに来ていたヒエンの背中に隠かくれた。


「なにを怖こわがってんだよ？　さっき、あのでかいのに、とどめをさしていたくせに？」


　ヒエンが不思議そうに、スズリを見つめる。


「い、一いつ匹ぴき、一匹ならいいのだが、群れているのは苦手なのだ」


「庭の石をめくったら、小こ蟻ありがびっしりとかか？」


「そ、想像させるな！」


　スズリは本気で怯おびえてるらしく、激しく身み震ぶるいした。


（意外な弱みだな）


　ヒエンはそう思ったが、なにかのときのために、とりあえず心に留めておく。


「小こ賢ざかしいな！」


　トウイは叫さけぶと、刀を下段に構え、切っ先をわずかに地面につけた。


　その瞬間、彼の刃が青黒い霊光を発する。


　そして地面が光りはじめた。地面に水が浮うき出してきたのである。それが月明かりを反射しているのだ。


「これが、あいつの術か？」


　ヒエンはなにが起こるのか、気を張りつめて見守る。


　次の瞬間、トウイは地面を強く蹴けった。そしてその姿勢のまま、水が浮いた地面を高速で滑った。水しぶきとともに、地面を埋めていた蛇が跳はねあがる。


　二十歩ほどもあった鬼との間合いを、トウイはほとんど一瞬で、移動していた。


　そして下段から鋭く刃やいばを斬きりあげる。


（まだ遠い）


　ヒエンは思ったが、トウイの刀は長くなっていた。


　刀の切っ先からほとばしった水が、刃となっていたのである。


　蛇を操るため、笛を奏かなでていた獣鬼使いは、身動きひとつできなかった。


　鬼の股また下したから頭までを、トウイの水刃は完全に両断している。


　鬼の身体が左右の半身に分かれて、倒れていった。


「近衛北斗流運足術〝渡わたら瀬せ〟、同流奥義〝登とう竜りゆう〟、あいかわらず見事な冴えじゃの」


　ツツイが満足そうにうなずく。


「地面に水を浮かせ、その水面を滑って間合いをつめ、水刃を伸のばして斬るとはな」


　ヒエンも感かん嘆たんの声をもらしていた。


　水面を渡わたる術があるのは知っていたし、水刃も知っている。


　しかし、それらが一連の技わざとして使われたという話は、聞いたことがなかった。


「トウイが編みだしたのじゃよ。あやつは合理の剣けんとされる北斗流に、さらなる創意工く夫ふうを加え、流派を洗練した。それゆえ、あの若さで先代より当主の座を譲ゆずられ、そして近衛十流にも名を連ねたのじゃ」


　それがいかに特別であるかは、近衛の武使ではないヒエンにもわかる。


　だが、素す直なおにそれを認める気にはなれなかった。


「まあ、今のは予期してないと、受けられないな」


　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいをはって、ヒエンは言った。


「予期していてもどうかの？　あれから何段もの連続技を繰くり出してくるからの。そのすべてを受けきることは、なかなかできん」


　ツツイが笑う。


「まったく癪しやくに障さわるぜ……」


　ヒエンは憮ぶ然ぜんとした。


　さすがは次期皇こう帝ていと噂うわさされるだけのことはある。今すぐ仕合をしたら、勝てそうにない。


　しかし皇帝候補というなら、ヒエンの父クオンも同じだ。ヒエンはその父から神明流を鍛きたえられてきたのである。


（オレは、まだまだ修しゆ行ぎよう不足だ。だが、それだけ伸びシロがあるってことだ）


　そう、自分に言い聞かせて、ヒエンはツツイに向き直った。


「明日からは、オレを徹てつ底てい的てきに鍛えてくれねぇかな？　あいつの奥義、絶対に受けてやる」


　ヒエンはそう言うと、ツツイに一礼した。


「気を入れて、稽けい古こに励はげむのならな」


　ツツイがうなずく。


「無論だとも！」


　ヒエンは声に力を込めた。


　気がつくと、地面を覆おおいつくしていた無数の蛇へびたちは、姿を消している。


　鬼おにの気配も完全に消え去っていた。


　人ひと喰くい鬼は大半が倒たおされ、生き残りは逃にげ去っていたのである。


　近衛の武使たちも何人かが討うち死にし、あるいは怪け我がを負ったが、犠ぎ牲せいは最小限といえた。


　誰だれからともなく勝ち鬨どきがあがり、その声はしばらくのあいだ、途と切ぎれることはなかった。
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　悪あつ鬼きとの戦いは、短時間で終しゆう了りようした。


　近衛の武使は火鳥門にひきあげると、戦死者を埋まい葬そうし、怪我人の手当てをし、風ふ呂ろを浴び、返り血と泥どろで汚よごれた服を着き替がえた。


「悪鬼など口ほどにもない」


「三み岐またの大蛇には驚おどろかされたが、あれとて図ずう体たいがでかいだけよ」


　近衛の武使たちは、勝利の余よ韻いんにひたっている。


　南面守護ミクマが宮きゆう殿でんまで門人を走らせたところ、他ほかの二門にも悪鬼の襲しゆう撃げきがあり、いずれも味方勝利との報しらせを持ち帰ってきた。


　攻せめこんできた悪鬼の大半を討ち取り、そのなかには、かなり上位の鬼も含ふくまれていたようだ。一方、近衛の側は近衛十流をはじめとして、各流派の当主に戦死者は出てない。


　まさに完勝だった。


　しかし、北面にも西面にも童子という戦鬼や羅ら刹せつ鬼きと思おぼしき姿はなかったという。


　夜半を過ぎたこともあり、見張りを十分に出し、次の攻こう撃げきに備えつつも、火鳥門は休息ということになった。


　ヒエンはツツイとともに部屋にもどると、じっと腕うでを組み、考えに耽ふけっていた。


　ツツイは布ふ団とんも敷しかず、ごろりと畳たたみに横になる。


　そこにスズリが顔をのぞかせた。


「浮うかない顔をしてるな？」


　ヒエンをひと目見るなり、彼女は言った。


「童子とやらいう鬼がいなかったのが、気にかかっているのか？」


「それもある……」


　ヒエンはうなずく。


「それとな、鬼たちの動きも気にかかっている。神域の結界を破るのが狙ねらいなら、三つの門を同時に攻めるんじゃなく、ひとつの門に総攻撃を加えるほうが賢かしこくねぇか？　こっちはどこを攻めてくるかわからないから、三つの門を均等に守っていたんだぜ？」


「そんなことは、考えもしなかった……」


　スズリは思案の表情になると、ヒエンと向かい合うように腰こしを降ろす。


「反論するわけではないが、鬼どもにそこまでの知ち恵えがなかったとか、互たがいに功を競きそいあったとは考えられないか？」


「答えは案外、そんなところかもしれねぇが……」


　ヒエンは苦く笑しようした。


「こうも無策だと、なんか気持ちが悪いんだ」


「ヒエンは、いろいろ考えているのだな」


　スズリが感心したように言う。


「おまえが考えなさすぎなんだよっ！」


　ヒエンはむっとして、言い返した。


「なんかな、いろいろ腑ふに落ちねぇんだ。結界を破って神域に攻め入り、皇帝と近衛を討つ。そんな力が鬼道衆にあったら、中海や陵りよう国こくミサカで細こま々ごまと勢力を拡大しようとするかな？」


「アーシア各地で勢力を拡大してきて、ようやく機が熟したと考えたのではないか？」


　スズリがむっとしながらも、意見を言った。


「そのわりには、あっさり負けたよな？」


「それは鬼たちが近衛の強さを軽く見ていたから──」


「やっぱり、腑に落ちねぇな」


　ヒエンはため息をついた。


「もう、なにも言わん！　勝手に考えているがいい！」


　スズリは勢いよく立ちあがると、そのまま去ってしまった。


「怒おこることは、ねぇだろうに……」


　ヒエンは啞あ然ぜんとしながら、スズリを見送った。


「おまえは、女心というものがわかっておらんの……」


　いきなり声がして、ツツイがむくりと起き上がった。


「わ、悪かったな」


　ヒエンはふてくされた顔になる。


　自覚はしているし、苦労もしてきた。


「そんなところも、クオンに似ておるとはの」


「親父おやじが？　あいつは違ちがうだろ？　母さんと駆かけ落ちしたぐらいなんだから……」


「それは、どうかの？　わしにはそうするより他に思い至らなかったように思える。無論、おまえの父と母が仲が良いというのは否定せんがな」


「見ていて嫌いやになるほど、仲がよかったぜ。親父は母さんにべったりついて離はなれないし、母さんは惚のろ気けてばかりだし……」


「夫ふう婦ふ仲がよいのは、けっこうなことじゃ。案外、稀まれなことじゃからの」


「そうなのか？」


　ヒエンは驚いた。


　父と母はすこし度が過ぎるものの、どこの家も同じようなものだと思っていたのである。だから、所帯を持つことに憧あこがれたし、自分を好いてくれる娘むすめを早く見つけたかったのだ。


「女を選ぶときは注意せんとな。間ま違ちがった相手を選ぶと、ひどい苦労をする」


「それは、わかるぜ」


　ヒエンは苦く笑しようまじりにうなずいた。


（母さんみたいにわがままなのや、スズリみたいに性格の激しいのを選んだら大変だからな）


「どうやら、わかっておらんようじゃの……」


　ヒエンの表情からなにかを悟さとったのか、ツツイが大きくため息をついた。


「まあ、おいおい、わかってくるじゃろう。若いうちは失敗も経験じゃからの」


「失敗なら、もう十分してきたぜっ」


　ヒエンは顔をしかめた。


「女がわからんようなら、まだ足りていないということじゃ」


「まだ、足りてねぇのか？」


　ヒエンは愕がく然ぜんとする。


　つまり、これからも失敗しつづけるということだ。


「たまらねぇな……」


　ヒエンはため息をついた。


　そのときである。


「ツツイ殿どの、起きておられますか？」


　部屋の外から、声がかけられた。


　近衛北斗流当主トウイの声である。


「ちょうど起こされたところじゃ。入りなされ」


　ツツイが答えると、トウイが一礼して部屋に入ってきた。


　なんの用だ、とヒエンは不ふ機き嫌げんな顔になる。だが、自分に用があるわけではないので、なにも言わないでおいた。


「大蛇との戦い、お見事でした……」


　トウイはそう切り出すと、ツツイと向かいあうように座る。


「いやいや、トウイ殿こそお見事、お見事。大蛇を操あやつっていた鬼おにこそが、どうやら敵の主将でしたからの」


「たわいもない相手でした……」


　トウイは首を横に振ふる。


「それに比べ、あの三岐の大蛇は恐おそるべきばけものでした。翁おきながひきつけていただいたおかげで、最小限の犠ぎ牲せいで倒たおすことができました」


「なんの、なんの。あれが、神明流の戦い方じゃ。それに、わしひとりではなく、もうひとりいたからの」


　ツツイが笑い声をあげる。


　トウイはヒエンを一いち瞥べつしたものの、なにも言わなかった。


（オレには労ねぎらいはなしかよ）


　ヒエンは心のなかで吐はき捨てる。


「ところで、何用じゃな？」


「実は、ツツイ殿にお願いがあってまいりました」


　トウイが言って、ふかく一礼した。


「いったい、なんじゃ？」


　ツツイがトウイを促うながす。


「今すぐ、わたしと仕合をしてくれませんか？」


「なに？　仕合とな？　それも今すぐじゃと？」


　トウイの申し出に、ツツイが大きく目を見開いた。


「挑いどまれたのなら、応じぬわけにもゆかぬがの。しかし、なにゆえ、このようなときに？　悪あつ鬼きとの戦いくさが片付いたあとではいかんかの？」


　ツツイは白い髪かみが薄うすく残るだけの後頭部をさすりながら、言った。


「わたしは先日、ツツイ殿に受けていただき、五太刀たちで崩くずしました。しかし、あれはツツイ殿が本気ではなかったからだと、先さき程ほどの大蛇との戦いを見て、悟ったのです。ですから、今度は本気でお受けいただきたい。それゆえ、仕合なのです」


　トウイの表情は、真しん剣けんそのものだった。


「なるほど、そういうことなら、応じぬわけにはゆかぬの……」


　ツツイは笑顔を浮うかべて、うなずく。


「よかろう。今なら道場も空いていよう」


　ヒエンは黙だまって事の成り行きを聞いていたが、ツツイが仕合に応じると聞いて驚おどろいた。


「なにも、今じゃなくてもいいだろう？」


　トウイに対し、責めるような口調で言った。


　しかし、近衛北斗流の当主は口をかたく閉とざしたまま、答えようとしない。


「いや、今でなければならないのじゃよ」


　ツツイがヒエンに笑いかける。


　すべてを悟さとっている顔だった。


「おまえもよく見ておくがいい。そうそう、あの娘むすめも呼んでくるとええ」


「わかった……」


　ヒエンは立ち上がる。


　そして、もしもツツイがトウイに斬きられるようなことがあれば、ヒエンは彼に仕合を挑む覚かく悟ごを決めた。
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　火鳥門の道場の四よ隅すみに松明たいまつが灯ともされていた。


　道場の中央で、ふたりの近衛の武使が向かい合って正座している。


　ひとりは近衛神明流当主ツツイ、もうひとりは近衛北斗流当主トウイだ。


　スズリは布ふ団とんに入ろうとしていたところを、ヒエンに呼びだされ、連れてこられた。


「いったい、なんでこのようなことに……」


　スズリはヒエンに事情を訊たずねる。


「……大蛇との戦いで爺じいさんの実力を知って、これまで手加減されていたことを侮ぶ辱じよくと思ったんだろうな」


　短く事の次し第だいを語ってから、ヒエンがそう付け加えた。


「そのようなことで？」


　スズリには信じられない思いだった。


「稽けい古こなのだから、手加減するのは普ふ通つうだろう？」


　ヒエンに言ってもしかたがないと承知しながらも、そう言わずにはおられなかった。


「ここは神域だからな。きっと稽古も本気なんだろう。オレたちだって、そうじゃねぇか？」


「た、たしかに、そうだが……」


　ヒエンとの稽古も、ひとつ間ま違ちがうと命を落としそうなほどに激しい。


　もっとも、激しいのは、スズリが攻せめ、ヒエンが受けているときだけだ。逆になると、いきなり程度が低くなる。


　激しい稽古をしようものなら、スズリの命はいくつあっても足りないだろう。


　神明流の使い手であるヒエンの攻めさえ、受けられないのだから、いかに受けの才能がないかが知れる。


　ミナマにいたとき、スズリが最初に入門したのは、元流の一派である。この一派は激しい連打で勝つことを極ごく意いとしていた。もともと、受けに重きをおいていない流派であるし、スズリはほとんどの相手を、わずかな時間で攻めきることができた。だから、受けが苦手なのも、気が続かないのも、さほど問題にはならなかったのである。しかし、相手が強くなってくると、そう簡単にはゆかなくなる。そこに自分の限界を感じ、焦あせりを覚えていたのだ。


「オレだって、納なつ得とくしているわけじゃねぇ。しかし、あいつは思いつめているし、爺さんはそれに応じた。だから、仕合が終わるまで、黙って見てるしかねぇ」


　ヒエンは板いた敷じきに正座し、ツツイとトウイが立ち上がり、一礼するのを睨にらみつけるように見つめていた。その横顔は真剣そのもので、それ以上、声をかけるのさえはばかられた。


「そうだな……」


　スズリは言葉にできない悲しさを感じながら、うなずいた。


　彼女は若くして、近衛十流の当主の重責を果たしているトウイのことを、武使として素す直なおに尊敬している。また自分の剣けんを認めてくれたこと、異性として好意を抱いだいてくれていることを、嬉うれしくも思っている。


　神明流の当主であるツツイの温かな人ひと柄がらにも、親しみを抱いていた。


　ふたりがこういう形で仕合をするというのは胸が痛み、見ていられない。


　しかし、ツツイはあえて、スズリにもこの仕合を見せるよう、ヒエンに言ったそうだ。その言葉には、なにか理由があるに違ちがいない。それを見み極きわめなければならないと思う。


　だから、スズリはヒエンの隣となりに正座し、かたく握にぎった拳こぶしを膝ひざに置いて、ふたりが剣を構えるのを見つめた。


「いよいよかよ……」


　ヒエンはおそらく無意識に声に出しているのだろう。


　しかし、口に出さずとも、彼の考えていることは単純で、スズリにはすぐわかるのだ。


「参ります！」


　トウイが下段に構えた。


　気は十分に高まっているらしく、彼が持つ黒みを帯びた刃やいばが、青黒い霊れい光こうを発する。


「さっきのあれを使う気だな？」


　ヒエンが息を飲んだ。


「近衛北斗流奥義〝登竜〟──と言ったな」


　スズリもつい声を出す。


　ヒエンの肩かた越ごしに見ていたのだが、トウイは二十歩もの間合いを一いつ瞬しゆんに詰つめ、獣じゆう鬼き使いを一刀両断に斬って捨てたのである。


　ふと見ると、彼の刃には霧きりがまとわりつき、切っ先からは水が滴したたっている。


　トウイの刀は〝叢むら雨さめ〟といい、近衛が所有する数々の銘めい刀とうのなかでも、とくに優すぐれた業わざ物ものだとスズリは聞いていた。おもに黒金で鍛きたえられ、水行の術を使うのに適している。


　ふと気がつくと、道場の床ゆかに無数の水すい滴てきが浮うかんでいた。刃に気を乗せ、水を呼び集めているのだ。


「近衛北斗流運足術〝渡瀬〟だったな？　やはり、あいつは鬼おにを倒たおした剣が、本気の爺さんにも通じるか、試ためしたいんだな……」


　ヒエンが小さく舌打ちした。


（ツツイ殿どのは、どうされるのだろう？）


　スズリはもはや声さえも出せなくなっている。心臓が激しく鼓こ動どうしているのがわかる。


「セアーッ！」


　トウイの気合いの声が響ひびいたかと思うと、彼の身体からだは刀を構えた姿勢のまま、一瞬にして滑すべるように移動した。


　そして青黒い霊光を放つ叢雨の刃を斬きりあげた。その切っ先から、水刃が伸のびる。


「見事！」


　ツツイが笑え顔がおを浮かべ、言った。


　しかし、北斗流の当主は避よけようとも受けようともしない。


　スズリはツツイが獣鬼使いのように両断されたと思った。


　それゆえ、最後の瞬しゆん間かん、彼女は不覚にも顔を伏ふせ、目を閉じていた。


　しかし、人が倒れる気配はしない。


　スズリはゆっくりと顔をあげ、恐おそる恐る目を開けた。


　叢雨の刃は、途と中ちゆうでぴたりと止まっていた。


　そして満足そうに微笑ほほえんでいるツツイの顔がある。


「お見事じゃ」


　ツツイがふたたび言って、トウイにうなずきかけた。


「なぜ、受けようとされなかった？　わたしが刀を止めなければ、死んでいましたぞ？」


　トウイの声はかすかに震ふるえている。


「いや、完全に瞬を捉とらえられなかったからの。術までは受けられんと思うたのじゃ。ならば、仕合はおまえの勝利。下手に怪け我がをして皆みなの世話になるより、すっぱり斬られたほうが皆に迷めい惑わくがかかるまいと思うただけじゃ」


「ツツイ殿！」


　トウイの顔が怒いかりでゆがむ。


「あなたは、なぜ本気を出されない。わたしを甘く見ておいでなのですか？」


「それは心外。わしはいつも本気じゃよ……」


　ツツイはトウイに近づき、その肩かたに手をかけた。


「本気で、おまえたちの剣けんの良し悪あしを見極めておる。おまえたちが良き剣を使ったときには逆らうことなく崩くずれ、悪しき剣を使ったときには必死で受けているのじゃ。もし、わしがおまえたちの良き剣を受けたとしよう。おまえたちは、わしの受けを崩すため、良き剣を捨てるかもしれん。逆に悪しき剣で、わしが崩されたとしよう。おまえたちは良き剣を見み出いだす努力をしなくなるであろう？　わしはそれが恐ろしい。だから、いつも本気なのじゃ。おまえは、いつも良き剣を使う。だから、いつもわしは崩されるのじゃ。今日のように心を乱して仕合を挑いどんでも、対たい峙じすれば、明鏡止水の極ごく意いに近づき、奥義を使えるほどに気を高められる。そしてわしが受けぬと感じた瞬間、紙かみ一ひと重えで術を止めることさえできる。見事じゃ、お見事じゃ」


　ツツイが繰くり返し言って、その度たびにうなずく。


「ツツイ殿……」


　トウイはうなだれると、その両目に涙なみだをにじませた。


「おまえは幼い頃ころから、この神域で育ち、まっすぐに武術の道を進んできた。そしてその歳にして近衛十流の当主となり、武使の模も範はんたらんと肩かた肘ひじを張っておる。それは良しじゃ。しかし、剣聖クオンと比べられることを、疎うとましく思うてはならん。クオンの幻げん影えいに惑まどわされることなく、己おのが道を進めばええだけじゃ。幸いなことに、剣聖の幻影を断たち切るには格好の若者が現れたしの。あやつはわしとは違って、おまえの剣を受けとうてしかたがないようじゃ」


「あ、あのような者に受けられるわけがありません。五太刀たち、いや三太刀で崩してみせます」


　涙を堪こらえながら、トウイはツツイに答えた。


「な、なんだとっ？」


　それを聞いたヒエンが、むきになって立ち上がる。


「崩せるかどうか、今すぐやってみようじゃねぇか？」


「望むところだ──と、言いたいが、今は仕合などしているときではないからな。悪あつ鬼きとの戦いが終わってから、稽古をつけてやる」


「て、てめぇ、自分のことを棚たなにあげて、よくも言えるな！」


「なんのことだ？」


　トウイは知らぬふりをして、道場を後にした。


「ちょっと待て、話は終わってねぇ！」


　収まりがつかないらしく、ヒエンがトウイを追いかけてゆく。


　ふたりが口論する声が、しばしのあいだ聞こえた。


　スズリは着物の裾すそを整えながら、静かに立ち上がる。


　そこに、ツツイがやってきた。


「どうじゃな、スズリ殿、しっかりと見えたかな？」


「あ、いや、それが……」


　スズリは恥はじ入るようにうつむく。


「わたしは不覚にも、ツツイ様が斬きられてしまったと思い、つい目を閉じてしまいました。それゆえ、トウイ様が術を止められたところを見み逃のがしてしまいました……」


「そんなことはどうでもよいのじゃ。わしも斬られると思うて、最後は目を閉じていたぐらいだからの」


　そう言って、ツツイは笑う。


「ツツイ様……」


　スズリはくすりと微笑んだ。


　ますます、この老人が好きになっている自分に気づく。


「そなたに見せたかったのは、他ほかにあったんじゃがの……」


「それは見えました！」


　スズリは勢いこんでうなずいた。


「あ、いえ、それとて、本当に見えているかどうかはわかりません。ただ、わたしが目指すべき道のようなものが見えた気がします」


「ほう？　この老人に教えてくれぬかの？」


　ツツイはスズリをじっと見つめる。


「わたしは、北斗流に入り、一から武術を鍛きたえなおそうと思いかけていました。しかし、今のおふたりの仕合、そしてツツイ様のお言葉を聞いて思いなおしました」


「ほほう？」


「わたしは、今しばらく、ヒエンの弟で子しでいようと思います。しかし、これまでとは違ちがい、神明流だけを学ぼうというのではありません。わたしは彼と出会い、彼に剣を受けてもらったことで、上達したという気がするのです。それを、もうしばらく続けてみよう、と。それに、ツツイ様に受けてもらうには、わたしはまだ未熟です……」


「いやいや、そなたの剣もなかなかよかったぞ。たしかにまだ荒あら削けずりではあるがの」


「恐おそれ入ります……」


　スズリはツツイに頭を下げた。


「ヒエンも、わたしから見てさえ、まだまだ未熟です。ですが、もうしばらく未熟な者どうし修しゆ行ぎようを続け、いつかふたりで武術の至高を目指せればと思うのです」


「トウイが聞いたら、落らく胆たんしそうな言葉だの」


「い、今のは、あくまで武術の話です。ヒエンは、わたしのことなど女とも思っていませんし、わたしもあんなに節操のない男は、好きにはなれませんから……」


　スズリは、あわてて首を横に振った。


「これは余計なことを言ったかの……」


　ツツイは高く笑う。


「それにしても、見事じゃな、スズリ殿どの。よくぞ、見み極きわめたものよ。ふたりともまだ若く、未熟。それゆえに回り道すらも修行となりうる。いかなる道を歩もうと、至高を目指し、永遠に登り続けるのが、武術の道というものよ……」


「その言葉、心に留めおきます」


　スズリは背筋を伸のばし、答えた。


「うむ、うむ」


　ツツイは満足そうにうなずきながら、道場を去っていった。


　スズリはその背を見送りながら、そっと涙なみだを流す。


　神域に来てよかったと、心から思う。自分が武術の道を歩んでいることは決して間ま違ちがいではなかったと確信を持つことができた。


　スズリは晴れやかな気分で、道場を後にした。


　しかし、その気分はすぐ消し飛ぶことになる。


　二体の鬼おにが、南面火鳥門に姿を現したからだ。


　その二体とは、牛ご頭ず鬼きと馬め頭ず鬼きであった──
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　コブトとスクネのふたりは、見張りに立っていた天元流の武使によって、あやうく斬り殺されるところだった。


　だが、ふたりはヒエンとスズリ、そして執しつ政せい家ユウキの名を出し、必死に命いのち乞ごいをした。


　そこへ道場を後にし、部屋へともどろうとしていたスズリが、騒さわぎを聞いて駆かけつけたのである。


　ツツイ、トウイ、ヒエンの三人もすこし遅おくれてやってきた。彼らもまた部屋に向かっていたのを騒そう動どうを聞きつけ、引き返したのだろう。


「おめぇら、なんでここに？　しかも、わざわざ鬼の姿で……」


　ヒエンが驚おどろいて、ふたりに訊たずねた。


　それに答えて、事情を語ったのは馬頭鬼スクネである。


　ふたりのもとに羅ら刹せつ鬼きトキノが突とつ然ぜん、姿を現し、セラを殺すよう命じたというのだ。それももっとも業の深いやり方で、だ。


　鬼の姿で来たのは、人の姿をして鬼とばれるよりもましだからだと説明する。


「なるほどな……」


　たしかに騒動にはなったが、問答無用で殺されるのは避さけられた。


　このあたり、スクネの知ち恵えは、たいしたものだと思う。


「それにしても、やっぱりあの鬼き女じよは生きていやがったんだな」


　羅刹鬼はヒエンにとって、父の仇かたきなのだ。


「わたしたちは、トキノ様から鬼として生きるか、人として死ぬか、ふたつにひとつを迫せまられたのです。わたしたちは最初、鬼にもどるしかないと思いました。ですが、それでは同じことの繰くり返しになります。今度こそは、違う道を歩もうと、ふたりで決めたのです」


「オレたちは、人として生きるんだぁ。そのためには強くなるしかねぇ。オレたちは弱かったから、鬼になるしかなかった。だが、鬼になっても、本当に強くはなれなかったぁ……」


「だから、人として強くなりたいのです。そのためには、武術しかありません。お願いです、どうか、わたしと兄者を神域へとお迎むかえください。神域ならば、鬼道は抑おさえられ、鬼に変へん化げすることはできません。そして武術の修行は、苦行も同然と聞いています。それに耐たえられれば、きっと鬼気は抜ぬけ、人へともどれるはずです」


　ふたりの鬼は、懸けん命めいに訴うつたえた。


「おまえたちの覚かく悟ごは、立派だと思うんだが……」


　ヒエンはさすがに困こん惑わくした。


「神域は今、鬼道衆と戦いくさをしてるんだぜ。そんなときに、おまえたちのような、それなりに上位の鬼を迎え入れるというのは……」


「ヒエンらしくもないな……」


　スズリが憤ふん然ぜんとして、ヒエンを睨にらんだ。


「ふたりは、セラ様を殺せという羅刹鬼の命に叛そむき、危険を承知でここへ駆け込んできたのだぞ？　それに応こたえるのは当然ではないか？」


「そりゃあ、まあ、そうだな……」


　癪しやくに障さわるが、ここはスズリの言うとおりだと、ヒエンは思った。


「牛頭鬼と馬頭鬼は、食しよく欲よくと情じよう欲よくに溺おぼれ、その業ごうでなった鬼だ。その鬼が妖よう精せいに対し、欲を抑えて、ここに来たんだものな……」


　ヒエンはツツイを振ふり返り、頭を下げた。


「このふたりも、親父おやじの弟で子しみたいなものなんだ。なんとか、神明流の道場で預かってくれねぇか？」


「わしはかまわぬが、近衛十流がなんというかだの」


　ツツイが言って、近衛十流従五位下にある北斗流の若き当主を振り返る。


「この時期に鬼を神域に入れるというのは難しいでしょうね……」


　トウイのほうは、あきらかに気乗りしない様子であった。


「それに、たとえ改心しようと、一度でも鬼おにとなった罪は、許されるものではありません」


　鬼となったからには、かならずなにか罪を犯おかしている。その業こそが、人が鬼になるために必要なものだからだ。


「このふたりは鬼道衆の内情に通じています。それは、これからの悪あつ鬼きとの戦いにおいて、きっと役に立つはずです。たとえば、虜とりことして連れてゆき、神明流が監かん視しするという形ではどうでしょう？」


　スズリがトウイに訴えた。


　合理だと思えば彼が納なつ得とくすることは、ここ数日で理解している。


「なるほど……」


　トウイはしばし思案したが、やがてうなずいた。


「たしかに、我々は鬼道衆について、ほとんどなにも知りません。この鬼たちの知る情報は貴重でしょう。虜として連れてきたといえば、我らの面めん目ぼくも立ちます」


「聞きだすだけ聞きだしておいて、ばっさりというのは、勘かん弁べん願いますよ？」


　スクネがトウイを見つめる。


「斬きられるぐらいの覚悟をもって、ここに来たのだろう？　しかし、わたしは武使だ。約束は違たがえん。おまえたちの身み柄がらは、神明流ではなく、我が北斗流で預からせてもらう」


　トウイが馬め頭ず鬼きに言った。


「よろしくお願いするだぁ」


　コブトが、牛の頭を地面にこすりつけた。


「それにしても、あの羅ら刹せつ鬼きがユウキの屋や敷しきにまで姿を現すとはな。しかも、母さんの命を狙ねらっているなんて……」


　ヒエンの全身に、冷たい汗あせが滲にじんだ。


「直接、手を下さなかったのは、やはり鬼たちは妖精を恐おそれているってことだ。そこのところ覚えていてもらいたいぜ」


　ヒエンはトウイに聞こえるよう、わざわざ大きな声で言った。


「そのことを忘れてました！」


　スクネがはっとして、ヒエンを見つめる。


「なんだ？」


　ヒエンが続きを促うながす。


「トキノ様が言ってました。妖精は間もなく力を失う、と。だから、わたしたちでも、セラ様を手にかけることができる、と……」


「なんだって？」


　ヒエンははっとなって、トウイを振り返った。


「妖精が力を失うということは、皇こう帝ていが精せい霊れい樹じゆを完全に封ふう印いんするということかよ？　もしかして、母さんの存在を知ったからか？」


「そんな話は、わたしは聞いていない。それに、タイガ皇帝は精霊樹を封ふうじる神事には、気が乗られないらしいのだ。それゆえ精霊樹は年々、蘇よみがえりつつある。皇帝として、もっとも大切なお役目なのだが……」


「じゃあ、いったい誰だれが、精霊樹を封じるというんだ？　近衛の武使か？」


「我らにそれだけの力があれば、神域の外から皇帝を迎むかえる必要などあるまい？　精霊樹を封じられないからこそ、我らは皇帝ではなく、近衛でしかないのだ」


「しかし、おまえは次期皇帝と噂うわさされてるじゃねぇか？」


「わたしには、まだ無理だった」


　トウイは憮ぶ然ぜんとして言った。


「つまり、試ためしたことはあるのか？」


「当然だろう？　近衛は最高の武使集団だ。だが、なぜか、皇帝をだすことはできない。だから、おまえの父クオンは神域を出て、アーシア各地の武使と仕合をしてまわったのだ。それは神域外の武使たちを納得させるためでもあるし、同時にクオンが皇帝となったとき、精霊樹を封じられるようにするための最後の修しゆ行ぎようでもあったらしい。おそらく、我ら近衛は神域に長く留とどまりすぎているのだ。それゆえ、精霊樹の姿に畏い敬けいの念を抱いだいてしまう。なにしろ、我らがやっていることは、神殺しの大罪なのだからな」


「皇帝でも近衛でもないとしたら、他ほかに誰が……」


　そう問おうとして、ヒエンはすぐに思いいたった。そして、しばらくのあいだ言葉が続けられなくなる。


　それから、叫さけぶように言った。


「悪鬼の狙いは神域の結界を破ることじゃねぇ！　精霊樹を封じることだったんだ！」


「それは、合理だな……」


　トウイが喉のどから搾しぼりだすような声を漏もらす。


「宮きゆう殿でんに向かうぞ！」


　トウイは北斗流の門人たちに命じようとしたが、近くには誰もいない。


「火鳥門の守りも必要じゃろう。ここはミクマ殿どのにまかせ、我ら四人で行くとせんか？」


　ツツイが提案した。


「そ、そうですね。そのほうが……」


　トウイはあわてて、うなずく。


「とにかく、急がねぇと」


　ヒエンはすでに走りだしていた。


　そして四人は南面火鳥門を離はなれ、皇帝のいる宮殿を目指し、夜の神域をひたすら駆かけ登ったのである──
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「入ってよろしいでしょうか？」


　女にしてはやや低い、しかし耳に心地ここちよく響ひびく声がしたかと思うと、先の執しつ政せい代行シオンが返事を待たず扉を開けた。


「戦勝、おめでとうございます」


　そして恭うやうやしく一礼してから部屋の奥へと入ってゆく。


「オレが戦ったわけじゃねぇからなぁ」


　部屋の主である男は、おもしろくもなさそうにつぶやいた。


　皇こう帝ていタイガである。


　ここは、彼の私室なのだ。


　妖よう精せいの王国がアーシアを支配していた頃ころには、妖精の女王が暮らしていた部屋でもある。その当時のまま、妖よう風ふうに意い匠しよう化された調度品が並べられている。


　妖精を封ふうじ、人間の帝てい国こくを創始した始皇帝ミズホとその側近となった武使も、この宮きゆう殿でんのあまりの美しさに破は壊かいすることはおろか、改装を加えることすらしなかった。


　建設されてからゆうに千年を経へているわけだが、建物にはさほど傷いたみはない。支柱はすべて霊れい木ぼくで組まれており、屋根も壁かべも床ゆかも、当時の名工が作りだした業わざ物ものばかり。建物全体が術で守られているようなものなのだ。それゆえ、いにしえの姿をそのまま留とどめている。


　タイガは妖風の椅い子すに、足を投げだすようにして座っていた。


　左ひだり腕うでは、かたわらの円えん卓たくにかけられている。卓の上には水すい晶しようを切り出したように透とう明めいな小さな酒しゆ盃はいがあり、淡い琥こ珀はく色いろの液体が満たされている。薬のような匂においが、部屋をかすかに満たしていた。


　この夜が始まってすぐ、神域に張り巡めぐらされた結界〝四方陣〟の要かなめである封ふう刀とうを奪うばわんとして、南なん面めん火か鳥ちよう門もん、西せい面めん虎こ王おう門もん、北ほく面めん神じん亀き門もんの三門に悪あつ鬼きの群れが押し寄せてきたのである。


　しかし、鬼おにたちはそれぞれの門を守っていた近衛の武使によって、すべて撃げき退たいされた。そして味方には、さほど大きな被ひ害がいはない。


　まずは完勝であった。そして、そのあと鬼たちから攻こう撃げきがあったとの報しらせはない。


　先刻、タイガは近衛たちを労ねぎらって、自室へとひきあげたのだ。


「陛下が愉しめるような敵はいなかったそうではありませんか？　御ご自じ慢まんの〝鈍刃なまくら〟は光らなかったことでしょう」


　シオンが微笑ほほえみかける。


「皮肉かい？　こいつはオレにとって、呪のろいみてぇなものさ。これを手にしてなかったら、オレは今でも、遠えん東とうで霊れい牛ぎゆうを追いかけていたのによ」


　タイガが持っている直刀広ひろ刃ばの大たい剣けん──〝光こう刃じん剣けん〟は、妖精を封じ、帝国を興おこした始皇帝ミズホが使った武器であり、至高の銘めい刀とうとされている。後代の武ぶ匠しようがいかに真ま似ねをしようとも、同じ物はおろか、似たような物さえ作り得なかったのだ。


　青あお金がね、赤あか金がね、白しろ金がね、黒くろ金がね、黄金くがねの五金をはじめとする種々の鋼を、混ぜることなく寄せ木細工のように組み合わせ、ゆるく焼きしめてある。当然、その刃は脆もろく、たとえばひと太刀たちでも受けられようものなら、たちまちに砕くだけ散る。


　だから、タイガ自らは〝鈍刃なまくら〟と呼んでいるのだ。


　光刃剣は普ふ段だんは霊牛の革かわで作られた鞘さやに収められている。霊牛の革は名工がなめすことにより、表面は鋼ほどにも硬かたくなり、裏側は羊毛のように柔やわらかくなる。そして光刃剣の鞘の端はしは中身に合わせたように鋭えい利りに磨がれており、そのまま刃となっている。


　気が乗らぬときには、タイガは光刃剣を鞘に収めたままで戦う。


　鞘から刃が抜ぬかれるときは、タイガの気が十分に高まり、寄せ木細工のような刃が、虹にじ色いろの霊光に包まれたときだけである。


　そして、この剣だけが放つことのできる術〝光刃〟は、すべての武術の最終奥義ともいわれている。神刀流を極きわめ、さらに創意工く夫ふうを加え、現在の武術諸流派へと発展してゆく帝てい王おう流を完成させたミズホのみが使い得た術なのである。


　しかし、今上の皇帝であるタイガは、この光刃剣を初めて手にしたとき、その最終奥義を放ってみせたという。


　これが千年を経て、ようやく現れた始皇帝ミズホの真の跡あと継つぎとされるゆえんである。


「呪い……ですか？　そうですね、陛下が現れなかったら、アーシアはまだしも平和だったかもしれません」


　シオンは曖あい昧まいな微笑を浮うかべ、タイガと向かいあうように卓についた。


　そして、酒が入った銚ちよう子しと盃さかずきをどんと置く。


「なんだ？　呑のみにきたのかよ？」


「昨日、お誘さそいくださったではないですか？　香魚あゆのほうは戦いくさのため止とめていますが、なじみの川漁師に伝えておきました。明日にでも、鵜うが捕とった極ごく上じようの物が届くはずです」


「あいかわらず、動きが早はえぇなぁ。おめぇが来てから、ここの暮らしはずいぶん豊かになった。礼を言うぜぇ」


　神域にいるのは、近衛とその家族、さらには身の回りのことをする侍じ女じよや侍従のみである。


　財政は窮きゆう乏ぼうし、武術の免めん状じようを売ったり、神域で採れる稀き少しような品々を帝てい都との商人に卸おろして、なんとか凌しのいでいるというのが現状なのだ。


「礼には及およびません。執政は本来、皇帝を補ほ佐さするのが役割。ここ何百年かが、間ま違ちがっていたのでしょう」


　シオンは表情ひとつ変えない。


「おまえの弟は、帝てい国こくを再統一し、建国当時の頃ころにもどそうと思っているようだな？　だが、時代は進んでいるんだぜぇ？」


　タイガは竜りゆう舌ぜつ蘭らんから作られた度の強い蒸留酒を、塩や柑かん橘きつを舐なめながら、ちびりちびりと呑んでいる。


「たしかに、時代は変わっています。帝国に昔せき日じつの繁はん栄えいを取りもどすのは難しいでしょうね」


「こんな世の中、一度、壊こわしちまったほうがいいとは思わねぇかい？」


　タイガが笑いかけてくる。


　とても、皇こう帝ていの口から出た言葉とは思えなかった。


「反論はいたしません。ですが、わたしは執しつ政せい代行として、一度は帝国の政まつりごとを預からせていただいた身。それを肯こう定ていするわけにはゆきません」


　シオンはしばらく待っていたが、タイガが酒を注ついでくれないと悟さとり、手て酌じやくで盃に注いだ。


「皇帝になっちまったからには、オレだって、おまえとひとつ穴の狢むじなだ。つまり壊される側に立ったってことだな」


「昔は、壊す側でしたのに？」


「ああ、壊したさ。壊しまくった。この鈍刃を与あたえられ、その威い力りよくに魅みせられ、それを試ためそうと、ひたすら強い奴やつ、強い敵を探したもんだ。そしたら手下どもがどんどん集まってきて、気がつけば、反乱の首しゆ謀ぼう者しやだ。戦はどんどん大きくなり、オレがこの手で殺す数は増えるばかり。そしてある日、突とつ然ぜん、戦いが愉たのしくなくなっちまったんだ。愉しくなくちゃあ、こいつは光らねぇ。それを見み透すかしたように、この剣をオレに与えた近衛が迎むかえにきやがったのさ……」


　そこでいったん言葉を切り、タイガが自じ嘲ちようの笑えみを浮かべる。


「皇帝になるってことは、つまり、終わっちまったってことなのさ。オレはオレを殺してくれる人間に会いたくてしょうがねぇ。それは、おまえかもしれないと、思ったんだがな？」


「毒でも盛りましょうか？」


　シオンは真顔で言った。


「苦しいのは嫌いやだな。痛いのは、慣れてるけどよぉ……」


　タイガが顔をしかめる。


「五年前、先の執政は、何カ国もの国主と大勢の武使たちを率いて、東荒へとやってきた。オレはぞくぞくしたぜぇ。どんな強い奴と戦えるのかってな。オレは先頭に立って走り、この鈍刃を光らせたんだ。そしたら、それで終わりだった。光刃を受けられる者などいやしねぇ。先せん陣じんが崩くずれたら、あとは一方的だったよ。混乱する敵へ、東荒の野人どもが殺さつ到とうしていった。そして、オレは本ほん陣じんへひとり斬きりこんだ──」


「知っていますとも。わたしはそのとき、父ハサイの側そばにおりましたから」


　シオンはやはり表情を変えなかった。


「ああ、いたなぁ。あのときには、まだ少女の面おも影かげがあった。女ってのは恐こえぇよな、五年も経たったら、こんなになりやがる」


「おかげで、苦労いたしましたから……」


　シオンはかるく咳せき払ばらいした。


「おめぇは不思議な女だよなぁ。目の前で父親を殺したオレが、憎にくくはねぇのかよ？」


　タイガが椅い子すのうえで片かた膝ひざをたて、空になった盃を片手でかざしながら、見つめてくる。


「戦は殺し合いです。どちらが殺した、殺されたと言っていては終わりません」


　シオンは静かに答えた。


「政を預かる者なら、そう答えるよなぁ。だが、オレが聞いているのは、そんなことじゃねぇ。人として、娘むすめとして、どうかって聞きたいんだ」


　タイガはわずかに苛いら立だっているように見えた。


「どうなされたのですか、陛下？　そのようなことを、お訊たずねになるのは、初めてではありませんか？　お酒をすごされたようにも見えませんが……」


「このぐらいで、酔ようものかよ」


　タイガがひらひらと手を振ふる。


「これは、失礼いたしました……」


「いや、そうだな。今日のオレは、どうかしている。鬼おにどもの慟どう哭こくと、十六夜いざよいの月のいびつさに悪酔いしたのかもしれん」


「それは風流な……」


　シオンが微び笑しようを浮うかべた。


　そして、ふと思いついたように、ふたたび手酌で酒を注ぐと、一息にそれを呑のみほす。


「それでは、わたしもいささか酔ったということにいたしまして──」


「一升しようぐらいは平気なくせに、よく言いやがるぜ」


　タイガがとんと卓たくを叩たたく。


「ひとりの娘として、父を殺された恨うらみと憎しみは、無論、忘れてはおりません。陛下が神域に迎えられたと聞いたとき、わたしは神域との関係を断たとうとさえ思いました。しかし、今の執政家にとって、神域との関係を断つことは、最後の権けん威いを失うのと同じ。それゆえ、わたしは陛下の即そく位いを認めることにしました……」


「ま、そうだろうな」


　タイガがおもしろくもなさそうに鼻を鳴らす。


「当たり前のことを訊きかれるから、当たり前のことを答えただけです」


「いやいや、おまえは底知れねぇところがあるからなぁ。もっと、すげぇ答えがでてくるのかと思ったのさ」


「失礼な……」


　シオンはさすがに憮ぶ然ぜんとした。


　しかし、すぐにふたたび思案の表情になる。


「そうですね、わたしにも自分の底はわかりません。五年前の戦いのとき、本陣に斬りこんできた陛下を見て、わたしはすぐ死を覚かく悟ごしました。そして自分に死を与あたえるであろう者を、最さい期ごのときまで観察しようと決めたのです。父の側近であった真しん影えい流りゆうの先代指南役サイサ、父の片かた腕うでであった陵りよう国こくミサカの領主イナメらが、父を守ろうとして斬られてゆくのを見、他ほかの国主たちが逃にげ散ってゆくのを見ました。そして父が抜ばつ刀とうし、あなたに影かげ刃ばを放ったところも。それがかすかにあなたの頰ほおをかすめ、あなたは父を振り返ると、口の端はしをつりあげ、愉たのしそうに笑ったのです……」


「そうだった。あの戦いで、オレを愉しませてくれたのは、その三人ぐらいだった。あとは、この鈍刃だ。人が一いつ瞬しゆんで十人、百人と死ぬんだぜ？　それこそ、おもしれぇようにな」


　タイガは椅子に立てかけてある光刃剣の鞘さやを、ぽんと叩いた。


「ええ、陛下は本当に愉しそうにしておられました。しかも不思議なことに、邪じや気きがなく爽さわやかですらありました。だから、わたしは陛下に斬られるのは愉しいのかもしれないと、ふと思ったのです。だから、陛下を見つめ、微笑みました。こうして手を広げて……」


　シオンはそのときのことを思い出し、それを真ま似ねてみせた。


「そうだ！　おまえのその姿を見て、この鈍刃は光を失いやがったんだ。そしてあのときから、オレは戦いくさが愉しくなくなったんだ。何千人と殺してきて、やっとだぜ？　オレはなんで、自分が悪あつ鬼きにならなかったのか、不思議でならねぇよ」


「それは、アーシアにとって幸いでしたね。陛下が鬼となっていれば、この宮きゆう殿でんは今いま頃ごろ、鬼の巣そう窟くつとなっていたでしょう」


「さあ、それはどうかな？　近衛は強つえぇぜ。オレを愉しませてくれるのが、いくらでもいる。殺し合いじゃなく、ただの仕合だけでもな。そして、オレを超こえようとする若いのもいる。そういや、おまえの従弟いとこのあの無礼者──」


「ヒエンですか？」


　タイガがヒエンのことを、〝ユウキの無礼者〟と呼びはじめたせいで、近衛のあいだでは、すっかりその名で知られるようになっていた。


　もっとも、そのおかげで、ヒエンの無礼な口のききようにも近衛たちはあまり怒おこらぬようになっている。そういう若者だと、浸しん透とうしたのだろう。


「そうそう、あの無礼者だ。あいつはおもしれぇよなぁ。近衛全員に喧けん嘩かを売ってやがった。やらせてみたかったぜぇ。けっこう受けられたんじゃねぇかな？」


「そういえば、我が真影流の指南役が、ヒエンに影刃を受けられたとの書状を送ってまいりました。よほど驚おどろいたのでしょう」


「ほう？　影は受けられるのか、それじゃあ、光はどうかなぁ？」


　タイガがにたりと口の端をつりあげる。


「光刃は、受けられますまい。あれこそが全武術の最終奥義と聞きおよびますから……」


「試ためしてみるかな？」


　顎あごに手を当てて、真顔でつぶやく。


「おやめください。あのような無礼者でも、今や数少ないわたしの身内。葬そう儀ぎを出すのが、めんどうゆえ……」


　シオンはため息をついた。


「あいつには、試さねぇよ。生かしておいたら、もっと愉しくなりそうだからなぁ」


「では、誰だれに？」


　シオンは怪け訝げんそうに訊たずねる。


「神明流を使う悪鬼がいるそうじゃねぇか？」


　タイガが答え、ゆるりと立ち上がった。


「まだ、神明流と決まったわけでは……」


「それにしても、神明流ってのはつくづく不思議な剣けんだよなぁ。人を斬きるのが武術だろうに、人を斬らせぬようにする武術なんだからな。当主のツツイからして、自分が強くなるより、他人を強くするのが得意ときてるしな。剣聖クオンも一度も攻せめることなく、すべての仕合に勝ったというじゃねぇか？　そんな神明流を使うという悪鬼だ。いったいどんな奴やつか、愉しみじゃねぇか？」


　そう言って、タイガが部屋から出ようとする。


「どちらへ行かれるのです？　お休みになるのではないのですか？」


「そうもゆくめぇよ。客が来てるんだ。オレが出で迎むかえなきゃ、申し訳ねぇだろ？」


「客……ですか？」


「こんな夜中に、しかも女と呑のんでいるときに、無ぶ粋すいな客もいたもんだぜ」


　皇こう帝ていのその言葉に、シオンは嫌いやな予感がしはじめた。


　彼が愉しそうにしはじめているからだ。


「わたしもご一いつ緒しよいたします」


　その不安を打ち消すため、シオンはそう申し出た。


「勝手にしな」


　タイガはそっけなかった。


「では、勝手にいたします」


　シオンはそう答えると、部屋を出て、玉座のある大広間のほうへと向かうタイガの後に続く。


　そして、彼女にもその異常な気配と物音が感じられたのだ。





　　　　２




　そのすこし前──


　天に向かってそびえる精せい霊れい樹じゆが、夜空を背景に黒い影かげとなっている。十六夜いざよいの月は西の空へと傾かたむきつつあった。


　精霊樹とは比べるべくもないが、周囲にも大木が生おい茂しげっている。


　その大木のひとつにもたれかかるように羅ら刹せつ鬼きトキノの姿があった。


　彼女の側そばには、童子もいる。額には汗あせをかき、荒あらい息をしている。


　他ほかにも十人ほどの姿があった。黒くろ装しよう束ぞくに身を包み、舞楽で使われる鬼の面をつけている。


　ここは神域である。それも山頂にほど近い場所だ。


「トキノはいいな。人の姿になれるから」


　童子が恨うらめしげに、トキノを見つめてくる。


「オレはこの姿で生まれてきたから、人に変へん化げしたくともできない」


　そして舌を鳴らした。


「あい、あい……」


　トキノは微笑ほほえむと、童子の額の汗を拭ふいてやる。


　彼女は今、人の姿だった。もっとも、彼女はめったなことでは鬼おにの姿にならない。その姿となるのは狂うときだけだ。


　ひらひらとした飾かざり物がついた黒い着物をまとい、太刀たちは鞘さやに収めたまま手に持っている。


　愛用していた長なが櫃びつは、中海の大おお津つ波なみで失われてしまっていた。


　あのなかには、これまで倒たおしてきた武使の腕うでが収められていたのだが……


（あのひとつひとつが、大事な絆きずなだったのに……）


　それを思うと、トキノは狂いそうになる。


（また、一から、集めればいいわ）


　すでに代わりの長櫃は手に入れている。そこに収められているのは、まだ腕が一本だけである。東とう面めん蒼そう龍りゆう門もん守しゆ護ごハグロの腕だ。


　童子が蒼龍門を破ったとき、土産みやげとして持って帰ってくれたのである。童子の心配りが、トキノには、とても嬉うれしかった。


「結界の強さが、ぜんぜん変わらないじゃないか？　あいつら、みんな、負けやがったな」


　童子は、ふてくされたように言った。


「近衛は、強いもの……」


　トキノは童子をなだめるように言う。


「鬼が人に負けるなんてな。神代では軍神と謳うたわれたフツキとタイシも、鬼が殺したんだろ？」


　童子が不満をぶつけるように足あし下もとにあった岩を蹴ける。


「痛っ？」


　そして、顔をしかめた。足の爪つめが割れ、どす黒い血が滲にじんでいる。


「なんだよ、その岩、砕くだいてやろうと思ったのに」


「結界が効いているから、鬼の力は半分も出せないわ。だから、童子は、ただ精霊樹を殺すことだけ考えて。近衛は、わたしたちが片づける」


　そう言って、トキノは黒装束の男たちに物もの憂うげな視線を送る。


「我らは、その童を守るつもりなどないぞ。白老鬼の命ゆえ従っているまでだ」


　近くにいる男たちのひとりが、不ふ機き嫌げんに言った。


「あいな……」


　トキノが目を細めてうなずく。


　連れているのは、鬼道衆のなかでも、最強と謳われる夜や叉しや衆──十人の夜叉だ。


　夜叉もまた、戦鬼である。かつて武使だった者が道を踏ふみはずしてなる。


「つまらないな。これじゃあ、オレは一歩も進めないじゃないか？」


「焦あせることは、ないわ。あなたには、無限の戦いが、待っているから……」


　トキノは微笑みながら、童子の乱れた髪かみを丁てい寧ねいに撫なでた。


　童子は片目を閉じて、それを邪じや険けんに振ふり払はらう。


「さあ、行きましょう」


　トキノは着物の長い袖そでを振りながら、斜しや面めんを弾はずむように登っていった。


　童子と、夜叉衆もそれに続く。


　山全体が精霊樹の木こ陰かげという闇やみにまぎれ、気を抑おさえながら、戦鬼たちは進んでゆく。


　神域は門を越こえてしまえば、奥へと行くには、そう難しくはない。


　蒼龍門はすでに封ふう刀とうを奪うばわれたゆえ、新しく東面守護に選ばれた一流派の武使だけが警けい戒かいをしていた。


　その武使たちを皆みな殺ごろしにし、戦鬼らは神域へと押し入ったのである。


　目的はただひとつ、ダイダラを殺し、妖よう精せいの復活を完全に阻そ止しすること。


　そのために、鬼道衆随ずい一いちの武ぶ匠しようムラジが白しろ金がねで鍛きたえ、千もの小しよう妖ようからしぼりとった血を使い、鍛えた呪じゆ刀とうを童子は持っている。その刀には、精霊樹を呪殺するだけの力が秘ひめられているという。


　もっとも、それができるのは、鬼道衆においても童子だけであろう。


　精霊樹は封じることさえ難しく、それゆえ近衛たちは最強の武使を選び、皇こう帝ていとして迎むかえ入れてきたのだ。今上の皇帝タイガは歴代最強とも始皇帝の真の跡あと継つぎとも言われているが、彼とて精霊樹を封じることができない。


　鬼道衆が活動を広げてゆくにつれ、妖あやかし、霊れい獣じゆうに遭そう遇ぐうしたとの報しらせも入っていた。


　妖精たちは今は人間を恐おそれ、あるいは憎にくみ、人里から離はなれた場所に棲すんでいる。それゆえ、脅きよう威いではない。だが、彼らの数が増え、連れん絡らくを取り合うようになれば、鬼にとっても間ま違ちがいなく脅威だ。妖は、鬼とは決して共存し得ないし、鬼にもその意図はない。


　人、妖、鬼の三さん竦すくみということになるのを、鬼道衆はもっとも恐れているのだ。


　それを阻止するのは、今をおいてしかないと、神代から生きている鬼道衆の長老である白老鬼が言ったのだ。彼の洞どう察さつ力はまさに鬼き謀ぼうであり、予知にも等しい。


　そして、その兆候もある。精せい霊れい樹じゆにもっとも近く、それゆえ強い妖よう力りよくを持つカタラ川の精霊が、水妖と化したのだ。新たな妖精の王となっても不思議ではない存在である。


　羅ら刹せつが中海に向かったのは、海上貿易の要かなめを鬼道衆の拠きよ点てんとするとともに、その妖を殺すことが目的であった。さらにもうひとつ、どうしても手に入れたいものがあったからだ。


　それは長年、彼女が欲しくてたまらなかったものである。それをカタラ川の水妖は奪っていったのだ。


　無念なことに、中海の拠点化にも失敗したし、水妖も殺せなかった。トキノは何年もかけて神代最強の獣じゆう鬼きとされる牛うし鬼おにを目覚めさせたというのに、こともあろうに水妖はやはり最強の霊獣とされる神じん亀きをいとも容易たやすく覚かく醒せいさせたのである。


　しかし、手に入れたかったものは、その願いがかない、ついにトキノのものとなった。


　トキノは、不ふ機き嫌げんな顔をしながら遅おくれぎみに続く童子にちらりと視線を向ける。


「疲つかれてきたぞ！　おぶれ！」


「あいあい……」


　トキノはうなずくと、一いつ瞬しゆん、立ち止まった。その背に童子が飛びついてきた。


「オレは寝ねる。着いたら、起こせ」


　怒おこったように言うと、童子はすぐ目を閉じ、トキノの肩かたに頭を預ける。


　その童子を片手で支えながら、トキノは速度をゆるめることなく、険しい斜面を登りつづけた。夜叉衆が、彼女の周りを囲うように走る。


　やがて、明かりが見えてきた。


　宮きゆう殿でんである。篝かがり火びが周囲を取り囲み、白はく亜あの壁かべはほのかに赤く染まっている。


　その入口の周辺には、妖よう風ふうの甲かつ冑ちゆうに身を包んだ武使たちがいる。


　近この衛え奇き巌がん流りゆうの武使たちであることを、トキノは知っていた。


「本当、久しぶり……」


　トキノは声に出してつぶやく。


「……ん？」


　本当に眠ねむっていたのか、間延びした声がして、童子が顔をあげた。


「なぜかな？　懐なつかしく感じる……」


　童子が宮殿を見つめながら、わずかに目を細める。


「忘れて……」


　トキノはゆっくりと首を横に振ふる。


「なにをだよ？」


　童子は不機嫌に言うと、トキノの背中から降りた。


「それで、オレは戦っちゃ駄だ目めなのか？　あんなに、数がいるというのに？」


「ここは、我ら夜叉衆にまかせてもらおう」


「当主のサエキは、わたしがやるわ。あいつ、嫌きらいだから……」


　トキノは真っ赤な唇くちびるをなぞるように舌をはわせる。


　そして鬼おにたちは、宮殿前の広場へと躍おどりでた──


「何者っ！」


　広場で警戒していた近衛奇巌流の武使たちが一いつ斉せいに抜ばつ刀とうする。


「鬼道衆推参！」


　夜や叉しや鬼きのひとりが、挑ちよう発はつ的に叫さけんだ。


「四方陣がひとつしか破れていないにもかかわらず、この神域へと入ってくるとはな……」


　近衛奇巌流の当主サエキが、不敵な笑えみを浮うかべた。


「我ら、奇巌流は鋼はがねの門よ。そう簡単に打ち破れると思うなよ」


「破るわ……」


　トキノはそう答えると、ゆっくりとサエキに近づいてゆく。


「お久しぶり」


　妖よう艶えんな笑みを浮かべ、声をかける。


「鬼き女じよに知り合いなどおらぬわ！　まずは、貴様から成敗してくれる！」


「あら、わたしを忘れたの？　二十年前、わたしに言い寄ってきたのに……」


「な、なにっ？」


　サエキの顔が、怒いかりで膨ふくれあがった。


「おまえのことなど……」


　そう言いかけて、サエキは途と中ちゆうで言葉をきる。そして、あらためてトキノを見つめた。


　そして、目を大きく見開き、首を横に振った。


「おまえは、雷らい同どう流りゆうのトキノなのか？」


「あいな……」


　トキノはうなずきながら、くるりと一回転してみせる。着物の飾かざり物がふわりと動いた。


「ありえぬ。昔と同じ姿のままなど……」


　サエキは言葉を失った。


「わたしの時は、止まったの……」


　トキノは長い髪かみを片手で整えながら答える。


「それにしても、いまやあなたが近衛十流奇巌流の当主とはね」


「む、昔のわしとは違ちがうわっ！」


　サエキは大きく頭かぶりを振った。


「なら、見せて……」


　トキノは太刀たちを構えた右みぎ腕うでを、かるくぽんぽんと叩たたく。


「お、おうよっ！」


　サエキは応じると、激しくしかけてきた。


（あいかわらず……）


　トキノは心のなかで舌を出す。


　サエキは、身長はそれほど高くないがその体格は岩のように頑がん健けんで、それでいながら俊しゆん敏びんに動くことができた。そんな恵めぐまれた資質を持ちながらも、かつてのサエキはなかなか武術が上達しなかった。激しやすい性格のため、気を乱すところがあったからである。


　当主になったところを見ると、それは克こく服ふくしたのだろう。


　しかし、トキノは昔のサエキを知っている。いや、昔しか知らない。それゆえ、サエキも昔の自分を思い出し、我を忘れたのであろう。


　奇巌流は神刀流から帝王流を経て、具足術を発展させてきた流派だ。刀のみならず、鋼の籠こ手て、胴どう、脛すね当あてを巧たくみに使い、敵の刃やいばを受け、ときには攻こう撃げきを行う。活人剣けんであり、後の先を狙ねらう流派といえる。本人は冷静さを保っているつもりだろうが、自らが仕し掛かけるという失策を犯おかしているのだ。


（たとえ鋼の門であれ、開いていたら、入るのは簡単なのに……）


　サエキが激しく斬きりかかり、ときには手足の具足を使って攻撃してくるのを、トキノはかるくいなしていった。


　今は、鬼の力に頼たよることはできない。


　だから、自分が近衛の武使だったころの感覚を思い出していた。


（わたしは、かつてここで暮らしていた……）


　トキノの思いは、自然に時を遡さかのぼってゆく。


　彼女は神域に生まれたわけではない。


　近衛雷同流の使い手として、十八歳くらいで、この地に遣つかわされたのである。


　雷同流は雷鳴が轟とどろけば万ばん物ぶつがそれに応じ震ふるえ響ひびくように、敵の動きに合わせつつ、それを利して優位にたつことを極ごく意いとする。やはり、後の先を狙う活人剣だった。


　体力に劣おとる者でも奥義を極きわめられることから女流の流派として確立され、近衛流ともなった。今でも、アーシア各地に道場は残っている。しかし、近衛雷同流は断絶となった。


　その原因となったのは、他ほかならぬトキノである。


　神域に修しゆ行ぎように来てから、トキノは何人もの近衛の武使たちに言い寄られた。


　サエキもそのひとりで、とりわけ、しつこかった。


　トキノは娘むすめ時代から自分が男の気をひく女であることを、はっきりと自覚してきた。そして、そういう男をあしらうすべも知っている。


　だから、サエキの心も手にとるようにわかった。


　武術の修行で若さを浪ろう費ひし、ふと気がつくと、女に縁えん遠どおい人生を送っている。その焦しよう燥そう感かんから、もっとも手近な異性に救いを求めたのだ。


　男がよく犯す過あやまちである。


「わたしは、あなたが大だい嫌きらいだった……」


　トキノはサエキの攻せめを巧みにあしらいながら、微び笑しようを浮うかべた。


　体勢は、じょじょに彼女の有利になりつつある。心を崩くずせば、武使とはかくももろい。


「あなたの着こなしが、あなたの吐はく息が、脂あぶらぎった顔が、なにもかもが嫌いだった」


「だ、だまれっ！」


　サエキはトキノの言葉に激げき昂こうし、刀で組み合った瞬しゆん間かん、力まかせに押した。


　それこそが、雷同流が狙っているところであることも忘れて……


　トキノは一瞬だけ、刃を合わせたあと、ふと力を抜ぬいて身体からだを左にずらした。それと同時にかるく足を払はらう。


　それで、十分だった。


　自らが押し込んだ力で、サエキは前のめりに地面に倒たおれる。


　あわてて地面を転がり、トキノを仰あおぎ見た瞬間、近衛奇巌流の当主は、彼女の刀の切っ先が、自分の心臓に向けられているのを感じた。


　サエキは気を高め、術を発動しようとする。


　近衛奇巌流奥義〝金こん剛ごう〟である。


　鎧よろいに気を満たし、究極の硬こう度どを得る術だ。


　しかし──


（足りぬか……）


　サエキは自らの敗北を悟さとった。鋼はがねの肉体に鋼の鎧、さらに鋼の気をまとうことを流りゆう儀ぎとし、長い年月をかけて、ようやく極意を会え得とくした。


　しかし、トキノに気を乱され、思うように気が高まらなかった。金色の霊れい光こうはあまりにも薄うすく、まるで武使になりたての頃ころのようである。


「さよなら……」


　そしてトキノは太刀を突つきだした。


　その切っ先は、分厚い鋼の板を紙のごとく易やす々やすと貫つらぬく。


　サエキの胸に、焼けつくような痛みが走った。刃は確実に、サエキの心臓を貫いていた。あふれだした血が、鎧の隙すき間まから地面に流れだす。


「む、無念……」


　サエキの心臓はすでに止まっている。しかし、ようやく高まった気で、かろうじて、まだ意識を留とどめていた。


「ひとつだけ、言ってやろう……」


　サエキはトキノを見つめながら、声をかける。


「なあに？」


「わしにかけた言葉、そっくりおまえに返るということをな。あやつはこう言っていた。刃やいばを受ければ誰だれともわかりあえると思っていたが、女は違ちがうとな。あやつも……おまえの……なにもかもが……」


　サエキがそう言葉をかけた瞬間、トキノの目がいきなり血の涙なみだを流そうとするように真っ赤になった。


「い、言うなーっ！　言うなっ！　言うなっ！　言うなっ！」


　トキノは狂くるったのである。


　しかし羅ら刹せつ鬼きの姿にはならなかった。結界で封ふうじられているせいである。


　トキノはサエキの口を封じようと、そこを切っ先で貫こうとした。しかし、そのときには、すでに近衛奇巌流の当主は、息絶えていたのである。


「勝手に死ぬなよぉっ！」


　トキノは金切り声をあげた。


「羅刹鬼よ、片づいた。宮きゆう殿でんに突とつ入にゆうするぞ」


　夜叉衆の筆頭が、声をかけてくる。


　十人いた夜叉衆は、五人にまで減っていた。


「ちくしょうめっ！」


　トキノはサエキの頭を粉ふん砕さいしてやろうと、塗ぬり物の下げ駄たで踏ふみつけたが、力が足らず、鼻をつぶしただけに終わった。


「そのほうが、ましな顔ってもんだよっ！」


　そう吐き捨ててから、夜叉衆に続いた。





　　　　３




　鬼道衆の真の狙ねらいがわかり、ヒエンは必死になって夜の山道を駆かけのぼっていた。


　まるで競走でもしているかのように、近衛北斗流トウイとは抜きつ抜かれつしている。


　ツツイとスズリのふたりは、すこし離はなれて後に続いていた。遅おくれているわけではなく、体力的に劣おとるゆえ、無理をしていないのだ。


　この程度の山道ならば一日中でも走っていられる。それが本物の武使というものだ。短たん距きよ離りの〝俊しゆん足そく〟、長距離の〝千せん里り走そう〟は、どの流派でも教える基本の運足術である。無論、会え得とくするには、十分に気を高め、操あやつる必要がある。そこが普ふ通つうの武人と武使との違いなのだ。


　普通に歩けば半日はかかる山道を、四人はその四半分ほどで登りきった。


　そして見たものは、宮殿まえの広場における惨さん状じようである。


　宮殿警護の職にある近衛十流従じゆ三位右近衛少将、奇巌流当主サエキと、その一門三十余名の死体であった。


「サエキ殿どの……」


　一足早く登り着いたトウイが絶句し、首を横に振ふる。


「ひでぇ……」


　ヒエンもさすがに息を飲んだ。


　鬼き面めんをつけた鬼道衆と思おぼしき黒くろ装しよう束ぞくの死体も五つある。しかし人の姿をしているゆえ、いかなる鬼かは、わからなかった。


　いかに壮そう絶ぜつな死し闘とうがここで繰くり広げられたかが、容易に想像しえる。


　ヒエンは死体をひとつずつ、ざっと検分してみた。だが、神明流の使い手によって、倒たおされたものは見つからない。


〝不動〟を受けたのなら、急所のひと突きで終わりだが、奇巌流の武使たちは激しく抵てい抗こうした末に斬きられたようだ。


（童子という鬼はいないのか？）


　ヒエンは心のなかでつぶやく。


　そのとき、ツツイとスズリが、広場にたどりついた。


「この鬼面の黒装束は、おそらく戦鬼じゃな。道を踏みはずした武使がなったものじゃ……」


　ツツイが言って、死者に向かって合がつ掌しようして冥めい福ふくを祈いのる。


「鋼はがねの門となりえず、奇巌流の一門もさぞ無念であったろう」


「その無念、かならずはらします」


　スズリも唇くちびるを嚙かみしめながら瞑めい目もくした。


　死ぬことも武使の道とはいうものの、それは仕合で果ててこそだ。このような戦いくさで命を落とすことは本ほん望もうではない。


「血のかたまりぐあいから、まだそんなに時間はたっていない。急がないと……」


　精せい霊れい樹じゆが死ねば、母も死んでしまう──そんな予感がしてならないのだ。


　ヒエンは先頭に立って、宮殿へと飛びこんでいった。





　宮殿のなかもひどい有様だった。


　宮殿内を警護していた奇巌流の武使たちの死体が、大広間までの道みち標しるべのように点在している。鬼道衆と思しき黒装束の死体も三つあった。


　なかには騒さわぎを聞きつけて、部屋から出てきたために斬られた侍じ女じよ、侍従の死体もある。


　ヒエンは気を乱さぬよう焦あせりを抑おさえ、感情を静め、徐じよ々じよに気を高めてゆく。


　ふと気がつくと、隣となりを走っているトウイの表情が澄んでいた。凜り々りしいともいえる顔になっている。


（これが北斗流の〝明鏡止水〟の境地かよ……）


　心に一点の曇くもりもなく、波も立てず、ただ己おのれの剣けんにのみ集中する。その境地から繰り出される合理の剣は、攻こう受じゆの均きん衡こうがとれ、万ばん能のうなりと評されている。


（負けてられるかよっ）


　ヒエンは、自分の気がさらに高まるのを感じた。


　ふたりは並んで宮殿の廊ろう下かを走り、その最さい奥おう、皇こう帝ていの玉座がある大広間へと到とう着ちやくした。


　なかからは、激しい物音が聞こえてくる。


「まだ、終わっちゃいねぇ！」


　そのことが、ヒエンを勇気づけた。


　開いたままの扉とびらから、まずヒエンとトウイが飛びこみ、ツツイとスズリがそれに続く。


「神明流クオンが一子、ヒエン、見参だぜっ！」


「近衛北斗流当主トウイである。神域を穢けがす悪あつ鬼きどもめ、成敗しにまいったぞ」


　ヒエンとトウイが、それぞれ名乗りをあげた。


「トウイ殿か、よくぞ駆けつけてくれた……」


　戦っていた鬼道衆の肩かた越ごしに奇巌流の武使が、笑え顔がおを浮うかべた。


　そして次の瞬しゆん間かん、がくりと力を失い、倒れる。


「死してもなお、ひと太刀たち、ふた太刀と返す奇巌流の見事さじゃ。鋼の門としての役目、たしかに見届けましたぞ」


　ツツイが奇巌流の武使の死にざまを見て、静かにうなずいた。


　近衛の武使の死体は七つある。


　そして黒装束の死体もひとつだ。


　大広間に立っているのは三人である。


　ひとりは、鬼面に黒装束。


　もうひとりは白い着物を着た子供の姿をした鬼だ。


　白金のような乱れ髪がみに、縦長で真っ赤な蛇へびのような瞳ひとみをしている。そして額の両側には短い角が生えていた。


「あいつが、童子か……」


　神明流の奥義を使い、東面蒼龍門の守護、円心流をたったひとりで壊かい滅めつさせたという鬼だ。


　そして、もうひとりは、あのトキノという名の鬼き女じよであった。神代にも、その名が記されている羅ら刹せつ鬼きである。


「やっぱり、生きていやがったか……」


　ヒエンは目を刃やいばのように細める。


　その隣ではツツイが、逆に目を見開いていた。


　そして、つぶやく。


「雷同流のトキノ……」


「あいつを知ってるのか、爺じいさん？」


　ヒエンは驚おどろいて、ツツイを振ふり返った。


「知っておるとも。あれは、昔、ここにおったのじゃ。ある日、行方ゆくえをくらませての。どこでどうしておるかと思うていたが、まさか鬼になっていたとはの。可哀かわい想そうに……」


　ツツイは短くため息をつく。


「あの女、そんな同情をしていられるような相手じゃねぇぞ。中海で戦ったが、受けるだけで精せい一いつ杯ぱいだった」


　ヒエンはあのときのことを思いだし、大きく身み震ぶるいした。


「三人対四人ですね……」


　トウイがツツイをちらりと見る。


「どういたしますか？」


「トキノ殿どのは、わしが相手しようかの。スズリ殿は、あの鬼き面めんに全力でいきなされ。気が果てようとかまわん。あとは下がって、休んでおればええ」


「承知！」


　スズリは力強くうなずいた。早くも、その全身から赤い霊れい光こうを立ち上らせている。


「トウイ殿とヒエンは、ふたりで協力してあの童子とかいう鬼と戦いなされ」


「こいつとかよ？」


　ヒエンは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。


「あんな子供の鬼など、わたしひとりで十分です」


　トウイも澄みきった表情のままだが、首を横に振る。


「この爺の言うことを聞きなされ。ヒエンが受け、トウイ殿が攻せめるのじゃ。ただし、術も奥義も使ってはならぬぞ。〝木霊〟で返されるか、あるいは〝不動〟で止められるゆえ、な」


　ツツイが珍めずらしく強い口調で言った。


「わかったぜっ！」


「心得ました」


　ふたりはうなずいた。


「わしらがなすべきは時を稼かせぐことじゃ。報しらせがゆけば、応おう援えんがやってくるからの。だが、それとて至難であると肝きもに銘めいじなされ」





「ええい、次々と邪じや魔まが……」


　最後の護衛を倒たおしたと思った瞬間、四人の武使が大広間に入ってきたのを見て、鬼面の男が毒づいた。


「話が違ちがうぞ、羅刹鬼！　近衛などさして強くないと言ったではないか？　鬼の力が弱まっていようと負けるはずがないと！　だが、どうだ？　連れてきた夜叉衆、すべて討うち果ててしまったぞ」


「あなたたちが、思っていたより、弱かっただけ。でも、あなたたちの死も、童子が道を進むための糧かてとなるから……」


　トキノは無表情に答えた。


「最初から、我ら夜叉衆を、童子の贄にえとするつもりだったのか？」


　鬼面が羅刹鬼を睨にらみつけてくる。


「そんなつもりはなかったわ。ただ、そうなっただけ」


　トキノは気け怠だるそうに首を横に振った。


「まあ、よいだろう。だがな、羅刹鬼よ。鬼の王へと昇のぼりうるのは、この童わつぱだけとは思うなよ？　すべての夜叉、すべての戦鬼が狙ねろうておるのだ。いずれ、我らは最後のひとりとなる運命さだめゆえな。この夜叉衆筆頭ランザン、貴様らよりもはるか先を進んでいること、見せてくれるわ！」


　最後のひとりとなった夜叉が吐き捨てるように言い、新手の四人に向き直る。


「なら、オレも見せてやるしかないな。トキノ！　ここは、オレも戦うぞ」


　童子がそう言って、大太刀の柄に手をかけた。


「あい……」


　トキノは童子にうなずいた。


　この場は、彼にも戦ってもらうしかない。新手の四人は、どう見ても容易たやすく片付きそうになかった。


　そして、その四人のうち、彼女にとって因いん縁ねんのある者が三人もいる。


　自分の右みぎ腕うでを斬きった女。


　中海で大おお津つ波なみに飲まれる原因となった男。


　そしてもうひとり──


「近衛神明流当主ツツイ……」


　トキノはその名をつぶやく。


「久しぶりに稽けい古こをつけてしんぜようかの。我が弟で子しがではなく、わしが直々にの」


　ツツイが応じ、つつっと間合いを詰つめていった。


「死合いなら……」


　トキノは妖あやしく微笑ほほえむ。


「来なされ……」


　ツツイは小こ太刀だちの二刀を抜ぬき放った。


　刃やいばが、きんと鳴る。


　それが戦いの合図となった──


「参るっ！」


　すでに最大限にまで気を高めていたスズリが、鬼き面めんに向かって走った。


「オレの相手が女とはなっ！」


　鬼面が吐はきすてるように言う。


「いかにも、わたしは女だ！　しかし武使だっ！」


　スズリはそう応じると、上段から斬りこんでゆく。その刃からも霊れい光こうがあふれだし、炎ほのおがゆらめきはじめていた。


「神明流クオンが一子、ヒエン、行くぜっ」


「近衛北斗流当主トウイ、童子とやら、覚悟せよ」


　ヒエンとトウイのふたりが、童子との間合いをつめる。


「おまえたちの命で、オレは何歩、進めるかな」


　童子が大おお太刀たちを抜き、黒くろ塗ぬりの鞘さやを投げ捨てる。


　赤と黒とが斑まだらに入り混じった不気味な刃が、その姿を現した。





　　　　４




　宮きゆう殿でんの大広間に、武使たちと鬼おにの気が膨ふくれあがっていた。


　その濃のう密みつさに、天てん井じようも床ゆかも壁かべも、震ふるえている。


　精せい霊れい樹じゆと化した大神ダイダラが、人と鬼との戦いを静かに見守っていた。


「キェーイッ！」


　スズリの気合いの声が、ひときわ甲かん高だかく響ひびく。


　炎を帯びた彼女の大太刀の刃が、鬼面を断たち割らんと振ふり降ろされた。


「フンッ」


　夜叉衆筆頭ランザンは、それを手にしていた刀で合わせる。


　金属音が響き、炎が飛び散った。


　それが、彼の鬼の面と肩かたに降りかかる。


「くっ」


　ランザンは強きよう烈れつな熱さと痛みを感じた。炎を浴びた装しよう束ぞくと鬼面からは、ぶすぶすと煙けむりが立ち昇っている。


（なんだ、この異様な気の高さは……）


　ランザンは炎えん刃じんと化した大太刀の一いち撃げきに完全に押しこまれていた。


　しかもそのときには、もう二撃めが繰くりだされている。


（これは……元流か？　荒あらいが、なんと激しい剣けんだ）


　女と思い、甘く見ていたがゆえ、スズリの打ち込みの激しさにランザンは戸と惑まどいを覚えた。


　そのわずかな油断から、崩くずされ、反はん撃げきの糸口すら見み出いだせない自分が歯がゆい。


（ここは凌しのいで、隙すきをつくしかあるまい）


　そう思い、受けに意識を置いたとき──


「胡蝶炎舞っ！」


　まるでランザンの意図を看破したかのように、女が術を放った。


　女の大太刀からまさに無数の蝶ちようが飛びたつように炎の飛礫つぶてが疾はしり、それが四方八方からランザンに群がってくる。


「受けきれるかよっ！」


　ランザンは怒ど声せいをあげ、後方へと飛び退のいた。


　炎の飛礫は床に当たり、白はく煙えんをあげて消える。


「逃にがさぬっ！」


　女が細身の大太刀の切っ先を向けながら、信じられない速度でランザンを追ってくる。


　術を放ったというのに、女の気の高さは衰おとろえるどころか、ますます高まってきたように感じられた。


「元流運足術〝火ひ渡わたり〟かっ？」


　本来、火の上を歩くときにはゆっくりと歩かなければ、かえって火傷やけどを負ってしまうのだ。それを足に力を入れることなく、高速で走りぬけるという独特の運足術である。


　達人ともなれば、泥どろや水のうえさえも平気で走れるという。無論、そのあいだ、高い気を保たねばならないが……


　この女ならば、大川サミルさえ渡わたりきるのではないか、とランザンには感じられた。たかが女、しかも荒あら削けずりな剣に圧あつ倒とうされている自分が信じられない。


　ランザンは誰だれよりも強くなりたかった。そのために鬼の力を自ら求め、鬼神石がある東荒へと赴おもむいた。


　その邪じや悪あくな波動のなかで、殺さつ戮りくの衝しよう動どうのみに身をまかせ、人を殺しまくった。そしてついに夜や叉しやとなったのである。


（鬼の力が足りぬせいだ。それゆえ、こんな女に圧おされる）


　ランザンは、そう思った。


　羅ら刹せつ鬼きトキノに謀はかられたのだ、と。トキノは童子を鬼の王──阿あ修しゆ羅ら鬼きとするため、夜叉衆を贄にえとして使い捨てようとしている。


　ランザンはひたすら飛び退いたが、なにかが膝ひざの裏に当たった。


　足から力が抜ぬけ、すとんと腰こしが落ちる。しかし、床にまでは落ちない。


　そこにあったのは玉座だったのだ。ランザンはそこにふかく腰を降ろす格好になる。


「し、しまった！」


　そのぐらいのことに気づかぬほど、自分が追いつめられていたことに、ランザンは信じられぬ気持ちだった。


　この体勢では、女の突つきをかわせるはずがない。強きよう靭じんな鬼の身体からだならば、まだ生き残れる可能性はあろうが、人の身体ではそれすらもかなわない。


（鬼の力がなければ、しょせんオレはこの程度の武使だということか？　鬼となった強さに溺おぼれ、我が実力を忘れていたということか？）


　ランザンは自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべる。


　そして覚かく悟ごを決め、声をかぎりに叫さけんだ。


「女ぁっ！　我が名はランザン！　かつては正せい剛ごう流りゆうの武使として──」


「鬼の名など、覚えるつもりはない」


　スズリは冷たく言い放ほうると、ランザンの胸をふかく貫つらぬいた。


「炎刃解放っ、火か鳥ちよう風ふう撃げきっ！」


　そう叫ぶと、大蛇にとどめをさしたときと同じ爆ばく発はつが、鬼の体内で起こった。


　鬼の身体がばらばらになって吹ふき飛んでゆく。


　そして、その勢いで、妖よう風ふうの意い匠しようを凝こらした玉座までもが破は壊かいされた。


　スズリはその爆ばく風ふうが届くより早く、後方へと飛び退のいている。


　そこで大きく息をつくと、がくりと膝を落とした。


　すべての気力を使い果たし、体力も限界まで消しよう耗もうしていたのである。


「危あやういところだった……」


　スズリはうめいた。


　あとすこしでも戦いが長引いていれば、スズリのほうが討うち取られていただろう。情けないが、これ以上は戦いつづけられそうにない。


「お見事、お見事じゃ！」


　ツツイの声が飛んでくる。


「それこそが、スズリ殿どのの今の剣けん。あとは精しよう進じんあるのみじゃ」


　スズリはツツイを振ふり返り、荒あらい息をしながらうなずく。


　声すら出せなかった。なんとか立ち上がると、壁かべの端はしまでよろめきながら歩き、背中でもたれ、ずり落ちるように腰をおろした。


　とにかく今は気力と体力の回復につとめ、ヒエンやツツイ、トウイに助すけ太刀だちしなければならない。


　スズリは、三人が戦う様を見つめた。


　ヒエンとトウイ、そして童子のほうは一進一退である。童子がしかける攻こう撃げきをヒエンはことごとく受け、トウイは童子を崩くずそうと攻せめたてている。だが、ヒエンにしかけながらも、童子はトウイの流水の太刀たちを完かん璧ぺきに受けていた。


　まるで事前に打ち合わせ、何度も稽けい古こをしてきたかと思うほど、ふたりの武使とひとりの鬼おにの動きは、ひとつの舞まいを三人で演じているように息が合っていた。


（これは、容易に決着すまい……）


　スズリは思った。


　不安なのは、ツツイのほうである。


　羅刹鬼トキノの激しい攻めを、ぎりぎりで受けているように見えた。





「殺すっ、殺すっ！　おまえを殺し、あの女を殺し、あの男を殺すっ！　精せい霊れい樹じゆを殺し、妖よう精せいを殺すっ！　すべての人を殺すっ!!」


　トキノが金切り声で叫んでいる。


　ツツイが崩れそうで崩れないゆえ、苛いら立だったあげく、狂くるったのだ。


「業ごうの深いことよのう。そのような悪あしき剣では、わしを崩すことはできんぞ」


　ツツイはぎりぎりで受けているが、表情は穏おだやかだった。


「悪し、悪し、それも悪しじゃ……」


　受けるたび、トキノに呼びかける。


「鬼の力に頼たよっておるゆえ、太刀筋すじが乱れるのよ。雷同流は相手の動き、気に合わせるのが流りゆう儀ぎ、この爺じいと気を合わせなされ……」


「誰だれがっ、おまえのような老いぼれとっ」


　トキノがさらに力で押し込んでくる。


　そして太刀を右手一本に持ち替かえると、なにかを摑つかむように左手を広げる。そこに火の玉が忽こつ然ぜんと浮かんだ。


「鬼火ぃっ！」


　そしてその火の玉を、ツツイに投げつける。


「木霊じゃ！」


　その鬼火が爆発する寸前にツツイは、左の小太刀で合わせた。


　炎ほのおが瞬しゆん時じに消えたかと思うと、猛もう烈れつな爆風がトキノを襲おそった。


「キイッ」


　奇き怪かいな悲鳴をあげて、トキノが顔を手で覆おおう。


　しかし、爆風に吹き飛ばされ、無様に床ゆかを転がった。


「結界で、鬼の力が弱められていて幸いだったの」


　ツツイが笑いかける。


　トキノの長い髪かみがちりちりと燃え、着物の裾すそはめくれ、太ふと腿もものつけ根近くまで、あらわになっていた。


「よくもっ、よくもっ」


　トキノが立ち上がり、ふたたび斬きりかかってゆく。


　ツツイは容易たやすく押しこまれた。だが、そこからが容易に崩れない。


「なぜだっ？　なぜだっ？」


　トキノは繰くり返す。


「悪しき剣だからじゃよ。武術とは心技体が一いつ致ちしてこそ。力のみに頼っても、技わざのみに頼っても、それは良き剣とはならん。さあ、わしと心を合わせなされ。昔のそなたのように……」


「あいつは、わたしの剣をすべて受けた！　良い剣も悪い剣も関係なく、だ！」


「それが、あやつの悪いところじゃ。相手のあらゆる剣を受けてしまう。それで心が通じ合うと思うておるからの……」


　ツツイはうなずいた。


　しかし、それでは相手を悩なやませ、惑まどわせることになる。結果として、相手を悪しき剣に走らせるのだ。


「わたしの心は通じてなどいなかった。わたしがあいつを好いていたことも、殺してほしいと思っていたことも……」


　トキノは涙なみだを流していた。


　しかし、それは鬼き哭こくとはほど遠いものである。年とし頃ごろの娘むすめが流す、自然な涙のように見えた。


「あやつには、女心というものがわかっておらなかったからの。喧けん嘩かや武術を通じてしか、心が通じぬと思うておるからよ……」


　ツツイはトキノにうなずきかける。


「すべては、気づくのが遅うなったわしが悪かったのじゃ」


　剣けんでも勝てぬ、想おもいも通じぬ──


　武使として女として、トキノは悩み、苦しみ、次し第だいに狂っていったのであろう。そして彼女は自分に言い寄ってきた男のひとりを斬り捨てて、神域から姿を消したのだ。


　トキノは泣きつづけていたが、彼女の振ふるう剣は次第に雷同流のそれになっている。


　ツツイは彼女と気が合ってくるのがわかった。これが男たちを誤解させる原因でもある。試合や稽けい古こをすると、彼女は気を合わせてくれるのだから……


　トキノは意識して男を誘ゆう惑わくしていたわけではない。しかし、そういう噂うわさは神域ではつねに流れていた。だから、あの男も彼女が自分だけに気があるとは思っていなかっただろう。そして、気の多い女を好む男でもなかった。


　そうではないということを、ツツイは教えるべきであったかもしれない。


　しかし、男女のことは身をもって知るほうがよいし、他人があれこれいうべきではないと思い、黙だまっていたのだ。


　最悪の結果になってから、ツツイはひどく後こう悔かいしたのだが……


「悪あし……悪し……良し……」


　ツツイは、トキノの剣が、無心になりつつあるのを感じた。


　それとともに、しだいに受けが崩くずされてくる。相手の動きに合わせ、気を合わせ、いつのまにか優位な体勢に立つことが、雷同流の極ごく意いである。


　そして、トキノはその名人でもあった。


　女でありながら、近衛十流にあがるのではないかとさえ言われたものである。


（そろそろ、限界じゃのう……）


　ツツイは思った。


　鬼おにの力に頼たよった悪しき剣は、強く鋭するどかった。その瞬をとらえ、受けつづけるのは体力、気力を激しく消しよう耗もうさせる。まして、この山道を急いで、登ってきたあとでもある。


　武使とはいえ、すでに老ろう齢れいにあり、なかば隠いん居きよ同然のツツイにとっては苛か酷こくな戦いだった。


　しかし鬼の剣に易やす々やすと屈くつしては、稽古をつけることにはならない。


　それゆえ、必死で受けつづけてきたのだ。


（これまでじゃな……）


　もういくらも保もたぬな、と思った瞬しゆん間かん、ツツイは自らしかけていった。


　その一いち撃げきを、トキノは雷同流の剣と身体からだのさばきで見事にいなす。


　ツツイの体勢は大きく崩れていた。


　踏ふん張ろうと、足に力をこめる。


　しかし、トキノの太刀たちがその足を払はらった。鋭い痛みが走り、身体が左に傾かたむく。


「雷同流〝脛すね払ばらい〟、見事じゃ」


　ツツイは左足を完全に切断されていた。


　大広間の床に転がったところを、トキノが太刀の切っ先で、ツツイの胸を貫つらぬいた。


　新たな痛みが走る。


「トキノ殿どの、良き剣でしたぞ……」


　口から鮮せん血けつを吐はきだしながら、ツツイはトキノに笑いかけた。


　それでトキノは我に返った。


「ツツイ様……？」


　トキノはまだ涙を流している。


「この神域に来た頃ころと同じ剣じゃった。すまなかったのう。その剣を、まっすぐ伸のばしてやることができず……」


「わ、わたしは、もはや武使ではない……」
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「そうじゃな。そなたはもはや鬼じゃ。だが、そなたのなかには、武使であった頃のそなたがまだ残っておる。そなたが背負っている業ごうは恐おそろしく深い。しかし、そこから抜ぬけだすことは可能じゃと、わしは確信した。精しよう進じんなされよ、トキノ殿……」


「だ、黙れ！　黙れぇっ！」


　トキノは狂くるったように叫さけぶと、大広間から飛び出していった。


「わしの腕うでは持ってゆかなんだな……」


　ツツイは満足そうにうなずいた。


　急所は外れているものの、出血がひどく、そう長く保ちそうにない。だが、六十をすでに超こえているツツイにとっては、死ぬことはさしたる問題ではない。


（残念といえば、あの若者たちが強うなってゆくのを見られないことぐらいかの）


　ツツイはわずかに頭を持ちあげて、童子と戦うふたりの若い武使を見つめた。


　ふたりとも、ツツイが倒たおされたことに気づいている。


「女は退いた。あとは、その童子とやらだけ。まもなく、助けもこよう。決して、焦あせってはならぬぞ……」


　ツツイが精せい一いつ杯ぱいの声を張り上げた。


「爺じいさん……」


「ツツイ殿……」


　ふたりは言葉を失っていた。


「こりゃっ！　目の前の相手に集中せんか！」


　ツツイはそうふたりを叱しかると、頭を床ゆかにもどす。


　すでに目の前が真っ暗になり、幸いなことに痛みは薄うすらいでいた。


「……ツツイ様」


　そのとき、首筋に温かい感かん触しよくがあり、スズリの声が聞こえた。


「申し訳ありません。わたしが不ふ甲が斐いないばかりに……」


　涙なみだまじりの声である。


「そんなことはない。正直、今のスズリ殿では、あの鬼き面めんに勝てぬかもしれぬと思うた。ただゆいいつの勝機は全力で攻せめきること。スズリ殿は、それを見事に成し遂とげられた……」


「ツツイ様……」


「そなたは、まだまだ伸びる。ただ精進じゃ、精進あるのみじゃ……」


　そう言うと、近衛神明流当主ツツイは静かに息を引き取った。


「ツツイ様……」


　スズリは老人の亡なき骸がらの側そばで、ただ涙を流しつづけた。


　しかし、しばらくして、顔をあげる。


　敵はもうひとり残っているのだ。





　　　　５




（あれぐらいで、鬼を忘れるとは、トキノの業もさほど深くないな）


　泣きながら、この戦場から去ってゆく羅ら刹せつ鬼きに一いち瞥べつをくれたあと、童子は思った。


　夜叉衆筆頭ランザンも死に、ここに残っているのは、もはや彼ひとりである。


　結界によって鬼の力が弱まっているゆえ、いつもの半分も力が出せない。しかし、それは初めから承知していたことであり、それでも人に負けるとは思ってもいなかった。


　ところが、だ──


　童子はふたりの若い武使を、いまだにしとめられずにいる。


　彼が攻めればひとりが受け、隙すきを狙ねらって、もうひとりが攻めてくる。その連係がなかなかに巧たくみであり、手こずらされているのだ。


　そして、ふたりはまったく術をしかけてこない。技わざだけで崩くずそうとしている。


（こっちの手の内は、知られているということだな……）


　敵が術でしかけてきたら返し、奥義を使ってきたら完全に無力化する。童子は覚かく醒せいしたときから、そういう戦い方を覚えていた。


（だが、オレが知っているのは、それだけじゃないぞ。おまえたちが〝武術〟と呼んでいるものすべてに通じているんだからな）


　自分がなぜこの世に生まれ落ちたか、童子は知らない。


　鬼道衆の長老である白老鬼からは、鬼の王になるべき存在だと言われた。そして、アーシア開かい闢びやく以来の歴史のすべてを与えられ、世の理ことわりもすべて理解した。


　そして母者と心を通わせ、なにを望んでいるかも知った。


　ならば、オレは鬼の王となり、母者の望みをかなえよう、と童子は単純に心を決めている。そのためには、戦いに身を置かねばならない。戦いで失われる命のすべてが、童子を鬼の王への道を進ませるのだ。


（このふたりを殺し、オレは道を進む）


　童子には微み塵じんの迷いもない。





「こいつ、神明流だけではないぞ？」


　トウイが驚おどろきの声をあげた。


　童子の動きのなかに、武術百流すべての動きを見て取ったからである。


「どうかな……」


　ヒエンは曖あい昧まいに答える。


「おまえの目は、節穴か？」


　トウイが罵ば声せいを返してきた。


「元流の激しさもあれば、巌流の硬かたさもある。影流の死角をつく動きもあれば、心流の鋭するどい一いつ閃せんもある……」


「それぐらい、わかってるぜっ！」


　ヒエンは童子の攻めを受けつづけているのだ。


　攻めているだけのトウイよりも、はるかに太刀たち筋すじは見えている。


「ならば、反論することはなかろう？」


「神明流でも、それぐらいならできるからだよっ！」


　ヒエンは怒ど鳴なりかえした。


「なんだと？」


　トウイが顔色を変える。


「神明流はあらゆる剣けんを受けるからな。攻められた剣は、自然、身につくんだ。オレだって、神刀流や元流の攻めを真似るぐらいならできるぜ」


　だから、この童子の剣が、神明流だと思っているのだ。


　それも、ただの神明流ではない。


（オレは、この鬼の癖を知っている……）


　ヒエンは心のなかでつぶやいた。


　同じ流派を学んだとしても、武使のひとりひとりは体格も違ちがうし、独自の創意工く夫ふうもある。それが癖となって出るのだ。


（こいつの癖は、親父おやじとまったく同じだ）


　最初は錯さつ覚かくだと思った。


　だが、童子の攻めを受けるごとにその思いが強くなり、今では確信に近くなっている。


（いったいどういうことなんだ？）


　ヒエンは自問してみるが、その答えは見つからない。


　トウイが近衛会議で言ったように、父は生きており、鬼道衆に囚とらわれ、この童子に神明流を教えているのだろうか？


　ありえない話だと思ったが、それすらも否定できなくなっていた。


（試ためしてみるかっ！）


　ヒエンは気合いを入れ直した。


「ハアーッ！」


　そして突とつ然ぜん、攻せめに打って出たのである。


　右の凰翼を順手に持ち替かえ、上段から打ち込んでゆく。


　ヒエンが受けるだけだと思っていた童子は一いつ瞬しゆんだけだが対応が遅おくれた。


　受け損そこなわせるほどではないが、わずかに崩すことができた。そこへすかさず、激しい連続攻こう撃げきを加える。元流が得意とする烈れつ火かの攻めだ。スズリの剣をいつも受けているので、ヒエンも真似ることができたのである。


「おまえは受けに徹てつしろと、ツツイ殿どのに言われただろう？」


　トウイが怒鳴った。


「確かめたいことがあるんだ。しばらく役割を替わってくれ。北ほく斗と流りゆうにだって、受けぐらいあるんだろ？」


　ヒエンはそう返して攻めつづける。


「無論だとも！　流水の太刀は、攻めのみではない！」


　トウイが憮ぶ然ぜんとして刀をひき、正眼に構えなおす。


「なんだよ、このゆるい攻めは？」


　童子が鼻で笑った。


（そんなこと、承知のうえだぜっ）


　ヒエンは心のなかで応じる。


　五太刀ほど押し込んだが、童子はその次をぴたりと瞬で受け、ヒエンの攻めは完全に止まった。あわてて凰翼をひき、逆手にもどす。


　次の瞬しゆん間かん、凄すさまじい切り返しがやってきたが、ヒエンはそれに対し、備えていた左の鳳ほう翼よくで、かろうじて受けた。


　しかし体勢は完全に崩くずれ、しかたなく間合いを取るため、後ろへと跳とぶ。


　童子はヒエンを追おうとはせず、トウイのほうへと攻めを切り替えた。


　トウイは豪ごう語ごしただけのことはあり、受けにまわっても、まったく剣の運びに無む駄だがなかった。北斗流の合理の剣が、万ばん能のうだとされているのが、ヒエンにもよくわかる。


「無駄なく素す早ばやく剣を運べば、受けられぬ攻めなどない。それが合理というものだ」


　童子の猛もう攻こうを的確に受けながら、トウイが勝ち誇ほこったように言う。


　しかし、数太刀もすると、彼の体勢はいつのまにか崩されていた。


「どういうことだ？」


　トウイが焦あせりの表情となる。


「ただ受けるだけなら、それでいいけどな。それじゃあ、すぐに崩されるんだ……」


　ヒエンが笑いかけた。


「攻めは自分から組み立てられるが、受けは相手しだいだからな。肝かん心じんなのは相手の攻めを瞬で受け、次の攻めを封ふうじることだ。それを見み極きわめるのが、神明流なんだぜ？」


　逆に言えば、それしか教えないのが神明流である。


「よしっ、交こう替たいだ。オレが、受けにもどる」


　ヒエンは隙すきを見て、童子のまえに飛びこんだ。


「勝手なことを！」


　そう言いながらも、体勢の崩れていたトウイは間合いをとるしかない。


「それで、なにを確かめたというんだ？」


「この鬼おにの剣が、やっぱり神明流だってことだ。攻めはいろいろ出してくるが、受けになると、神明流しか使わねぇ」


「そんなこと、か……」


　トウイが舌打ちする。


　不満はあるようだが、近衛北斗流の当主はそれで納なつ得とくしたようだ。


　しかし、ヒエンはすべてを答えたわけではない。


（受けさせてみて、はっきりわかったぜ。こいつには、やはり親父おやじと同じ癖くせがある）


　そのことはヒエンに相反するふたつの感情を抱いだかせる。


　ひとつは父が生きている可能性があるという希望であり、もうひとつは父が鬼の味方をしているという疑ぎ惑わくである。


（親父が生きているなら救いださないといけねぇ。しかし、鬼の味方をしているのなら、オレが斬きるしかねぇ）


　ヒエンはそんなことを考えた。


「おまえ、うざいな……」


　童子が、いらだったように声をかけてくる。


「そう思うなら、崩してみせろよ？」


　ヒエンは挑ちよう発はつするように言った。


「もうすぐ他ほかの近衛たちがやってくるぜ？　そうなったら、いくらおまえでもおしまいだ」


　ヒエンの挑発に、童子の顔色が変わる。


　怒おこったようだった。こういうところは、見た目のとおり子供っぽい。


「たしかに、強そうなのが近づいてきてるな。だが、オレにとっては、そのほうがいい。おまえたちみたいな奥義どころか、術も使わないようなのを相手にしても楽しくないからな。それでも、おまえたちは近衛の武使かよ？　これじゃあ、ただの武人と同じじゃないか？」


　童子の言葉は、ヒエンには負け惜おしみに聞こえた。


　だが、隣となりで戦う、トウイにはそう聞こえなかったようだ。


「わたしが、ただの武人だと？」


　トウイの童子に対する攻せめが、いきなり激しくなる。


　だが、それは北斗流の流りゆう儀ぎとは異なるものだ。


「落ち着け！　こいつの言葉に惑まどわされてるんじゃねぇ！　明鏡止水の境地はどこへいった？」


　ヒエンはトウイを怒ど鳴なりつける。


「落ち着いてなどいられるか！　わたしも今、気配を感じた。これは陛下の気だ。陛下の御ご前ぜんで、こんな無様な戦いを続けてはいられない。陛下のお手をわずらわせることになるし、陛下の身にもしものことがあれば、近衛として最重要の務めを果たせなかったことになる……」


「あの皇こう帝ていにもしものことなんてあるかよっ！　あったとしても、次の皇帝を探せばいいじゃねぇか？」


　皇帝は世せ襲しゆうではなく、その時代において最強の武使が選ばれてきたのだ。


　皇帝が崩ほう御ぎよしたのなら、大仕合を開かい催さいするなりして、次を決めればいいだけである。


「皇帝が殺されたとあっては、近衛十流の当主はすべて殉じゆん死ししなければならない決まりなのだ！　それが、わたしの責任となるのだぞ！」


　トウイの表情に決意がみなぎってきた。


　そして彼が持つ〝叢むら雨さめ〟に青黒い霊れい光こうが浮うかびはじめる。


「術を使うんじゃねぇ！　木霊で返されるぞ!!」


　ヒエンがあわてて呼びかけた。


「そうこないとな！　おまえの本気を見せてくれ」


　童子が楽しげな声をあげる。


「ああ、見せてくれる。我が北斗流奥義〝登とう龍りゆう〟をなっ！」


　トウイが応じる。


　そして次の瞬しゆん間かん、彼は明鏡止水の境地へと入った。


　気を最大限に高めながら、まったく乱れがない。


「爺じいさんが言ってたろう？　オレたちの役割は、時間を稼かせぐことなんだぞ！」


　ヒエンはなおもトウイに呼びかけたが、まったく耳に入っていないようだ。


（集中しすぎだぜっ！）


　ヒエンの言葉など、もはや雑音でしかないのだろう。


　トウイの刃やいばに霧きりがまといつき、切っ先から水すい滴てきが滴したたり落ちはじめた。


　間合いは十分なので〝渡わたら瀬せ〟で詰つめる必要はない。


　その位置から奥義〝登龍〟を放つはずだ。


　童子は期待の表情で、トウイが術を放つのを待っている。


　ヒエンはせめてもの牽けん制せいにと、ふたたび攻めに転じるが、童子はヒエンのほうに気を取られる様子もなく、左手ひとつで操あやつる太刀たちに軽々と受けられた。


（情けねぇっ！）


　ヒエンは思ったが、それが神明流である。


　ツツイは〝嚙かませ犬〟と揶や揄ゆされようと、近衛の武使たちの稽けい古こ台だいでありつづけた。


　父クオンもあらゆる仕合において、ただのひとりも殺していないと聞く。


　ヒエンも強い相手を見つけたら、その剣けんを受けたいと思っている。


　しかし、どうしても倒たおさねばならない敵と出会ったとき、どうすることもできない自分が、もどかしくてしかたなかった。今がまさにそうであるように……


　トウイはどんどんと気を高め、今まさに奥義を放とうとしている。


　ヒエンはあきらめて、童子との間合いをとった。


（もしかしたら、こいつの奥義が通じるかもしれねぇ……）


　そうも思う。


　獣じゆう鬼き使いを瞬しゆん殺さつしたときとツツイと仕合をしたとき、ヒエンはこの北斗流の奥義を二度、見ている。その術の威い力りよくはすさまじく、たとえそれを受けても流水の太刀による連続攻こう撃げきが続くという。


　奥義を完全に受けるか返すかしなければ、童子は確実に斬きられる。


　そして奥義を本当に受けうるものか、ヒエンは疑問だった。


　瞬で受けられるようになるにも、ヒエンは五年かかっている。


　瞬よりもさらに短い刹那の拍ひよう子しで止めたことなど一度もない。相手の奥義を刹せつ那なで止めるという神明流奥義〝不動〟の理り屈くつはわかっていても、そんなことが現実にできるかどうかは疑問だった。


（しかし親父おやじなら、それぐらいできそうな気がする。その親父から、おまえが神明流を学んだというのなら──）


　ヒエンも気を高めて、全神経を集中させる。


（おまえの神明流、オレが見定めてやるぜっ！）


　そしてトウイがついに動いた。


　下段から〝叢雨〟を恐おそるべき速度で斬りあげたのである。円心流の抜ばつ刀とう斬ぎりもかくやというほどの速度であった。切っ先から伸のびた水刃が、童子を縦に両断しようとする。


　童子はその水刃に対し、自らの大太刀の刃を合わせるように振ふり下ろした。


　上から見れば、突とつ然ぜん、線が現れたとしか見えないはずである。その線に対し、自らの刃を完全に合わせる。それも刹那で合わせなければ神明流奥義〝不動〟は発動しない。


　しかし──


　童子は、それを成し遂とげた。


　トウイが繰くりだした奥義〝登龍〟は、まるで幻まぼろしであったかのように完全に消しよう滅めつしていた。


　そしてトウイ自身、剣を完全に振りあげるまえの姿勢で硬こう直ちよくしている。その姿勢の不自然さは、まるで不出来な人形のようだった。


（これが、神明流奥義〝不動〟かよっ！）


　ヒエンは愕がく然ぜんとなる。


　相手の奥義に対し、一点と刹那で合わせる。一点でも、一刹那でもずれていれば、相手の奥義を打ち消すことなどできない。


（神かみ業わざ……いや、鬼き神じんの業だぜ）
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「これが北斗流の奥義か？　なかなか受け甲が斐いがあったぞ！」


　童子はそう言うと、とんと跳はねて、トウイの首を太刀で払はらおうとする。


　近衛北斗流当主の顔が敗北の屈くつ辱じよくと死の恐きよう怖ふにゆがんだ。


　しかし、ヒエンがそれより先に飛びこんでいた。


　童子の太刀を、右手の凰翼で受ける。


「また、おまえか？　おまえとやるのは、もう飽あきたんだよっ」


　童子が不ふ機き嫌げんに言った。


「そう言うなよ。オレはもっとやりたいんだよ。この感覚が懐なつかしいからなっ」


　ヒエンは童子に笑いかける。


　それから顔を振り返らせることなく、スズリに向かって呼びかけた。


「すこしでも元気があるなら、トウイを下がらせてくれ。どのくらいのあいだ動けないのか見当もつかないからな」


　あとは、まかせておくしかない。


　童子の視線が、ヒエンに向けられてきたからだ。


「おまえもオレと同じで受けが得意なのはよくわかった。まだまだ未熟だけどな」


　童子がうんざりとした様子で言った。


「あいにく、オレが伸びるのは、これからなんだよ。すぐに追いつき追い越こしてやるさ」


「できっこないな。なぜなら、おまえはここで死ぬんだから……」


　童子が鼻を鳴らす。


「おまえ、絶対に受けられない攻せめがあるって知らないだろう？」


「受けられない攻めだと？」


　ヒエンの眉まゆがぴくりとなる。


「そんなものがあるなら、見せてもらいたいもんだぜっ」


　神明流は、あらゆる攻めを受けうるとしている。炎ほのおであれ、水であれ、影かげであれ、光でさえもだ。もしも、受けられない攻めがあるとすれば、それは神明流の存在を否定されたに等しい。しかも、そんな攻めがあると言うのは、他ほかならぬ神明流の奥義の使い手なのだ。


「おまえみたいな奴やつに使うのは不ふ愉ゆ快かいだけどな」


　ヒエンは小こ太刀だちの二刀を正眼に構えて、相手の些さ細さいな動きにも注意を払う。いったいどのくらいの間合いを取ればいいのかもわからない。


　童子という鬼おにが放とうとしているのは、見たことも聞いたこともない術なのである。


（木霊で、返してやるぜっ）


　ヒエンは自らを奮いたたせる。


　気は童子との戦いで最大限に高まっていた。刃やいばは霊れい光こうを放っている。もっともヒエン自身の身体からだから霊光は出たことがない。もっと、気力を底上げしないといけないのだろう。


　童子は大太刀を右手ひとつで持ち、左手は刃に添そえた。


　そして念ずるように目を閉じる。


　その瞬しゆん間かん、赤黒い霊光が童子の刃と全身からも立ち上った。


（来るっ）


　ヒエンは目を最大に見開き、相手を凝ぎよう視しする。


　童子は、ゆっくりとした動作で身体をひねり、太刀を後方に向ける。左手はあいかわらず添えたままだった。


（あの構え、どこかで……）


　見たことがあると、ヒエンは思った。


　そして、父クオンが稽けい古こを終える直前に見せていた構えだと思い出す。


　そのとき父はなにかの術を放とうとするように、その構えを取る。しかし、なにかをするわけでもなく、気を緩ゆるめて、刃をかるくひと振ふりしてから鞘さやにもどすのだった。


　そのときの父がまばゆい霊光に包まれていたという記き憶おくがある。そしてなにか底知れぬ恐怖を感じたことも……


（親父おやじはオレの知らない攻めの術を編みだしていたのか？　そしてそれをこの童子に教えたというのか？）


　激しい怒いかりを覚えた。


　そんな術があるのなら、今、自分が使いたいぐらいである。鬼に教えるぐらいなら、子に教えるのが筋というものではないか？


（それとも……）


　ヒエンは、はっとなる。


（親父はオレに大太刀を用意してくれていた。芯しん金だけで刃はまだ打っていなかったが……）


　それは、修しゆ行ぎようの段階を次に進ませるという意図だったのかもしれない。


（だとしたら……）


　受けられぬ術など、稽古で使うわけにはゆかない。


　しかし、型のみは見せておいたということも考えられる。


　ヒエンは、童子の腕うでの動きに注視した。


　太刀を持つ右手は左に、刃の峰みねに添えられた左手は真後ろに伸のばされている。刃は水平を保ったまま。


「親父はここで気を抜いた。それから──」


　ヒエンは無意識に声に出していた。


　しかし童子は気を抜かない。それどころか、さらに気を高めているように感じられた。


「舞まうように身体を回転させて──」


　童子も、そのときの父と同じ動作をする。


「だとしたらっ！」


　ヒエンは童子が術を放つ刻を想定する。そして、その見たこともない術を受けるため、鳳翼、凰おう翼よくを交差させる。


「ここだぜっ！」


　童子の太刀の切っ先が、真正面に向けられた瞬間、ヒエンは最大限に気合いを入れて、見えざる術、見えざる刃を受けようとする。


　小太刀の二刀が、なにかを受けて、激しく青い霊光を放った。


　しかし──


　次の瞬間、ヒエンの身体をなにかが通り過ぎていった。


　痛みはなかった。


　一瞬、目の前が真っ暗になり、完全な静せい寂じやくが訪おとずれた。全身の感覚も消失する。そして身体から力が抜けていった。


　耐たえようもなく、ヒエンはその場に倒たおれた。


　そこへ童子が近づいてくる気配がする。


　感覚は徐じよ々じよにもどりつつあるが、まだ身体に力が入らない。


（これまでかよっ）


　ヒエンは覚かく悟ごを決めた。


「おまえ、受けたな？」


　不ふ機き嫌げんな声がかかる。


　たしかに、ヒエンにはなにかを受けた感かん触しよくがあった。しかし、瞬は逃のがしていたのだろう。


　それゆえ、術の威い力りよくを完全には消すことができず、見えざる刃で斬きられたのだ。


（奥義だから、刹せつ那なで受けなければならないのかよっ？）


　神明流を極きわめていなかった自分を、ヒエンは呪のろう。


「受けたかもしれねぇが、この様だからな……」


　ヒエンはなんとか目だけを動かし、童子を睨にらみつける。


　声もひどくかすれている。


「オレはあらゆる技わざ、術を受けられる。そのオレでさえ、受けられないと思っていたのが、今の術〝御み魂たま還がえし〟だ。どうせ他人には使えないからな。受けられなくたっていいんだが……」


　童子はそう言うと、ヒエンに向かって、太刀たちの切っ先を突つきつけた。


「おまえなんかに、受けられたというのが癪しやくに障さわる」


「ざまぁみやがれ、だ……」


　このまま、とどめをさされるのを待つだけだが、意地は見せたということだ。


　しかし悔くやしさはある。


　もっと真しん剣けんに修行をして、奥義を極めていたら、今の童子の術も、刹那で受けることができたはずなのだ。


「今のおまえを斬っても、たいして進めそうにない。だから、おまえは生かしておいてやる。次に会うときまでに、強くなっておけ。オレが最後の一歩を踏ふみだせるぐらいにな」


　童子はそう言うと、太刀を担かついで、大広間の奥へと、とんとんと跳はねるように移動した。


　舞ぶ台たいに向かっているのだ。そこには精せい霊れい神しんダイダラの化け身しん、精霊樹がある。


　ヒエンは今さらながら、鬼おにがここに来た目的を思い出していた。


　精霊樹を殺すこと──


　それは、同時にこの世界から精霊と妖よう精せいとを抹まつ殺さつすることである。


（このままでは、母さんが……）


　なんとかしなければと思うのだが、ヒエンの身体からだはまるで自分のものではなくなったように思い通りに動かない。


　どうしようも、なかった。


　皇こう帝ていタイガが、大広間に入ってきたのは、まさにそのときであった──





　　　　６




「夜中にやかましいぞ！」


　タイガは今まさに、舞台にあがろうとしていた童子に向かって、子供を叱しかりつけるような怒ど鳴なり声をあげた。


　その声に童子が立ち止まり、ゆっくりと振ふり返る。


「おまえが皇帝か？　遅おそい、お出ましだね」


「待たせちまったかい？　皇帝というのは最後に出てゆくものというのが、ここの決まりらしくてな」


　タイガの傍かたわらには、先の執しつ政せい代行シオンがいる。


　そして、ふたりの後ろには、近衛十流筆頭正しよう一いち位い左近衛大将シラセと従じゆ一位右近衛大将オウカがひかえていた。


　タイガは、大広間の様子をざっと見回す。


　何人かの近衛が倒れ、鬼道衆と思おぼしき死体もあった。その死体のひとつは、ばらばらに吹ふき飛んでおり、皇帝の玉座は跡あと形かたもない。


　ユウキの無礼者と女武使、そして北斗流の当主はまだ生きていた。近衛神明流当主ツツイは、すでに息がない。


「オレの家で、ずいぶんと暴れてくれたようだなぁ？」


　タイガは童子ににたりと笑いかける。


「どうせなら、オレも混ぜてもらおうか？」


　タイガの手には鈍刃──光刃剣が握にぎられている。


　その鞘さやの留め金を、彼はかちりとはずした。


「陛下、ここは我々が……」


　左近衛大将シラセが、厳しい表情で申し出る。


「ここは、オレの部屋だからなぁ。ここまで来させないのが、てめぇらの仕事だろう？　悪いが、オレにまかせてもらうぜぇ」


　タイガはかるく手を振って、シラセの訴うつたえを退けた。


「御ぎよ意い……」


　ふたりの近衛大将は顔を見合わせてからうなずく。


　皇帝タイガは、童子なる鬼との対決をすでに愉しんでいる。それを止めることは誰だれにもできないと、ふたりは承知していた。


「それが、噂うわさの光刃剣かい？」


　童子が目を輝かがやかせている。


「噂に聞こえた光刃、撃うってくれよ。オレが受けてやる」


「おおよ、オレも試ためしたかったのさ。てめぇが使う絶対の受けとやら、拝ませてもらおうか！」


　タイガはうなずくと、直刀広刃の大たい剣けんを、鞘からするりと抜ぬき放った。


　すでに、その刃は燦さん然ぜんと虹にじ色いろの光を放っている。


　五金をはじめとし、世に知られているあらゆる鋼はがねを寄せ木細工のように組みあげた刃は、森しん羅ら万ばん象しようのすべての力を宿しているとされる。それらの力をひとつに集約し、光に変えて放つ。それが帝王流最終奥義〝光刃〟なのだ。


　この究極の術を放てるのはこの剣のみであり、現実に使ったのは始し皇こう帝ていミズホと今上皇帝タイガのふたりだけである。


　光刃が輝いたあと、そのまえに立ち、生き残った者は誰ひとりとしていない。


「さて、と……」


　タイガは唇くちびるの片かた端はしをつりあげながら、光刃剣を構えた。


　切っ先はぴたりと童子の胸に向けている。


　光刃には突と斬があり、敵がひとりゆえ、今は突とつを放とうとしていた。


「行くぜぇっ！」


　かけ声とともに、タイガは光刃剣を鋭するどく突つきだす。


　次の瞬しゆん間かん、光刃剣から目もくらむような光があふれだした。そしてその光の刃の切っ先が瞬時にして疾はしり、童子の胸を貫つらぬいたかに見えた。


　しかし、光の切っ先が当たったのは、童子が手にする大おお太刀たちの刃である。


　万ばん色しよくの光が千々に砕くだけ、あらゆる方向へと散乱していった。
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「ほほう？」


　タイガは光が消えた光刃剣を、素す早ばやく鞘へともどす。


　童子はまだ立っていた。


　だが、その衣服と言わず、肌はだと言わず、全身のいたるところが裂さけ、どす黒い液体が流れはじめている。片目も、潰つぶれていた。


「刹せつ那なを逃のがしたみたいだな……」


　童子は不気味に嗤わらった。


「オレもまだ未熟ってことだ。見事だな、皇こう帝ていタイガ！」


「てめぇもな。よく受けられたもんだ。感心したぜぇ」


　タイガは童子に声をかけてから、子供の姿をした鬼おににくるりと背を向ける。


「オレは満足した。あとは任せたぜ」


　タイガは呆ぼう然ぜんとした表情を浮うかべる左右の大将に声をかけた。


　ふたりはその一言で我に返る。


「御意！」


　ふたりは一礼し、それぞれの刀に手をかけた。


「相手をしてやりたいのは山々だが、さすがにオレも遊び疲つかれた。それに、このまま帰ったら、白びやく老ろう鬼きに叱しかられるからな」


　童子はそう言うと、とんと跳はねた。


　そして舞ぶ台たいにあがると、くるりと背を向けて、精せい霊れい樹じゆに大太刀の切っ先を向ける。


「あいつを、止めてくれっ！」


　そのとき、大声があがった。


　ヒエンである。


　それだけの声を出しただけで、彼は体力と気力を使いはたしたように感じた。


「鬼の狙ねらいは精霊樹だ。精霊樹を殺し、妖よう精せいを葬ほうむり去ろうとしている。人と妖精とが手を結ばないように。それを、鬼どもはいちばん恐おそれているんだ……」


　左右の近衛大将にも、ヒエンの声は届いたが、やろうとしていることに変わりはない。


　ふたりは驚おどろくほどの速さで、舞台へと走っていた。


　しかし、間に合いそうにない。


「おまえたちの仕事を、代わってやってやろうっていうんだ。ありがたく思ってもらわないとな……」


　童子は言うと、気合いの声とともに赤と黒の斑まだらな刃を根本まで、精霊樹に埋うめこんだ。


　すると太刀が刺ささった場所から真っ赤な樹液が大量に溢あふれだし、舞台いっぱいに広がり、大広間の板いた敷じきまで流れ落ちた。


　そして童子は舞台と精霊樹のあいだにあるわずかな隙すき間まから飛び降り、姿を消した。


　それを見た、ヒエンは呆然となり、そのまま意識が遠のいてゆく。


　限界はとっくの昔に超こえていた。


　そして彼の意識は、深しん淵えんの暗くら闇やみへと急速に沈しずんでいったのである──





　ヒエンが目覚めたのは、翌日の昼を過ぎてからだった。


　気力も体力も噓うそのように回復していて、それがむしろ呪のろわしく思える。昨夜のすべてが悪夢だったらいいと、心から願った。


　しかし、寝ねかされていた部屋から宮きゆう殿でんの外へと出た瞬間、そのわずかな願いも完全に打ち砕かれた。


　空高くにある精霊樹の枝から、無む惨ざんに枯かれはてた葉が無限とも思えるほど舞まい散っていたのである。それは神域全体を覆おおいつくさんとするように降り積もりはじめていた。


　ヒエンは急いでシオンに会い、事情を告げると、帝てい都とシスイにあるユウキ屋や敷しきへと大急ぎで向かった。





　近衛も、また大混乱であった。


　大勢の武使が死に、なかでも新たに東面守護となった近衛深しん山ざん流は断絶、宮殿警護職の近衛奇巌流も当主サエキを筆頭に半数以上が討うち死にしている。


　南、西、北の三門をめぐる鬼との戦いの戦死者を合わせると、百人を超える武使が一夜にして命を絶たれた。


　これは、帝てい国こく開かい闢びやく以来、無論、初めての出来事である。


　神域の不ふ可か侵しん性せいは、ついに破られたのだ。


　そして精霊樹に深く打ち込まれた鬼の太刀は、誰だれも抜ぬくことができず、そこから流れだす樹液もまた止まることはなかった。


　そのため、神域を流れる谷川の水は真っ赤に染まり、それはそのままカタラ川へと流れだした。帝都シスイの人々は、その不気味な川の色を見て、不安を覚えながら様々に噂うわさしあったのである。





　スズリが意識を取りもどしたのは、ヒエンよりいくらかあとだった。


　すでに、ヒエンはシスイへ向かい、山を降りたという。


　スズリはヒエンに命じられたとおり、不動を受けて硬こう直ちよくしていたトウイを助けて、大広間の入口あたりまで下がっていた。


　そのあと、ヒエンと童子が戦うのを見届けていた。


　しかし童子が放った謎なぞの術は、離はなれていた彼女たちをもまとめて斬ったのである。そして彼女は瞬しゆん時じにして意識を失ったのである。


　そのあと、なにがあったかは、スズリが目覚めたのを知って、彼女が寝かされていた部屋に訪ねてくれた執しつ政せい家の姫ひめシオンから聞いた。


　童子は皇帝タイガが放った光刃によって傷を負ったが、それでも精霊樹に太刀たちを打ち込んで逃にげ去ったという。


　精霊樹は死んだと近衛の人々は噂し、動どう揺ようしているという。


「不思議な話だとは思わないか？　皇帝と近衛は、精霊樹を封ふうじることが第一の使命だったというのに……」


　シオンはそう言って、冷ややかに笑った。


「すくなくとも、叔母おば上うえを殺せという話は消えてなくなるだろう。近衛は鬼おにの恐ろしさを十分に知ったし、そして鬼が妖精を恐れていることもわかったからな」


　しかし、セラが生きているかどうかはわからない。


　精せい霊れい樹じゆが死んだのなら、彼女の命もまた失われていておかしくない。


　ヒエンはそれを確かめるため、シスイのユウキ屋敷へと急いでもどったのだ。


　そしてスズリもヒエンを追って、帝都シスイに向かおうと決める。


　セラにもしものことがあれば、ヒエンがどうなるか不安だった。コセ沼ぬまの戦いで沼人の娘むすめを失ったあとの落ち込みようが思い出される。


　しかし、そのまえに、スズリは羅ら刹せつ鬼きとの戦いで亡なくなった近衛神明流当主ツツイの建てられたばかりの墓へと参ることにした。


　墓前でしゃがんで合がつ掌しようしていると、背後から近づいてくる気配がする。


　振ふり返ると、近衛北斗流当主トウイの姿があった。


　彼はひどく疲つかれた様子で、その動きからはいつもの覇は気きがまったく感じられない。


「いかがされました？」


　スズリは立ち上がって、心配そうにトウイを見つめる。


「わたしは北斗流の当主の地位を先代に返上してきました……」


　トウイが険しい表情で答える。


「なぜですか？　トウイ殿どのが責任を取らねばならないことはひとつも──」


　スズリは驚おどろいて、理由を問おうとした。


　しかし、トウイがそれを制する。


「責任を取るのではありません。わたしはただ自分の未熟さに思いいたっただけです……」


　そしてツツイの墓前に進みでて、立ったまま手を合わせた。


　しばらくのあいだ近衛神明流当主の冥めい福ふくを祈いのってから、トウイがスズリを振り返る。


「神域こそが武術の聖地であり、近衛こそが最強の武使集団だということに疑いを抱いだいたわけではありません。しかし、この地での修しゆ行ぎようしか知らないわたしには、それゆえの甘さがあることを思い知らされたのです」


「もしかして、修行の旅に出られるのですか？」


　スズリは訊たずねる。


「そうしようと思います……」


　トウイが静かにうなずいた。


「そうそう、あのふたりの鬼ですが、体格、性格を見て、馬め頭ず鬼きのほうは我が北斗流で預かり、牛ご頭ず鬼きのほうは奇巌流へと預けることにしました。門人ではなく、まずは下働きからですが、それも武術の修行ですので」


「ありがとうございます」


　スズリは丁てい寧ねいに頭をさげた。


　あのふたりの鬼も必死で頑がん張ばるだろう。彼らのもとへも、いつ羅刹鬼が襲おそってくるかしれないからだ。


「ところで、スズリ殿は、これからどうされるのですか？」


　期待と不安の入り混じった表情で、トウイが訊ねてくる。


「わたしは、もうしばらく、ヒエンの弟で子しでいようと思います。あの童子という鬼、いずれ我らのまえにふたたび姿を現しましょう。そのときまでに強くならなければなりませんから」


　スズリは迷いのない笑え顔がおで答えた。


「そうですか……」


　トウイは一いつ瞬しゆんだけ失望の表情を浮うかべたが、すぐ平静さを取りもどす。


「あの鬼き面めんとの戦いを見て、はっきりとわかりましたが、あなたの剣けんはやはり元流に向いていると思います。あの男を嚙ませ犬にして、強くなられるといいでしょう」


　そう告げると、近衛北斗流の前当主は、足早に去っていった。


　スズリはそのうしろ姿に一礼する。


（わたしも厳しい道を選んだということだな……）


　そう思ったが、なぜか笑みがこぼれた。


　そしてスズリは帝てい都とへと向かって、神域の山道を下っていったのである。





　ヒエンは満足な休きゆう憩けいもとらず、神域から帝都シスイにあるユウキ屋や敷しきまで一気に走った。


　到とう着ちやくしたのは翌日の早朝である。


　眠ねむそうな顔をしていた門衛に木戸を開けさせ、庭の砂利じやりを蹴けりあげながら走り、建物の廊ろう下かを踏ふみ鳴らしながら早足で歩いた。


　その物音に気づいた侍じ女じよが姿を現し、ヒエンの姿を認めた。


「母さ……セラ姫ひめは？」


　ヒエンはすがるような気持ちで、その侍女に訊ねた。


　セラと親子であることは、ハイマやその側近にしか知られていない。


「セラ様？」


　侍女が一瞬、驚きの表情を見せ、次に涙なみだを浮かべた。


　それを見て、ヒエンは全身から血の気がひいた気がした。


「セラ様は、お部屋のほうで……」


　侍女は耐たえきれないというように、着物の袖そでで顔を覆おおう。


　それを見たヒエンはついに廊下を走り、セラの部屋へと飛びこんだ。


　セラは布ふ団とんのなかにいた。


　その顔がいつもよりさらに白く、生気がないように感じられた。


「母……さん……？」


　ヒエンは言葉を失い、その場でへたへたと崩くずれる。


　そして這はうようにして、セラの側そばへと近寄った。


　恐おそる恐るセラの顔へと手を伸のばす。


　そのときである。


　セラの目が、ぱちりと開いた。


「うわあっ」


　ヒエンは驚き、思わず飛び退のいた。


「どうしたのじゃ？」


　セラが力のない声で言い、顔だけを向けてくる。


「生きて……たのか？」


　ヒエンは呆ぼう然ぜんとして言った。


「生きていて、悪かったのう」


　セラが憮ぶ然ぜんとした顔になる。


「そんなことは言ってねぇだろ？　精せい霊れい樹じゆが鬼おにに太刀たちを打ち込まれて、枯かれてしまったんだ。それで、てっきり母さんも……」


「なるほどのう、そういうことであったか。実は一昨日おとといの夜にな、突とつ然ぜん、具合が悪くなってのう。養生しておったのじゃ。医者などは、手の施ほどこしようがないなどと言いよってのう。皆みなには、心配かけてしまったわ……」


　そう言って、セラが布団から上体だけを起こす。


「そ、それで、大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「あまり、よくはないのう。じゃが、おまえもわしに甘えたかろう？　ほれ、飛びこんできてよいぞ」


　セラが両手を広げて、ほれほれと手招きする。


「だ、誰だれがっ！」


　ヒエンは大声をあげた。


　しかし、その拍ひよう子しに自分の目から涙がこぼれたのに気づき、あわてて横を向き、目を腕うででごしごしこすった。


　そして何事もなかったように、セラに向き直る。


「ま、まあ、大事にいたらず、なによりだったな」


　ふてくされたような声になった。


「可愛かわいげのない奴やつじゃのう……」


　セラが不満そうにこぼす。


「心配せずともよい。その鬼は、どうやら仕損じたようじゃ。もとより、精霊樹は大神が化け身しんしたもの。そうそう枯れるものではない。鬼の毒気に弱りはしたろうが、すぐに浄じよう化かし、また元気になるわ。それまでは、わしもちとおとなしゅうせねばのう……」


「できれば、ずっとおとなしくしてくれ」


　ヒエンは心の底からそう願った。


　母が暴れると、どんな災さい厄やくが起こるかしれないのである。


　しかし、ひと安心し、同時に大事なことを思い出した。


「ところで、話は変わるんだが……」


「なんじゃ？」


　セラが見つめてくる。


「父さんが、生きてるかもしれねぇんだ……」


　ヒエンはためらいながら言った。


「ほう？」


　不思議なことに、セラは驚おどろいたようには見えなかった。


「だが、鬼に囚とらわれ、鬼の仲間になってしまったかもしれねぇ……」


「ほほう……」


　セラが二度、三度とうなずく。


　そして視線を庭へと向けた。


　ヒエンがその視線の先を確かめてみると、そこには一本の桜の木がある。


「それは、叱しかりに行かねばなるまいのう……」


　セラがぽつりと言った。


「そうだよな」


　そのまま庭をぼんやりと眺ながめながら、ヒエンは大きくうなずく。


（オレは強くなるぜっ）


　心のなかで、そう誓ちかった。


　父にひと太刀を入れること、それがヒエンの武術の目標であった。


　そして、まだしばらくは、目標としなければならないということである。


　ユウキ御ご殿てんの庭には、秋の花が咲さき乱れていた。


　アーシアは実りの季節を、もうすぐ迎むかえる。
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　祭さい壇だんのまえに、ひとりの男が満足そうな笑えみを浮うかべて立っていた。


　ここは霧む国こくナンシ。その最大の街である聖都ナユタの郊こう外がいにあるウツヒミ大神宮の敷しき地ち内。大神降臨の地とされる聖なる山の頂であった。


　ここに五年ほどまえから、新しい神しん殿でんの建こん立りゆうがはじまっている。


　山の頂にあることから難航しているが、来年中には完成の予定だった。そのおり、大祭を催もよおすことが決定されており、その準備も着々と進められている。


　男の名はミロクという。


　ウツヒミ大神宮の大だい宮ぐう司じの地位にある。


　彼の前には今、ふたりの男がかしずいていた。


　ひとりは帝てい都とシスイにあるウツヒミ神社の宮司を務めている。神宮の裏の仕事を請うけ負う〝神威〟であり、仲間内では〝東風コチ〟の名で通していた。


　もうひとりは、神宮警護を務める草くさ薙なぎ神しん刀とう流りゆうの新しい当主アモンである。


「……近衛は鬼おにどもを撃げき退たいいたしました。しかし、近衛もかなりの打だ撃げきを負ったようです」


　シスイの宮司が、うやうやしく報告した。


　報告の内容は、先日の神域に対する鬼道衆襲しゆう撃げきの顚てん末まつである。


「御ご苦く労ろうであったな。ひきつづき神域の監かん視しは頼たのんだぞ……」


　ミロクは後ろ手を組みながら、うなずいた。


「心得ております」


　コチは平へい伏ふくした。


「これで鬼も、近衛も、我らに手を出すことはできまい。妖よう精せいの復活も、心配なくなった。執しつ政せい家の小こ僧ぞうも、先の戦いくさで十分な脅おどしとなったであろう」


　ミロクは夜空を見上げる。


　半円に近づきつつある月はまだ東の空から昇のぼったばかりで、雲ひとつない空には無数の星々がまたたいている。


「さようです。我らは大祭に向け、粛しゆく々しゆくと準備を進めればよいだけ、かと……」


　コチが顔をあげて言った。


「しかし気がかりは、もうひとつある。そちらは、どうなっておる？」


「今、手の者を動かしております。かならずや見つけだし、然しかるべく対処いたします」


　コチはミロクに返答した。


「代わりはすでに見み出いだしたとはいえ、あやつを野に放ったままにしておくのは危険だ。早々に頼むぞ」


　ミロクはコチにうなずきかける。


「恐おそれながら、申し上げます……」


　それまで無言を保っていた草薙神刀流当主のアモンが口を開いた。


「どうした？」


　わずかに目を細め、ミロクはアモンに視線を向ける。


「その件ですが、わたくしにお任せいただけないでしょうか？　かならずや、あの御お方かたを見つけだし、神宮に連れ帰りますゆえ……」


「わたしたちには、任せられぬと仰おおせかな？」


　コチがアモンをちらりと横目で見る。


「そうは言っておらん。だが、おまえたちのやり方では無む駄だな争いが起こる。まずは穏おん便びんに済ませようということだ。新しい巫女様も、それを望んでおられる……」


　アモンはコチに答えたあと、大宮司に向かい、平伏した。


「どうか、わたくしにお命じいただけますよう……」


「草薙神刀流の当主の願いとあらば、むげに断るわけにはゆかぬな。大祭までのあいだ、この神宮を守ってもらわねばならぬゆえ」


　ミロクが微び笑しようを浮かべる。


「それこそが、我ら神刀流の役目なれば……」


　アモンは恭うやうやしくうなずいた。


「それに、新しい巫女の気持ちも汲くむとしよう。よかろう、アモン。帝都へと向かうがよい。そしてあやつを説得し、神宮へと連れ帰るのだ。さすれば、寛かん大だいな処置を約束する」


「ははっ！」


　アモンはふたたび畏かしこまったあと、決意の表情で立ち上がり、その場を辞した。


　今すぐにでも、発たちそうな勢いである。


「よろしいのですか？」


　アモンの姿が見えなくなってから、コチはミロクに訊たずねた。


「神刀流の武使たちには不ふ穏おんな動きも見られます。全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをおくのは危険かと……」


「あの男なら、大だい丈じよう夫ぶだ。律りち儀ぎ者ものゆえ、神代より継けい承しようされる神刀流の役目を放ほう棄きできるはずがない。それに天上神の巫女はひとりよりもふたりのほうが、大祭の成功は確かなものとなる。すべては、世のため人のため、だ」


「それでは、我が手の者にはしばらく監視だけにとどめておくよう伝えるとしましょう。あれに言うことを聞かせるのは、このところ、ちと厄やつ介かいになってきましたが……」


「あれはな……」


　ミロクは苦く笑しようを浮かべる。


「もし、手に余るようになれば、始末はおまえに任せる。もとから、そう長く保もつとは思っていなかったしな」


「畏まりました……」


　コチも恭しく答えると、静かに立ち上がった。


「それでは、わたくしもこれにて……」


　そして闇やみに向かって、姿を消す。


　ミロクはひとり残り、静かに祭さい壇だんを見つめていた。


「いよいよだ……」


　ミロクは、そう声に出す。


「このアーシアを一新し、約束されている永遠の平和と繁はん栄えいが実現するのは」


　そして彼は天を仰あおぎ、両手を伸のばした。


　天上界ラーシアは、そこにあるとされている。







第四巻に続く





[image: ]


　あとがき







『ブレイドライン』も、本作で第三巻となります。


　第一巻が出版されたのは、昨年（二〇〇九年）の九月ですので、僕的にはかなりのハイペースです。本作で設定もだいたい出そろって、キャラクターの過去も明らかとなり、天下界アーシアの世界観もおわかりいただけたのではないかと思っています。


　和風のファンタジーというあまり他ほかにないジャンルを書いているので、とにかくこの世界になじんでもらうのが先決だと、これまではあまり設定にふかく踏ふみ込むのは避さけるよう、担当編集者に指し摘てきされてきたのですが、本作からはいよいよ解禁です。世界設定で仕事をしている作家として、いろいろ挑ちよう戦せんしてみました。


　超ちよう武術バトルと銘めい打うっているとおり、ブレドラの胆は架か空くうの武術です。


　武器を触しよく媒ばいとし、気の力を解放して発動するというのが武術の基本設定ですが、今回はアーシア最強の武使集団〝近この衛え〟がいる神しん域いきが舞ぶ台たいということもあり、数多くの流派の設定をしなければなりませんでした。


　設定するときに核かくとなるのは、それぞれの流りゆう儀ぎです。


　たとえば、神明流なら敵の攻こう撃げきをひたすら受けるというように、どういう流儀の剣けんかをまず考え、それならこういう術、こういう技がいいんじゃないかと細部を決定してゆきます。そしてアーシアの世界観に合うように体系づけます。


　それが思ったより大変で、ずいぶん苦労しました。しかし、苦労したかいがあって、今回の戦せん闘とうシーンはそれなりにおもしろいものが書けたのではないかと自負しています。


　こういう話を書いているぐらいですから無論、剣けん豪ごう小説は好きですし、現実にある武術の流派についてもある程度は調べ、いくつか参考にしているものもあります。


　たとえば、今回登場した「北ほく斗と流りゆう」は、坂さか本もと龍りよう馬までおなじみ北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうがモデルですし、スズリが使う「元げん流りゆう」は幕末にその名を轟とどろかせた薩さつ摩ま示じ現げん流りゆうをイメージしています。


　もっとも、北辰一刀流に流水の太刀たちなんてありませんし、明鏡止水の極ごく意いもありません。参考にしているのは名前とイメージまでで、術、技はほとんどすべてが架空です。


　お気づきの方も多いと思いますが、天下界アーシアは「陰いん陽よう五行思想」をベースとして世界観を構築しています。陰陽の二極に、木火土金水の五行を加えて世界の成り立ちを説明するというアレですね。一週間の曜日に対応しているので、日本人にはおなじみのはずです。


　北斗流は北という字が入っているので、単純に水行の剣としました。そこで当主であるトウイが使う刀も『南総里見八犬伝』に出てくる村むら雨さめ丸まるからもってきて〝叢むら雨さめ〟としています。村雨丸は、ゲームでもよく出てくる剣ですよね。


　他の流派も、神明流は方位が東で木行の剣、元流は方位が南で火行の剣というように、五行思想に対応させてあります。


　ただし、陰陽五行思想だけで、アーシアの世界設定をするつもりはありません。


　地水火風の四大元素をはじめとして、世界各地のさまざまな神秘思想をキッチンシンクのようになんでも放ほうり込んで、独自の世界観を作りたいと思っています。


　今はまだ整理中ですが、満足ゆくものができたら、アーシアのワールドガイドみたいな本も出してみたいと思っています。そのためには、このシリーズをもうちょい売らないといけないので、これからもぜひ応おう援えんよろしくお願いします。


　次巻は年内に出したいと思っています。


　原げん稿こうは『ザ・スニーカー』の連れん載さいで貯たまっていますが、大おお幅はばに加筆修正する予定ですので、楽できそうにありません。今回の執しつ筆ぴつ作業では、本当に地じ獄ごくを見ましたので、次はこういうことにならないようがんばりたいと思います。


　本巻は武術がメインでしたが、次巻は神しん霊れい術じゆつをクローズアップします。シャーマン系、プリースト系の魔ま法ほうですね。すでに予告していましたが、巫女みこが登場します。


　また、スズリの意外な一面などもあきらかになりますので、どうかお楽しみに。
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